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　みなさん、お元気ですか。ぼくは元気です。

　このあいだは慰い問もん品をどうもありがとうございます。お母さんのつくってくださった耳みみ飾かざり、とてもきれいで嬉うれしかったです。さっそく耳につけて戦友たちに見せびらかしました。みんな、すごくうらやましがっています。あ、おばあちゃんのストーン・ケーキも塩しお辛からくて大変においしかったです。もっとも、横から勝手に手をのばした戦友たちに半分以上食べられてしまいましたけれど！

　こういうことを書いていいのかちょっと迷まよいますが、アシュアの霊れい写しやもみんなに大人気です。こんなにかわいい女の子がおまえの妹だなんて間ま違ちがっている、とだれもが声をそろえます。アシュアと文通したいといいだした奴やつも一人や二人ではありません！　兄としては嬉しいような腹はら立だたしいような、複ふく雑ざつな気分です。

　このあいだのお手紙ではぼくの身体からだを心配してくれてありがとう。でも、まったく心配ありません！　第■■■サタニアン義ぎ勇ゆう刀兵大隊は規き律りつこそ厳きびしいもののすべての兵を公正に扱あつかう部隊です。軍医殿どのや衛えい生せい兵たちがいつも健康に気を配ってくれますし、食事だってたっぷり与あたえられます。もちろん肥ふとる心配なんかありません。訓練は、それはもう厳しいものですから！　だれもが総そう帥すい閣かつ下かのもとで魔ま王おう領りようを守り抜ぬき、ぼくがお母さんの膝ひざでまどろんでいた頃ころのようにやすらかな日々を取り戻もどそうとしているのです。もちろん、ぼくだってそのためにはできることすべてをするつもりです！

　そういえばこのあいだ、軍隊に入っていらいはじめての大きな出来事がありました（ごめんなさい、わざとここまで隠かくしていました）。

　ぼくたちは、総帥閣下の閲えつ兵ぺいを受けたのです！

　防ぼう諜ちよう対たい策さくとかで（つまりスパイが恐こわいので）、それがどこでおこなわれたのか、いまは書けません。だから、まあ、どこか重要な場所だとおもっていてください。

　本当ならば総帥閣下直々の閲兵を受けるのは滅めつ多たにあることではありません。軍隊で生しよう涯がいを過すごしても、一度もそんな機会の与えられない軍人がほとんどです。

　しかし、ぼくが所しよ属ぞくしているのは義勇部隊です！　以前からあった正規軍とは異ことなり、閣下の呼よびかけにこたえ、あくまでも自由意い志しに基もとづいて家族と、故こ郷きようと、祖そ国こくと、総帥閣下のために志願した者たちばかりで編へん成せいされているのです。ですから、正規部隊よりも頻ひん繁ぱんに閣下の閲兵を受けられる特とつ権けんが与えられているのです！

　ぼくらは隊たい伍ごを組んで閣下の前を行進し、訓練どおりに刀をまっすぐ掲かかげて整列、魔王領と閣下へ万ばん歳ざいを唱えました。あまりにも見事にきまったので、だれもが誇ほこらしい気分を抱いだいているのがわかるほどでした。

　そのあとで閣下は刀を収おさめたぼくらの前をゆっくりと進まれました。

　ジンビューワーで見た通り、閣下はあまり大きな人族ではありませんでした。フィリアよりも小さかったほどです。

　しかし、ぼくらの前を進む閣下には他ほかのだれからも感じたことのない何かが発せられていました。当然です！　学生服とマントに隠されたその肩かたに、魔王領とそこに生きるものすべての命運がかかっているのですから！

　だから、ぼくが閣下に対して、その、個こ人じん的な忠ちゆう誠せい心しんに近いものを抱いてしまったことも仕方がないとおもいます。

　もちろんお父さんが教えてくださったように（そしてぼくも信じているように）、ぼくらサタニアンは根っからの自由主義者です。みなさんも、受け身の奴ど隷れい根こん性じようをぼくがどれほど嫌きらっているかは御ご存ぞんじだとおもいます。

　このさきは……もしかしたら検けん閲えつで消されるかもしれませんが、書きます。

　総帥閣下は苦しげでした。気楽に過ごしているのが一番似に合あいそうなあのお顔には、閣下がひとときたりとも忘わすれることを許ゆるされないものが重く滲にじんでいました。目があった兵隊たちには必ず微笑ほほえんだり、軽く会え釈しやくしたり、声をかけたり……そうすることで自分を懸けん命めいに奮ふるい立たせようとしておられるのがありありとしていました。

　だからです。だからぼくは閣下についていこうと決心したのです。

　だれもが知っているように閣下はチキュウという異世界アナザー・ワールドから魔光とともに降こう臨りんされました。御ご自分でそう望まれたからではありません！　ただ……ただ、ぼくら魔王領の領民たちが必要とする能のう力りよくを持っておられたから、それだけなのです。

　なのに閣下は、ぼくらのために無理を重ねておられます。

　もちろん悪口をいう奴やつはいます。スフィア様、アーシュラ様、セシエ様、玉たま藻も様……そしてだれにも顔を見せないことからみんなが『魔王城じようの妖よう女じよ』と呼んでいる謎なぞの女じよ性せいまで、閣下の周囲はこれ以上ない、というほどの美女ばかりだからです（まあ、最後のお一人はどうだかわかりませんが）。そのことでやっかみを口にする奴がいるのです。

　正直、ぼくも羨うらやましいとおもいます。

　でも、もし自分のいまの立場と閣下の立場を交こう換かんできるといわれたなら……嫌いやです。閣下のような立場には絶ぜつ対たい置かれたくありません！　魔王領のみならず、魔族すべての命運をただ一人で担になうなんて、ぼくにはとても耐たえられません！

　ぼくは、いまのままの自分で充じゆう分ぶんです。素す敵てきな戦友たちがいて、故郷には元気なお父さんやお母さんたちがいて──それで、いいです。そして、戦いに勝ったあとは、ワルキュラでいっぱいお土産みやげを買ったあとで家に帰る、それだけが望みです。

　ぼくには見えます。復ふく員いん兵へい用のフライング・カーペットを降おりたあの山道の向こうに拡ひろがるセスアの村が。そこにはみんながいて、ぼくを待っていてくれます。もちろんぼくは全力で駆かけだしたいのを我が慢まんし、おもいっきり軍人っぽい足どりで家に向かい、息をいっぱいにすいこんだあと、玄げん関かんを開けます。

　ぼくの耳には聞こえます。おばあちゃんが庭を掃そう除じしている箒ほうきの音、お母さんが夕御飯をつくっていることを教える、まな板を打つ包丁の響ひびき。二階から駆けおりてくるアシュアの元気な足音……もちろん、お父さんやおじいちゃんだってすぐに畑から帰ってくるのです。

　そしてぼくは練兵場でだすような声でひとことだけ、口にします。

　ただいま、と。

　それだけです。ぼくが望んでいるのはそんな日が一日もはやく来てほしい、それだけです。

　なんだか長くなってしまいました。今日はこれぐらいにしようとおもいます。また、すぐに手紙を書きます。それではみなさん、お元気で。





クルスト・ガーラ



魔ま王おう軍二等刀兵



第■■■サタニアン義ぎ勇ゆう刀兵大隊第■中隊



　追つい伸しん

　お隣となりのマーシアは元気でしょうか？　もし良ければ、ぼくがよろしくいっていたと……それから、約束は必ず守るつもりだと伝えてください。



（■部は検閲によって塗ぬりつぶされた部分である）



    

  
    
      『……こちらはＭＮＮチャンネル・シックス、チャンネル・シックス。ただいま精せい霊れい波の試験中。これは一いつ般ぱん放送ではありません。テスト。テスト……夏の日の美少女の大イビキ、なんだかムチャクチャ萌もえるんスけど。繰くり返します。夏の日の美少女の大イビキ、なんだかムチャクチャ萌えるんスけど……こちらはＭＮＮチャンネル・シックス、チャンネルシックス。ただいま精霊波の試験中。これは一般放送ではありません……』
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　　　　１



　払ふつ暁ぎようの空の下、何人もの伝令が指し揮き官たちのあいだを行き来し、必要な命令と報ほう告こくを伝えた。二つの陽ひはだんだんと高度をあげ、朝あさ靄もやに包まれた世界が赤から青へと染そめかえられていく。セントール街かい道どう脇わきに設もうけられていた野や営えい地はもはや形ばかりの名残なごりを残すばかりだ。天てん幕まくや炊すい事じ用具は馬車につみこまれ、火は落とされている。時じ刻こくは魔ま王おう暦れき１００３年６月３日午前４時43分である。

　そこに集結していたのはブラントラント史上最大最強の軍ぐん勢ぜい、その先せん陣じんたるべき栄えい誉よを担になう一軍だ。兵たちは完全装そう備びで整列を終えている。充じゆう分ぶんな休養をとったので元気いっぱいだ。

「兵気みちみちて、というやつだな、まさに」無数の傷きずやへこみがあるランバル銀の鎧よろいを鈍にぶくきらめかせながらイーサン・ウランコール将しよう軍ぐんはつぶやいた。兜かぶとの縁ふちから赤毛をのぞかせて愛馬イングーンにまたがったその姿すがたはまさに戦せん鬼きそのものだ。常じよう人じんにはおよびもつかない気き迫はくがあふれている。

「みんな嬉うれしいのよ。第二次セントール会戦があれで、そのあとはマリウクス城じよう塞さいの防ぼう備びにつけられているだけで……やっぱり、戦争は攻せめるんじゃなきゃ、だめよね」かれの傍かたわらで白馬にまたがった眼鏡めがねの少女がえらく気合いのはいった言葉を口にした。フェイ・マラックス。マラックス弓兵隊を指揮する部ぶ将しようで──同時に、ウランコールとは……まあ、そういう感じだ。まだ15歳さいなので、どうにも見ているだけで腹はら立だたしくなってくるような組み合わせである。

「そろそろ兵のもとに戻もどりなさい、フェイ。いくらゴスタールがまとめてくれるとはいえ、甘あまえすぎてはいけない」ウランコールの声はあたりをはばかるような小ささであると同時に、フェイへの気き遣づかいにも満ちていた。ちなみに、ゴスタールとはフェイが『うちの爺じい』と呼よぶ歴戦の武ぶ人じんである。

「うん」勝気なフェイならばなにか一言ありそうなところだが、このときばかりは素す直なおにうなずいた。「戻ります、閣下」

「ああ、うん、よろしい」

「あの、イーサン」

「なんだね」

「わたし、頑がん張ばるから」

　ウランコールは強い顔に暖あたたかな笑えみを一いつ瞬しゆんだけ浮うかべ、いった。

「いつもどおりでいいんだよ、フェイ。戦いではむしろそうするほうが大変なのだからね」

　自分の部隊へと駆かけだしたフェイの後ろ姿を見送ったウランコールは表ひよう情じようを厳きびしいものに変え、再ふたたび軍勢へ視し線せんを向けた。胸むねが高鳴ってくる。

（俺おれの、軍だ）

　とおもった。事実である。かれに与あたえられたのは、ウランコール槍そう兵へい団だん、マラックス弓兵隊、シェイラット傭よう兵へい隊、バランサイト僧そう兵へい団、再さい編へんされたチェドラル農兵団──かつてセントールの野で魔ま王おう領りよう総そう帥すいオノデラゴウシに苦く杯はいをなめさせられた部隊に多数の増ぞう援えんを加えた約５万の兵力だった。その名もウランコール衝しよう撃げき軍ぐん。

　与えられている任にん務むは簡かん単たん明めい瞭りようだ。ランバルトのみならずゴルソン大陸の人族主要国の過か半はんを人族大だい同どう盟めいの名のもとに結集したシレイラ摂せつ政しようの宮みやの対魔王領最終攻こう勢せい、〈フェラール〉作戦の先せん鋒ぽうとして、セントール街かい道どうをただひたすらに突つき進み、魔都ワルキュラへ突とつ入にゆうすることである。まさに衝撃軍──ショック・アーミーの名にふさわしい。

　戦いへの不安は、ない。ウランコール衝撃軍の背はい後ごはシレイラちゃん親卒のシレイラ軍５万が続くし、側面でなにか面めん倒どうがおこりそうなときは親友であるヴィル・グラッサー男だん爵しやく率ひきいるグラッサー騎き兵へい集団が支し援えんにかけつける手て筈はずになっている。シレイラちゃんは気前よくもペガサス空中騎兵一個こ連隊をウランコール衝撃軍の直協──直ちよく接せつ支援任務にまわしてくれたから、魔王軍のドラゴンが集中投入でもされないかぎり、制せい空くう権けんを奪うばわれることもないだろう。いやもちろん、戦争ではなにがおこるか知れたものではないけれど──

（細かいことを気にしていても意味はない）

　ウランコールはそう決めつけていた。かれは先陣の栄誉を与えられた一軍の将である。たしかにそのとおりなのだ。ナポレオンのいうとおり、戦いが始まったあとで有ゆう効こうな作戦計画などない。混こん沌とんとした状じよう況きようのもとで、大目的に沿そった臨りん機き応おう変へんの判はん断だんをくだしていくほかないのである。

　数騎の騎き影えいが速足で近づき、かれの傍らで停とまった。

「将軍、全軍、行軍準じゆん備びを終わっちゅう」

　南部訛なまりもろだしの気楽な調子でそういったのはまだ若わかい──というより、子こ供どものような騎士だった。実じつ際さい、17歳でしかない。といっても立場は重い。ウランコールの軍ぐん師しなのである。

　名はリュクス・アガザイバ・ダンノール。シレイラちゃんがこの大作戦にあたってランバルト中から選びだした軍才を持つ者たちの一人であった。いや、そのなかでも特に注目すべき人物かもしれない。もともとは貴き族ぞくですらなかったからである。南部国こつ境きように近いマランダの街の貿ぼう易えき商人の次男で、昼は本を読み、夜は異世界なので年ねん齢れい制せい限げんを無視して遊ゆう廓かくでお姉さんたちとあひゃひゃひゃひゃ、なある意味夢ゆめのような生活を送っていたのだ。

　そんなかれが騎士として取り立てられたのは、二年前、南方都市国家群から派は遣けんされた軍勢がちょっとした理由からマランダを狙ねらったとき、市民兵ばかりの防ぼう衛えい隊を見事に操あやつって撃げき退たいしたことがウルリス王宮に報ほう告こくされていたからである。彼女はそれをおぼえていたのだ。ちなみに、この少年が成り上がり者としてうとまれないよう、事実上血が絶たえている名跡、ダンノール家の係けい累るいというかたちをとらせている。

「確かく認にんやるが？」リュクスはたずねた。美少年系ではないおもいっきりの童顔で、ぱっとしないトウモロコシ色の髪かみの持ち主だ。マーブルの瞳ひとみを備そなえた目も丸く、さらに子供っぽさを強めている。体形も──剛ごう士しほどではないもののかなりのちんちくりんであった。当然、鎧よろいや刀も軽めのものばかりである。これでナニのほうはかなりの達人だというから、人間、見かけでは真しん価かがわからない。

「軍師殿どのが確認したのであれば、必要はない」ウランコールはこたえた。半分は周囲の貴族たちに聞かせるための言葉だ。会ってからまだそれほど日が経たっていないが、この少年軍師の能力を大いに認みとめていたのである。

　軍がいまの場所に集結するまで、魔王軍の奇き襲しゆうを警けい戒かいして常つねに小規き模ぼな偵てい察さつ／捜そう索さく／警戒部隊を派遣していたのだが、リュクスはそれに同行して自分の目で確たしかめることを嫌いやがらなかったからである。それどころか、武勇に長たけているというわけでもないのに、下級騎士や兵たちの評ひよう判ばんもよかった。すなわちそういう人ひと柄がらの持ち主なのだ。

　なお、これまでなんとなく用いてきた捜索だの警戒だのというのは実のところいかにもな軍事用語である。

　捜索は『状況を明らかにするため、敵てきの兵力、行動、施し設せつを探さぐる』積極的な行こう為い。一方の警戒は『敵による奇襲を未然に防ふせぎ、敵の偵察を妨ぼう害がいすることで味方の安全と行動の自由を確かく保ほする』受け身の（といっても、武道で語られる意味であり、受動と同義ではない）行為だ。

　ちょい待ち、前者は『偵察』なんじゃないの、といわれたらそのとおりである。ただし、厳げん密みつにいえば『偵察』というのは地形について情じよう報ほうを得るためのアクションなんだそうで、地形に加えて敵軍についての情報を得ること（つまり『捜索』）が同時におこなわれる場合に限かぎり、『偵察』という言葉でまとめて表現していい、らしい。なんだか妙みように厳密でめんどくさい。実じつ際さい、剛士の故こ郷きようであるニッポンの陸上自衛隊では区別をやめてしまい、偵察という行為のなかに捜索を含ふくめてしまっている。まあこれは自衛隊が基き本ほん的には自国内での戦いだけを考えてきたこと、すなわちわざわざ地形を確認する必要性せいが薄うすかったことも影えい響きようしているのかもしれないが、なかなか合理的だ。戦場で実際に動き回る部隊は、『偵察』と『捜索』──ときには『警戒』すら同時に背せ負おわされるからである。いうまでもなく重要であり、危き険けんな任にん務むだ。敵の奇襲を受ける可か能のう性せいだって常にある。孤こ立りつした状じよう態たいで動き回っているから、そうなったら味方の掩えん護ごも受けられずに皆みな殺ごろしの憂うき目をみることも珍めずらしくない。

　リュクスはそれを嫌いやがらなかった。むしろ、機会があるごとに捜索隊や偵察隊に同行した。

（将しように必要なのは、まず、人じん格かくだ）

　と信じているウランコールのような漢おとこにとってはそれでもう充じゆう分ぶんだった。リュクスの情報分ぶん析せき能力や軍事に対する理り解かい力はマランガの戦いについての報告書に目をとおし、充分に理解していたからである。望んでもいないのにいまの立場になってしまったためか、功名心でぎすぎすしていないところもいい。ちなみに、ウランコールが『人格』と表ひよう現げんしているものを別の言葉でいいかえると『徳』ということになるだろう。つまるところ、剛士君であれば即そく座ざに一軍の将を任まかせて（押おしつけて）これで楽ができると喜んでしまうような少年なのだった。

「いやあ、アレやけど」兜かぶとを外してもじゃもじゃの髪かみをかきむしったリュクスは鼻をすすりながらいった。「よばあ捜索をきちんとしておかいと、いざ敵と出くわした時、おおごとやか。どうしたち縦じゆう隊たいはアガラ蛇へびのように長くなるがでからいかん」

「手配はしたんだろう？」苦笑いを浮うかべながらウランコールはたずねた。「軍ぐん師し殿どのがしつこく指し導どうしてきて弱ったとクルンガがこぼしていた」

　クルンガというのはウランコールに替わってかれの槍そう兵へい団だんを任されている男だん爵しやく騎き士しだ。ウランコールのまたいとこにあたる、短気だが心根の爽やかな武人だった。

「あれ、怒おこらせてしまっちゅうかい？」リュクスはいった。といっても、悪びれる風はない。

「痛いたいところを衝つかれて弱っていただけだ。怒りはしない」

「良かったぁ」将軍の言葉にリュクスは笑え顔がおでこたえた。「前衛が敵の待ち伏ぶせを受けるのは仕方がないがで。となると……前衛ばあで好きに戦えるようにしちょかならんがで」

　ウランコールは即そく座ざにうなずいた。

　リュクスが口にしているのは道理だった。進軍の先頭を進む前衛部隊は、そのぶん、敵と接せつ触しよくする機会が多い。いかに捜索や警戒に気をつかったところで、奇襲を受ける可能性をゼロにはできない。おまけにウランコール衝しよう撃げき軍の相手はオノデラゴウシの魔王軍──魔ま王おう領りよう総そう帥すい直卒のワルキュラ総軍である。オノデラゴウシがこれまでわずかな隙すきを衝いてイニシアティヴを握にぎり、戦いをひっかきまわしてきたことを考えると、絶ぜつ対たいになめてかかれない。

　その対たい応おう策さくとしてリュクスがひねくりだしたのが、前衛の戦せん闘とう部隊としての独どく立りつ性を高めることだった。それなりの槍兵が揃そろっていて、弓兵や弩ど兵もいて、とりあえずだけどバリスタもあって、自前の騎兵だってもっている……そのすべてを、前衛指し揮き官が独どく断だんで運用できるようにしておく、ということである。ことに最後の要よう素そ──独立性を与あたえたことが重要だった。槍兵、弓兵、騎兵といった兵科ごとに部隊が分かれているのはともかく、それらの部隊が指揮官個こ人じんに所しよ属ぞくする形をとるランバルトの軍事システムでは、さまざまな兵科を急場でチームとして運用するにはそれなりの困こん難なんをともなったのである（俺のオモチャに手をだすな、ということだ）。

　ウランコールは即座に同意し、リュクスの好きにさせた。実は新しいアイデアではない。これまでは各隊を率ひきいる貴き族ぞく指揮官たちの立場に配はい慮りよするあまり、手をつけられることがなかった考えかただった。今回それをパスできたのは……いうまでもない。〈フェラール〉作戦が並なみの戦いではなく、ウランコール衝撃軍に与えられた目標も普ふ通つうのものではないからである。そう、かれらの目標はワルキュラ。オノデラゴウシがあくまでも戦いをあきらめないならば、かれの本ほん拠きよである大魔城に突とつ入にゆう、陥かん落らくさせねばならないのだ。

　そっとあたりの軍ぐん勢ぜいを眺ながめまわしたウランコールはたずねた。

「ほかに不安を覚えるところはないかね、軍師殿どの」

「不安といえば不安ばかりやけど」リュクスはこたえた。とはいいつつも、あまり緊きん張ちよう感はない。「後は敵の出方を待つほかないがで、戦にゃ相手の都え合てもあるがでがやき」

　ウランコールはうなずき、すこしだけためらったあとで切りだした。

「あのな、軍師殿」

「なんなが？」

「気に障さわったら済すまないのだが……もう少し、ウルリスことばに近づけてくれないか。俺は以前、部下にマランダ出身の者がいたからいくらかはわかるが、他の連中は、その、な」

「あしはそればあ訛なまっちゅうがい？」リュクスはお国言葉をツッこまれたお登りさんに特有の傷きずついた顔を浮かべた。

　それどころじゃねぇよ、といいたいところだが（ていうか、じゃねぇよ、も訛りだし）そこは将軍たるもの、ぐっとのみこんでウランコールはこたえた。

「むろん、誤ご解かいを避さけるためだ。理由はそれだけだ。君のお国言葉をどうこういっているわけではない」

「あはぁ……うん、あの、これからは気をつけます」リュクスはベテラン音おん響きよう監かん督とくにリテイクをだされた小しよう劇げき団だんの公こう演えん資し金きん稼かせぎに声せい優ゆうをしている役者のように神しん妙みような発音でこたえた。

　むろん、ウランコールがえらく気を使ってくれたことがわかっている。それどころか、この将軍がシレイラちゃんの抜ばつ擢てきという以外になんの後ろ楯だてももたない自分の後見人をもって任にんじてくれていることにも気づいていた。訛りがどうのというのはともかく、理想的な将軍と軍師の関係といえるだろう──などとシレイラちゃんの近くで口にしようものなら、

『いまごろナニいってんのよアンタ！　アタシがそれぐらい考えられないとでもおもってたの？　なんかナメてない？　あーマジむかつくっ』

　とドつかれかねない。はなっから計算ずくであるからだ。ウランコールの人ひと柄がらや能のう力りよく、そしてもちろんリュクスについても見み極きわめたうえでそう配置したのである。将軍と軍師のノリがあわなかったら大変なんだから当たり前じゃん、といわれたらそのとおりだが、現げん実じつにはなかなかそううまくはいかない。チキュウでもブラントラントでも将軍と軍師（参さん謀ぼう長ちよう）がアレになって戦いがおかしくなった例は無数にある。ノリの違ちがう奴やつが数人いるだけでホームルームがまとまらなくなるのと同じである。人事ほど理想論ろんから遠いものはないのだ。

　ともかく準じゆん備びは完かん了りようした。ウランコール衝しよう撃げき軍ぐんは〈フェラール〉作戦の最終段だん階かいに向けて進軍を開始するばかりである。

「うん、それでいい。ありがとう」ウランコールはいった。空を見上げる。すでに二つの陽ひがともに顔を見せ、朝あさ靄もやは薄うすれはじめていた。

「そろそろ、いこうか？」

「はい」

「よろしい、ウランコール衝撃軍、進軍開始。目標……ワルキュラ！」

　軍太だい鼓こが打ち鳴らされる。

　隊列からどよめきが生じ、すぐに狂きよう的てきな喚かん声せいへと変わった。

　ワルキュラ。

　魔ま族ぞくの母なる都。

　前ぜん衛えいが街かい道どうへと乗り入れ、西へと歩みはじめる。上空直ちよく掩えんにあたるペガサス空中騎兵の小隊が助走を始めた。戦いの展てん開かいとその激はげしさはこれまでに類をみないものになるだろう。ウランコール衝撃軍の現げん在ざい位置から魔都ワルキュラ市し域いき周辺まで、直線距きよ離りにして60キロほどしかないのだ。軍事的には、まさに指し呼この間だ。ランバルト軍──人族大同どう盟めい軍は、魔王領りようへ王手をかけていたのである。



　　　　２



　夜がすっかり明けたころ、状じよう況きようはだれの目にも明らかになりつつあった。人族大同盟軍が行動を再さい開かいし、かれらの征せいしたセントールから魔王領本土に対する総そう侵しん攻こうに打ってでたのだ。

　魔王城じようにある魔王軍……いや、いまやブラントラント共和条約機き構こう軍の軍事戦せん略りやく中ちゆう枢すうとなった中央作戦指揮センターＣＯＣＣには婦人魔法軍団ＷＭＣに所しよ属ぞくするオペレーター数百名が配置につき、流れこんでくる多数の情じよう報ほうをさばきながら情報の把は握あくにつとめていた。巨きよ大だいな水すい槽そうの中では、当直司令である百頭ヒヤクトウ、カピラ・バラモン大たい佐さがいそがしく１００個この頭ず脳のうを働かせている。付け加えるならば、これまで見ることがなかった魔王領風ではない衣服や制せい服ふくを身につけた軍人たちの姿すがたもあった。

「噂うわさには聴きいていたが……大変なもんだな」

　溜ため息いきとともにその一人、ほっそりした長身に口くち髭ひげのよく似に合あう黒くろ髪かみの男がいった。大魔海上に浮うかぶトルバリア王国のアサウ・オスタ男だん爵しやくである。トルバリアがブラントラント共和条約機構へ加盟したのは、魔王領ほどではないが人族・魔族混こん住じゆうであること、魔王領が自由貿ぼう易えきを基き本ほん政せい策さくにしていること、たとえワルキュラが陥かん落らくしても海かい棲せい魔族を滅ほろぼすことは不ふ可か能のうであり、ランバルト側に立とうものならトルバリアの商船がシーサーペントやセイレーンたちの目の敵かたきにされかねないこと──つまり、ランバルトに味方してもいいことがひとつもないからである。大魔海上の島とう嶼しよ国家は大なり小なり似たような理由で魔王領と協力する道を選んでいる。といっても、大国はひとつもないから、可能な『協力』はたかがしれたものだった。オスタの祖そ国こくにしたところで、人口は50万ほどでしかなく、軍隊は３０００名ほど、おまけにその大半が海上部隊なのだ。ブラントラント共和条約機構加盟各国は可能な限かぎりの兵力を魔王領へ割さきつつあるが、そのすべてを合計しても侵攻を再開した敵の一軍にも及およばない。さらに寂さびしいことには、それらの兵力の大半は輸ゆ送そう中で、編成の完結にはたっぷり一カ月が必要だった。すなわちブラントラント共和条約機構とは、いまのところ魔王領が『ぼくは一人じゃないんだ』と寂しい夜にこっそりとつぶやいてみる程てい度どの存そん在ざいでしかないのである。いや、剛士はまさにそのためにこの国家連合を結成した面があるし、国家レベルの戦争でなにより大切なのは国民のやる気モラールだから、なんの意味もないわけでは決してない。が、人族大同盟と比くらべるとやはりちょっと寂しいところがあった。

「ランバルトが強大なのはわかりきった話だ」

　オスタの隣となりにいた小こ柄がらの、艶つや々つやとした浅黒い肌はだと整った面おもだちを持つ女じよ性せいがこたえた。刺し繍しゆうやらフリルやらもっこりタイツ＋ちょうちんブルマやらで賑にぎやかなオスタと比べると尼あまさんのようにすら感じられる地味な軍服を身にまとっている。

　ツワグスカ・ハヴィ准じゆん将しよう。トルバリアとどっこいの島国、サパターンから派は遣けんされた軍事代だい表ひよう団だんの副団長だ。まだ26歳さいだが、その年で准将に任にんじられているのは、彼女が先代のサパターン行ぎよう政せい府ふ代表の娘むすめであるからだった。昨年政界から引いん退たいして家業である貿易商に戻もどったツワグスカの父は、人々にきわめて評ひよう判ばんのよい男だったのである。ただし、彼女も父の名をはずかしめないだけの能力を備そなえていた。

「約25万の軍ぐん勢ぜいをああも軽々と動かせるのはこの世界にランバルトしかない。魔王領にもそれはわかっていたはずだ」

　サパターンの有能で冷れい徹てつな女性将校の意見は正しかった。

　ブラントラントに存在する国家は、程度の差こそあれ、チキュウでいう中世的、封ほう建けん的な国家体制のもとにある。これは『国』というシステムがかなり脆ぜい弱じやくなことを意味している。宗しゆう教きようや伝でん統とうの縛しばり──それらが先取りしてしまった既き得とく権けん益えきの大きさが、国家のシステムとしての発展を邪じや魔まするのだ。それがもっともよくあらわれるのが軍隊や戦争についてだろう。

　大たい抵ていの国は即そく座ざに戦場へ投入できる常じよう備び軍を持っていない。必要に応おうじて王家が有力な家臣へ声をかけ、恩おん賞しようその他を約束して部隊をつくらせるのだ。または、傭よう兵へい隊と契けい約やくして自分たちのかわりに戦わせたりもする。

　なぜかといえば、中世・封建的社会での国家はその程度の経けい済ざい力しか持たないからだ。経済状じよう態たいはよくいって自転車操そう業ぎようであり、とても常備軍などというものは維い持じできない。ある意味で、だからこそ戦時国こく債さいなどというものが発案されたともいえる。戦争が不ふ可か避ひとわかっていても軍隊を召しよう集しゆうする資し金きんがないほど『国』というものが弱いのである。

　だとすると、どうやってランバルトはゴルソン大陸での軍事的な優ゆう位いを得たのか──簡かん単たんだ。宗教が弱かったのである。２００年ほど前の宗教騒そう乱らん時代にシレイラちゃんのご先祖が織お田だ信のぶ長ながじみたやり方でマスル教西方教会の政治・経済特権をかなりむしりとったため、国家が強くなったのだ。それほど明めい確かくではないにしろ、いちはやく国家主権という考え方を実じつ現げんしたと考えてもよいだろう。

　そののちも有力家臣の私兵集団を組み合わせて国軍を構成するという点に変化はないが、これまではサンバーノ宰さい相しようの政治力、そして現在はシレイラちゃんの天才のおかげをもって国内にあまねく及ぼされている王家の統とう制せい力には絶ぜつ大だいなものがあった。有力な部隊は常じよう時じ動員状態に……つまり常備軍化されていることがその証しよう明めいだ。周辺国家の軍とは有事即応能力や訓練のレベルが段だん違ちがいだったのである。

　また、魔王領との戦争がはじまってからは止まっているものの、ランバルト王家が貴き族ぞくに利害が衝しよう突とつしない国へ私兵団の“〝貸かし出し”〟を認みとめてきたことの影えい響きようも大きい。傭兵として部隊ごと外国に雇やとわせてしまうのである。ムチャな話ではない。部隊の精せい強きようさを、ランバルトの国費を一円も用いずに保たもてるから、かえって得である（おまけに外交上の貸しにもなるし、貴族や兵が貧びん乏ぼうゆえの政治的不満を抱いだくこともない）。小お野の寺でら剛士登場以前、ランバルト軍が魔王軍をドつき倒たおすことができたのはそういう理由もあった。

　シレイラちゃんは、いま、そのすべてを魔王領に叩たたきつけ、それでもなお足りずに人族大だい同どう盟めいの御み旗はたのもとで周辺諸しよ国こくの軍隊まで動員させ、セントールへ注ぎこんだ。ランバルトの『国家』としての発はつ展てんレベルからして、戦せん闘とう兵力約25万、兵站支援ロジステイツクスサポートにあたる軍ぐん属ぞく約25万、合計約50万という現在の動員数が限げん界かいといっていい。一いつ般ぱん的なイメージとは異ことなり、剛士の故こ郷きよう、日本の鎌かま倉くら時代や室むろ町まち時代をみてもわかるとおり、中世的だったり封建的だったりする社会が権力機き構こうのトップに加える制約は信じられないほどに大きいから、そこまで持ちこんだのは見事なものであった（室町時代に安土・桃山時代後半レベルの戦争をしているようなものである）。

「いやまあ、それもあるんだが」魔王領で開かれたレセプション・パーティで彼女を見かけて以来、イロイロな意味で仲良くなろうとしているオスタは困こまったようにこたえた。「わたしがいっているのは、ここのことさ。さすが魔族の国だ。精せい霊れい利用が徹底している。というより、わたしには想そう像ぞうもつかないレベルまで進んでいる。総そう司令部にいながらにしてすべてがほぼ即そく時じにつかめるなんて……これは、夢ゆめだよ」

「精霊化情報技術ＪＩＴ組そ織しきは魔ま王おう領りようの独どく壇だん場じようだ。そう呼よばれるようになる以前から。つまり、頼たよりすぎる、といってよいほど魔王軍はそれを活用している」ツワグスカはうなずいた。「他の国では、こうはいかない。魔族が多いおかげで精霊が好んで集まってくる土地でもなければ──たとえ人族でも気軽に魔法じみたものを使えるような土地でなければ」

「うちの王宮は導どう入にゆうの可か能のう性せいを探さぐれといってきたがね。ま、臣民のうち10万ばかりは魔族で、ことさらに差別政せい策さくをとっているわけでもないし」

「その程てい度どでは人族に本ほん格かく的な黒魔法を使わせるだけの精霊は集まらないよ」

「だろうな。完全な混こん住じゆうに踏ふみ切らねば無理だろうね。ウチの国の魔族臣民政策は差別というよりは混住で生じる面めん倒どうを招まねかないためのものなんだが──」

「白々しい。貴公にも魔族の血が入っているだろう？」

「わかるのか」オスタは目を丸くした。

「わたしにも入っているからな、匂においでわかる。人口が少ないぶん、その面では魔王領よりも進んでいるかもしれない。まあ、混血で魔力が落ちるということもないようだから、なんの問題もない。我わが国はすでに魔王領の援えん助じよで小規き模ぼなシステムを動かしているが、そこそこにうまく働いているよ」

「……それだけか？」

「忘わすれたのか、男だん爵しやく？　同じ盟約に参加したとはいえ、我われ々われが敬けい礼れいを捧ささげる旗は違っているのだ」

「忘れかけていた」オスタは苦笑いを浮うかべた。むろんそんなはずはなかった。もう20年ほども昔だが、トルバリアとサパターンはお互たがいの商船を襲おそいあっていた時代があった。両国の関係が修しゆう復ふくされたのは当時の新魔王、すなわち田中さんが仲立ちをしたからである。もちろんただの善ぜん意いからではない。血ち迷まよった双そう方ほうの私し掠りやく船（国家公こう認にんの海かい賊ぞく船みたいなものだ）に魔王領の船が襲われる事じ件けんが度たび々たびおこり、海運業界から泣きつかれたり、腹はらを立てた海かい棲せい魔族たちにこのまま放っておくなら自分たちも暴あばれる、と脅きよう迫はくじみた懇こん願がんを受けたからだ。

　オスタは話題を切り換かえた。

「しかし、魔王領の国こく情じようと人口からいえばランバルトなみの……いや、ランバルトなど足元に及およばない規模と能力を持つ軍を組織できるはずだが」

「かれらは志し願がんだけで兵を得ている」

「だからこそ、領民の全階かい層そうに徴ちよう兵へい制せいを施し行こうして」オスタはいった。

　国民の全階層から兵を強制的に徴ちよう募ぼする徴兵制はブラントラント人族国家群ぐんにおける軍事制度の最新アイデアだ。

　ちなみに……傭よう兵へい隊に頼る国や氏族ごとに分ぶん割かつされた軍に頼る国がある一方、ランバルトのようにローマ帝てい国こくと中世ヨーロッパと戦国時代末期の日本をあわせたような半私兵制度で軍隊を維い持じする大国が存そん在ざいすることからもわかるように、この世界の軍隊は──

　王朝による徴兵→傭兵化→愛国心に基もとづいた国民全階層からの徴兵（国民皆かい兵へい）→志願兵を基き盤ばんとした専せん門もん職しよく化か

　──というチキュウにおけるヨーロッパ風軍事制度の変へん遷せんと同じ寄より道の多すぎる殺さつ戮りくの階かい段だんを歩んでいるわけではない。

　が、ともかく大量の兵士を苦労せずに得られるはずの徴兵制には大きな魅み力りよくがあった。傭兵隊は気を抜ぬくと国の乗っ取りをたくらんだり、自分たちの利り益えきのために戦いの方向をねじまげかねないので、扱あつかいが難むずかしいからである。ブラントラントのあちこちにも、あの『君主論ろん』を書いたニッコロ・マキャベリのように傭兵隊より徴兵による国民軍のほうがマトモだと考える者たちがいたわけだ。

「どうかな。なにより、全階層からの徴兵では経けい済ざい的なマイナスが大きくなりすぎるよ。一番の働き手を奪うばうのだからな。それに……」ツワグスカは形の良い顎あごをほっそりした指でなぶった。「陸でも海でも、徴兵された軍隊は傭兵隊に負けている」

「それは、そうだが」オスタはつまらなそうにうなずいた。本当だった。それには簡かん単たんな理由が二つある。

　ひとつは常つねに戦せん闘とう可能な状じよう態たいにしておくこと──常じよう備び軍としての維持ができないこと。維持に金がかかりすぎるからだ。

　もうひとつは気分の問題だった。

　徴兵された国民たちには戦う理由が見えなかったのである。かれらはすでに王をいつでも絶ぜつ対たい視しするようなメンタリティは持っていなかったが、かといって最下層の生まれであっても宰さい相しようや将しよう軍ぐんに出世できるような社会に生きているわけではない。また、国が戦争に勝ったとしても、目に見える形で生活が豊ゆたかになるような立場にいるわけでもなかった。戦争に負けても指し導どう者がかわるだけなら、それでいいや、という気分なのである。

　当然だった。国家はかれらのものではないのだ。徴兵されて熱心に戦う気になれるはずがない。軍事制度の新アイデアに、国家が追いついていないのである。これでは食べるため、金を儲もうけるために常じよう設せつ的戦闘部隊として戦いを求め続けている傭兵隊に勝てるわけがない。

　ぶっちゃけたハナシ、ブラントラントにおける国民皆兵的な徴兵制とはインテリが机つくえの前でひねくっただけの非ひ現げん実じつ的な思いつき、というレベルなのである。徴兵国民軍が少数の傭兵軍にボロ負けをこいた結果、徴兵から傭兵隊雇こ用ようへと逆ぎやく戻もどりしたチキュウの16世紀前半のフィレンツェに似にた例がゴロゴロしているわけだ。さきほど例にだしたマキャベリが同時代人からあんまし評ひよう判ばんがよくない理由は本人の根こん性じようがねじ曲がっていたことだけではないとおもう。かれはフィレンツェで活かつ躍やくした人で、負けたのがかれの唱えた徴兵国民軍だったことは絶対に関係しているはずだ（マキャベリの農民をかきあつめた徴兵軍を後の国民皆兵的な徴兵軍と同類項こうとして扱っていいかどうか難むずかしい面があるけれど、ここではとりあえず“〝理想”〟としては似たようなものだから近きん似じ値ちとしてはＯＫ、ということにしておく）。

　たしかに仕方のないことではある。ラブコメで主人公とヒロインが引っつくのが最終回の残り３ページであるのと同じように、おもいつきがあるからといってそれを現実が許ゆるすようになるまではいつも時間がかかるのだ。チキュウでだってマキャベリがおもいついたような（妄もう想そうしたような？）徴兵軍が本当の意味で成立するのはそのほぼ３００年後、ナポレオン・ボナパルトの時代になってからで、それにしたところで旧体制アンシヤン・レジームの支し配はい層そうをネット上の噂うわさ話ばなしレベルの根こん拠きよに基づいて片かたっ端ぱしからギロチンにかけ、すぽんすぽぽんと首を飛ばした余よ勢せいを駆かって、だった（なお、この辺りの流れにツッコミをいれてみたい人はフランスのシャルル七世が１４４５年に傭兵隊をもとにでっちあげた最初の大規き模ぼな中世的常備軍のことを調べてみると楽しいかもしれない──この軍隊もスイス傭兵に粉ふん砕さいされているけど）。

「だが、納なつ得とくはできないよ。徴兵制さえ施行してしまえば魔ま王おう領りようはそれこそ１０００万の軍隊をたちどころにつくりあげられるはずなんだ。いいか、１００万じゃない、１０００万だぞ？　それで一挙にランバルトを押おし潰つぶしてしまえばいい。ウルリスだって簡単に占せん領りようできる」

「たしかに可か能のうだろうがな」ツワグスカはうなずいたあと、からかうようにたずねた。「そのあとは、どうするのだ？」

「そのあとって……」オスタは絶ぜつ句くした。

「ランバルトをはじめとする人族大だい同どう盟めい諸しよ国こくを叩たたき潰す。それはいい。で、そのあとは？　ゴルソン全土を支配するため、魔族差別の強い地ち域いきへ永えい遠えんに居い座すわるのか？　そんなことをしていたら、いずれは国が傾かたむいてしまう。そして今度は──魔族に本当の恨うらみを抱だいた人族たちから袋ふくろ叩だたきにされることになる」

「そこまで考えているのか、この国のお気楽な連中は」

「考えているさ！　忘わすれるな。１０００年前まで魔族は本当に人族の敵てきだったのだ。わたしやおまえのように魔族の血が入った者は……故こ郷きようを追われるか、赤ん坊ぼうのうちに殺されていた。だからこそ魔族たちは異い世せ界かいからきたあやしげな人族を喜んで魔王にするのだ。かれらに進歩する喜びを教えてくれる者に従したがうのだ」

「…………」

「志し願がん制せいという奇き怪かいな制度に固こ執しゆうしている理由もおなじだろう。考えても見ろ！　ただ故郷のために奉ほう仕ししたいと願う志願者だけで構こう成せいされた軍隊こそ、すべての政せい治じ家と将軍たちの理想だ。まともな人間なら嫌きらって当然の軍隊に、みずから望んで入ってきた者ばかりがいるのだぞ？　ばかといえばそれまでだが、アスラ炎えん獄ごくの底にだって一いつ緒しよに進しん撃げきできるばかどもだ。羨うらやましくて泣けてくる。魔族たちにとってそれは、自分たちが達成したなにごとかのあかしなのだ。捨すてられるはずがない」

　またしてもツワグスカは正しい。厳げん密みつな軍事史学的反はん論ろんに耐たえられるかどうかアヤしいウンチク話が続いていることでもあるし、ついでにもう少し補ほ強きようしてしまおう。

　さきほどランバルトがらみで触ふれた中世的・封ほう建けん的制約は魔王領とはほぼ無む縁えんである。そりゃトップは魔王陛へい下かだが、その政治的存そん在ざいとしての現実は古代ローマが戦争でやばいときに一年の期き限げん付きで任にん命めいした独裁官デイクタトールや第二次世界大戦の日本やイギリスの挙国一いつ致ち内ない閣かくや戦時内閣の総そう理り大臣みたいなものである（東とう条じよう英ひで機きとウィンストン・チャーチルは個こ人じんとしてはだいぶん違ちがうけれど、当時国内で果たしていた政治的な役やく割わりは似たようなものだ）。おまけに魔王陛下は天あま抜ぬけから妙みような人ばかりが引っ張ぱられてきているので、権けん力りよく者しやとしての個人的な欲よく望ぼうを満たすことを目的にして国政をあやまることは絶対にない。その意味では猫ねこ耳みみから尻尾しつぽまでおファンタジアな国である。

　んで、魔王領の国家としての特とく性せいはなにかといえば……ぐちゃぐちゃの多種族国家メルテイング・ポツトであるがゆえの国民国家だ、という点にある。おまけにゴルソン大陸に友達が少ないもんだから、身内への人にん情じようがやたらと篤あつい。

　となるとナポレオン・ボナパルト統とう治ち下のフランス、日につ清しん・日にち露ろ戦争の日本、ある時期までのアメリカ合がつ衆しゆう国こくのような戦意にあふれた国民軍、人口がかなりのものだというのを考えるとゴルソン全土を支配できるほどの大軍ができてもおかしくないのだが、世の中たとえおファンタジア世界でもそううまくはいかないようにできている。

　魔族は本ほん質しつ的に個こ人じん主しゆ義ぎ者かつ自由主義者で、魔王領に住む人族もそういうノリが好きだから集まってきた者たちばかりなのである。つまり、軍隊ノリのあわない連中が大多数だということだ。それに、これまでは大軍を編へん成せいする必要が薄うすかったというのもあった。魔王領の政治にだってヘンな部分はいっぱいあるが、侵しん略りやく主義だけは採さい用ようしたことがなかったからである。だから、国中から物好きを集めるだけでいい志願制で良かったのだ。

　じゃあ、ヤバイどころではない現げん状じようでもなお志願制を維い持じしている理由はなにか、といえば……ツワグスカが看破したとおり、いまさら変えるわけにはいかないからだった。国家の根元をなしているおファンタジアな夢ゆめが崩ほう壊かいしてしまうのである。

「それだけなのかね」オスタは疑うたがわしげだった。

「なにか意見があるのか」ツワグスカは片かた方ほうの眉まゆだけをあげた。

「なんというかな、あんたの話を聞かされているうちにおもったんだが……国が進みすぎているんじゃないのかね、魔ま王おう領りようは」オスタは抑おさえた声でいった。

「国中から若わかいのを引っかき集めて大軍をつくる。そういうことができないほど領民が強くなっているとおもうよ。何年か前に来たとき目にしたんだが……タナカ魔王はお供ともにサタニアンの小さな女の子一人だけ連れて、街へ買い物にでていたぜ。市民はもちろん気づいているんだが、ほとんどの奴やつは知らん顔をしていた。嫌われていたわけじゃないのは空気ですぐにわかったよ。いつも忙いそがしい人だから、こういう時は邪じや魔まをしちゃいけない、とだれもが考えていたんだ。そりゃ、サインを貰もらいにいっていた奴も何人かいたが……ともかく驚おどろいたね。いいかい、畏おそれるわけでも崇あがめるわけでもない、領民が王に気を使っているんだぜ？　なんというかな、魔王が──王が“〝役割”〟や“〝仕事”〟だと割わり切っているんだ。神や伝でん統とうの名を借りて王権を維持しなければならん国とはレベルが違うよ。そういう国で、市民を無理に兵隊にはできない。できるはずがない。魔王が役割を果たしていない証しよう拠こだと受け取られかねないからな。な、意外とわかってるだろ？」

「しかし魔王領総そう帥すいは志願だけで20万を集めた」

「一種の奇き跡せきだとおもう。よほど信しん頼らいされているのさ。しかしほぼ同数の軍ぐん属ぞくも動かしているランバルトと違って正味20万だけだろ？　戦せん闘とう兵力は少ないんじゃないか」

　ツワグスカはあたりを探さぐるように視し線せんをはしらせたあと、小さな声でいった。

「噂うわさが、ある」

「どんな？」

「いくらかは貴き公こうの耳にも届とどいているはずだ。軍ぐん務むの民間移い管かんの噂だよ」

　オスタはさすがに背せ筋すじをふるわせた。

「傭よう兵へいを集めているというのか」

「それは去年、魔王領総帥の愛人だのなんだのを募ぼ集しゆうした騒さわぎのドサクサまぎれに済すませているし、戦局を左右する規き模ぼでもない。兵站ロジステイツク支援の大規模な民間移管だ。輸ゆ送そう、物ぶつ資しの調達、新兵の教育、医い療りようその他……軍隊にとって死活的に重要だが、軍隊でなくても対たい処しよのできる業務を民間企き業ぎようへ任まかせているらしい。ときには戦せん略りやく・作戦・戦せん術じゆつの研究や立案も。軍事だけでない。これまで大魔城じようが、魔王とその側近が握にぎっていた様々な国こく政せい関連の実務もだ。戦術ジンネットも管理や運用を任されているのは民間だそうだ。もともと民間の精せい霊れい化技ぎ術じゆつだから、納なつ得とくしやすい気もするが……我が国へ送りこまれた技術者や教官たちも民間の連中だった」

「となると……どう考えたらいい？　見かけよりも強いのか、弱いのか」

「正直、わからん」ツワグスカは高く形の良い額ひたいをもんだ。「しかし我が国のＪＩＴ組そ織しきはそれなりの成果をあげている。本国ではさらに魔王領へならうべきだという意見が強まっている。当然だろう？　商人は軍人と話すより同じ商人と話したがるものだ」

「まるで異い世せ界かいの話をきかされているようだ」オスタは苦く笑しようを浮うかべた。「この国では、国家は王や貴族の利り益えき再さい配はい分ぶん組織ではない。それはわかっていた。これまでは国民の意い志しの管理組織だった。それもわかっていたつもりだった。そしていまは──」

　言葉に詰つまった。適てき当とうな言葉をおもいつかなかったが、要するにこういうことをいいたかったのだ。

　魔王領という国家は、領民たちに対するサービス組織として機能しはじめている。

　言葉にできなくて当然だった。周囲の国々がいまだ封ほう建けん的なレベルにあるなかで、魔王領は国民へ重くのしかかる国民国家であることすらやめつつあるのだ。説明など、できるはずがない。

「しかし……」自分の想そう像ぞう力をけなすような口ぶりでオスタはいった。「状じよう況きようがここまで悪化すると、果たして役に立つのかどうか。慣なれた方法のほうがいい場合もある」

「たしかにな」平へい均きん以上の想像力や理り解かい力を有するツワグスカでもそれ以上はいえなかった。オスタ同様、どう表現すべきか迷まよってしまったのだ。

　たしかにそうだろう。つまりはこういうことなのだ。

　シレイラちゃんはランバルトを捕とらえている中世的限げん界かいのなかで近代の芽めをひっかきあつめ、25万の大軍をつくりあげた。

　剛士君はチキュウから妙みような情じよう報ほうの伝え方をされたため20世紀風の国家というレベルを超こえるところまで爆ばく走そうしてしまった魔王領でおファンタジアな夢を徹てつ底てい的に活用することで20万の軍隊をどうにかでっちあげた。

　むろん、巨きよ大だいな国民皆かい兵へい型の軍隊をつくりあげるのは両者とも無理。ランバルトはいまだ条じよう件けんが整わず（といってもかなりのそれに近いことを試みてはいる）、魔王領は領民の意い識しきがぶっとびすぎていて受け入れてくれない。

　そして、戦場のレベルでは両者のテクノロジーに極きよく端たんな差はない。だからこそ、剛士よりもはやく軍隊をいじり回していたシレイラちゃんが優ゆう位いに立っている。どうやらそういうことらしい。ツワグスカが説明できないのも当然だった。

　自分たちがもやもやとしつつも捉とらえかけていた現げん実じつに二人が溜ため息いきをつきかけたそのとき、微かすかな警けい告こく音が響ひびいた。

「来たぞ」ツワグスカがつぶやいた。

「だれが？」

「この世の半分を支し配はい……いや、担になわされてしまった者だ」彼女はこたえ、さっと付け加えた。「もっとも、本人はそう考えたくはないのかもしれないが」



　ＣＯＣＣにつながる通路は普ふ段だんから厳げん重じゆうな警けい備び体たい制せいが敷しかれていたが、最近はひときわその厳きびしさを増ましていた。

　天てん井じように取りつけられた精霊灯が数度、点てん滅めつした。通路に設もうけられた梁はりや円柱の陰かげに隠かくれるように立っていた親しん衛えい総帥護ご衛えい戦隊の兵たちが教練でたたき込こまれた正せい確かくな一歩を踏ふみだし、屋内戦闘用の短たん槍そうの石いし突づきを床ゆかに当てた姿し勢せいで立つ。警護指し揮き官が精せい晶しよう時ど計けいをちらりと見て、通路の端はしにある専用魔ま導どうエレベーターに身体からだを向けた。

　ポーン、と柔やわらかい音が響く。その場の光景は目に見えて緊きん張ちようした。

　ドアが左右に開いた。

　最初にあらわれたのは天抜高校女子夏服を身につけ、右手にマジック・ステッキを握った長身のダークエルフの美少女と素すに戻もどるといたずら好きの小こ柄がらなプーカの美少女だった。二人は辺りに厳しい視線を払はらいながらさっと通路にでる。エレベーターの左右へきれいに位置を占しめた。

　そのあとであらわれたのもやはり制服姿すがたの少女たちであった。やはり種族はさまざまだ。今度はエレベーターの前で三角をつくるように立つ。

　指揮官らしい先頭の少女（エルフだった）がエレベーターを振ふり向き、さっとうなずく。

　三角を形作った少女たちがＣＯＣＣへと歩き始めた。

　エレベーターからあらわれたのは二人の女じよ性せいだ。一人は天抜高校女子夏服をまとっており、片かた手てに大きな鎌かまを持っている。浅黄色の髪かみを持つ清せい純じゆんな印象の少女である。もう一人は黒を基き調ちように、ほとんどプリンセス・ラインといえそうなほど肉体の曲線を強調するデザインの軍服に身を包んだ長身の女性。肌はだは青白いほどだが、瞳ひとみと唇くちびるは鮮せん血けつの紅あかである。赤いサングラスがよく似に合あっていた。

　一団だんの主役があらわれたのはそのあとだった。

　ま、常じよう識しき的な期待をしていた者がいたとしたらがっくりときたであろう。

　ちんまりころころした体つきに威い厳げんのかけらもない足どり。顔つきはどこか緊張感がない。自分がこうした立場にあることをためらっているかのようにうつむき加か減げんでもある。いちおうマントを身につけたりしているし、周囲を固める女たちに加え、いったいどんな広さのエレベーターなのか、三つ頭のバカでかいケルベロスまで護衛についているのだが、全然それ風に見えない。ここまでくると特とく殊しゆ能のう力りよくといってもいいだろう。じつは本人ですらもうちょっと恰かつ好こうをつけるため、しゅーごー・ぱぁーっ、とかイヤな音のでる黒いマスクを被かぶってごまかそうかと考えてしまうほどの似合わなさであった。要するに、恥はずかしくてたまらないのである。



    

  
    
      「ほれ、しゃんとしないか、我わが君。人の目というものがあるぞ。面めん倒どうにおもう気持ちもわかるが、これも役目なのだ」

　かれの背はい後ご、左側を進む顔を薄うすい絹けん布ぷで隠した女性がその隙すき間まからエメラルドの瞳を向けながらいった。

「そうそう、フィラ殿でん下かのおっしゃるとおり。見栄は張はらないといけませんわ」

　右後ろ側をあるくショートの十二単ひとえを着たむちむちのボディにつんつるてんのおでこに眼鏡めがね＆お下げというマニアックな見かけの美少女もいう。

「玉藻様……剛士様はお疲つかれなのです」聴ききとめた前右側の美少女が口を挟はさんだ。

　赤いサングラスの美女が厳しい声で彼女を制した。

「いかにお疲れだとて、総そう帥すいは総帥らしくあらねばならない。皆みなが戸と惑まどうのだ、スフィア──剛士様、背せ筋すじをのばしてください」

「……」

「総帥閣下？」

「……わかった、アーシュラ」

　魔ま王おう領りよう総帥・小野寺剛士は背筋をのばし、顎あごを持ちあげた。かれ個こ人じんとしては率そつ直ちよくにいって恰好をつけてあるくより目の前で左右に揺ゆれる二つのお尻しりを両の瞳を開き加減にしつつ眺ながめているほうが幸せだし、本来の気分からいえば薄暗い部屋で体育座ずわりをしていたいところなのだが、現実というものはいつだって幸せや現実逃とう避ひの邪じや魔まをしがちなこともよくわかっていた。

　剛士が進むたび、左右の警備兵たちがさらに一歩進み出て踵かかとを打ちあわせ、石突きで床を叩たたく。頭をあげてしまったので逃のがれようもなくなった剛士はそのたびにうなずいたり微笑ほほえんだり軽く手をあげたりした。そうした自分の挨あい拶さつを受けた兵士たちがさらに、それこそ反り返りすぎて後ろに倒たおれんばかりに胸むねを張るのがどうにもたまらなかった。そりゃまあイロイロと覚かく悟ごは固めた気でいるものの、こういうノリが先天的にあわないのだ。

　それに、疲れてもいた。上着は開かい襟きん半はん袖そでシャツの夏服に替わったので（なんたって６月である）少しは体が軽くなるかとおもったが、あまり実感できていない。

　とりあえず、睡すい眠みん不足ではない。寝ね不ぶ足そくでぼんやり、では国や戦争の指し導どうなどできないから、最近ではなにがあろうと１日８時間は寝ることにしていた。

　そして──本当に寝ている。スフィアに膝ひざ枕まくらしてもらったり、親しん衛えい総帥護ご衛えい戦隊の特とく務む警けい護ご小隊……スフィアとアーシュラがこっそりと編へん成せいしていた剛士を守る美少女特殊部隊のメイドさん役の子から効きき目が早くて中毒性のない睡すい眠みん薬をもらったりしてムリヤリ寝てしまう。２時間ごとに目が覚めてしまったりするが、会ったことがないどころか名前も知らない三代前のお爺じいちゃんが（たぶん）ソロバンの神様の呪のろいを受けて以来、小野寺家男子にとってタンタロスの業罰と化した数学の問題集を開いたりして即そく座ざに眠ねむりこむように努力する。で、また寝る。

　それでも疲れはとれない。

　当たり前だ。いまだに中身は私立天抜高校二年四組小野寺剛士である部分が多いのに、自分が戦争にハマったことが丸くなりたくなるほど理り解かいできていたからである。どんなときでも、頭から消え去ることがないのだ。戦争ウオー。戦争クリーク。戦争ゲール。センソウ。せんそう。戦争。それ以外、なにも考えられない。天抜高校で生き残りのためにすべての力を傾かたむけていたときのように、高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが休もうとしない。

　そしてそれが、楽しい。

　そのことに一番疲ひ労ろうを覚えてしまう。そして……恥ずかしくてたまらない。家族に変へん態たい的なオナニーの現げん場ばを目もく撃げきされたほうがまだマシだ、とおもえるほどであった。

　むろん現実はかれの気分など意に介かいさず進んでいく。いまも、そうだった。

　一番先にＣＯＣＣへ入ったエルフの少女──特務警護小隊を率ひきいるリーダ・アサンティ少しよう尉いが先さき触ぶれの声を響ひびかせた。

「総員聴きけ！　総帥閣下が入室される！」

　ＣＯＣＣの当直先せん任にん下士官であるヤオシケプカムイ（先せん祖ぞは北海道出身）のレブカ・豊とよ浦うら曹そう長ちようが制せい服ふくに身を包んだ蜘く蛛もにそっくりの巨きよ体たいを器用に立ち上がらせ、号令をかけた。

「起立、キョーツケェーッ」

　ＣＯＣＣ内にわんわんと反はん響きようした号令にあわせてさまざまな種族の男女とそれ以外が踵やそれに近いものを打ち合わせる。といっても、いま仕事をこなしつつあるものは除じよ外がいされるので、姿し勢せいをとったのは全体の二割わりほどでしかない。つまり──いまこのＣＯＣＣではそれだけの量の情じよう報ほうが扱あつかわれていることになる。

　総帥専せん用よう座ざ席せきの前に剛士は立った。スニーカーの踵をあわせ、なんとか気をつけらしく見える姿勢をとる。

　曹長が再ふたたび号令をかけた。

「礼ッ」

　起立したものすべてが腰こしを折る。室内なのでいわゆる軍隊式の敬けい礼れいは用いられないのだ。剛士は──なんとなく以上に敬礼とかそういうのは恥はずかしいので──自分もちょこんと頭を下げ、いった。

「みんな、楽にして。気にしないで仕事に戻もどって」

　いい終えると総帥専用の椅い子すにどたりと腰掛かけた。すぐ背はい後ごに天抜高校女子夏服姿すがたのスフィアが立ち、さらにその周囲に同じ制服姿の特務警護小隊の美少女たちが立った。

　巨大な精霊式ジンナイズ・大規模グローバル・地形テレイン・表示装置シミユレーター──精霊式ＧＴＳをちらっと眺ながめた剛士は、一いつ緒しよに入ってきたアーシュラにうなずいた。溜ため息いきを漏もらしたくなるほど美しいヴァンピレラはいつもどおりのクールな声で命じた。

「状じよう況きよう報告を」

「あ、カピラがちょっと忙いそがしいからあたしがしまぁす」手をあげたのは今日も見事にふわふわな金きん髪ぱつの中央魔導局ＣＭＡ長官（そっちの方がエラそうなのでそういう名前に変わった）、セシエ・ハイムだった。どうやらここに詰つめっぱなしらしい。とはいっても、もともとタフだからなのか性せい格かくなのか、このエルフは普ふ段だんとかわらない、どこか気楽な様子である。お肌はだに疲つかれがでていないところなど、その秘ひ密みつを解ときあかせば一ひと財ざい産さんになるだろうとおもわれるほどであった。

　しかし、彼女の口から語られたのは青ざめたくなるような現実だった。

「本日早朝、魔ま王おう領りよう─セントール国こつ境きよう線付近に展てん開かいした人族大だい同どう盟めい機き構こう全軍が一いつ斉せいに越えつ境きよう、本格的な我わが領内への侵しん攻こうを開始。いまんところの戦況は……」

　ＧＴＳの真ん中へたったと歩いたセシエは指で示しめしながら説明した。

「えーとまあ、大おお騒さわぎ、かな？　敵てきの進撃路は北からゴブリン道、セントール街かい道どう、トロル道──とまあこれは大きな街道がほかにはないから当然。進んでくるのはゴブリン道が人族大同盟混こん成せい軍約５万、司令官はコレバーンのドザール将しよう軍ぐん、セントール街道は第一陣じんがウランコール衝しよう撃げき軍、その後方にシレイラ軍、騎き兵へい予よ備びとしてグラッサー騎兵集しゆう団だん。これがなんだかんだで12万ぐらい。んで、トロル道で駆かけ足してるのがカディウス軍、これまた約５万。まあ戦せん闘とう兵力だけだけど、合計22万。なんかもうＣＧででっちあげた大軍な感じで……ともかくアレ、なんか本気になってずんずん来ちゃってる。あ、ウチと北東国境を接せつしてるパライソの神しん聖せい僧そう兵へい軍３万のほうにこれといった動きはないみたい。ＭＥＷＮ──マジック・アーリィ・ワーニング・ネットワーク（魔ま導どう早期警けい戒かい網もう）はセントールから退ひいたおかげでガタガタになっちゃったけど、根こん性じよう据すえた魔導士のっけたドラゴンさんに空中警戒してもらってるから大外れ、ってことはないはずよ。で……わが軍の方は、まあ、計画どおりになってるみたい。クォルン陸戦総そう監かんのゴブリン総軍とブーラーン中将のトロル総軍はそーすい閣かつ下かの御ご命めい令れいどおりに行動してるし、ワルキュラ総軍も配置についてるから」

　そこで言葉を切った小悪魔っぽいエルフは（なんか変な表現だが、実じつ際さいそうなので仕方がない）、剛士を見つめ、大だい丈じよう夫ぶ？　とでもいいたげな視し線せんを向けてきた。

　剛士はうなずいた。もちろん胃いが痛いたい。頭だってアレだ。が、最近は先手を打って薬を飲んだりおまじないをしてもらうようになっているので、どうにか我が慢まんできるようになっている。

「んじゃあ、ワルキュラの防ぼう備び体制についてだけど……それは専門のヒトに任まかせます」

　セシエは一人の女性将校を手て招まねきし、バトンタッチした。あらわれたのは美しさだけではなく母性もまた兼かね備そなえたシルフの女性将校だった。メイス・クラリン。〈メリー・クリスマス〉作戦の功こう績せきで少将に昇しよう進しんしている。現げん在ざいの配置はワルキュラ防ぼう備び総監だ。

「すべては閣下の御下命どおりに進しん捗ちよくしております」

　クラリンは剛士をまっすぐに──そして、慈いつくしむように見つめながらいった。彼女を相手にするといつもそうだが、本当に気分が良くなってくること、そしてある種の懐なつかしさを覚えていることを剛士は感じた。

「侵攻対たい処しよ作戦計画〈ヤヌス〉に定められた内ない容ように従したがい、ワルキュラ総軍はワルキュラを中心に展開、魔都死守の準じゆん備びをほぼ完成しました。築ちく城じようは計画の85パーセントを達成。与あたえられた時間の短さから考えると信じがたいほどの進捗率りつですが、これは多くの市民の自発的協力を得られたことが大きな役やく割わりを果たしています。なお、領民疎そ開かい計画〈エクソダス〉がほぼ完かん了りようしたことから、〈エクソダス〉参加部隊の一部も築城工事に加入しております。現在、計画に定められた地点へ配置についているのは約４万５０００であり、この数はこれから約一週間でほぼ倍ばい増ぞうする予定です……」

　ＧＴＳの表ひよう示じがワルキュラとその周辺に切り替かわった。あちこちから呻うめきが漏もれる。その図は、ワルキュラの南北、そして東正面にかなりの防ぼう御ぎよ築城がおこなわれたこと、すなわち陣じん地ちが構築されたことを明らかにしていた。もちろんこの場にいる者たちは築城がおこなわれていることは知っていたが、それをひとつながりの存そん在ざいとして認にん識しきすることは生なま半はん可かではない驚おどろきを呼よび起こされていた。

「当面、敵の主攻正面となるであろう東正面にはジョス・グレナム少将率いる臨りん時じ編成の魔都防衛兵団〈東の鉄てつ壁ぺき〉約２万を配置、北正面にはバシール・ザボフスク准じゆん将しよう率いる義ぎ勇ゆう人族兵団〈北の怒いかり〉約１万、南正面にはビータ・ババニポス准将率いる志し願がん混成兵団〈南の雷らい鳴めい〉約１万が配置されています。総軍司令部直ちよつ轄かつ予備としては〈エクソダス〉を完結して総軍隷れい下かに組み込こまれた部隊をこれに充あてます。戦闘序列オーダー・オブ・バトルはこのようになります」

　またもやＧＴＳの表示が切り替わり、部隊とその指し揮き系けい統とうが示される。

「とりあえず、うまくいってるんだよね」ひとあたり説明が終わったところで剛士がたずねた。

「問題はありません」アーシュラがこたえた。「正面兵力が少ないということをのぞけば──かなりの難なん戦せんになるというわかりきった予想をのぞけば」

　剛士はうなずいた。どういう結末を迎むかえるにしろ、事じ態たいはすでに動きはじめている。ワルキュラ総軍の指揮はほとんどアーシュラに任せているから、急いでやるべきこともない。

「うん、じゃまあ、そういうことで」

　剛士は立ちあがった。試験が返されるのを待っているような気分で、どうにも落ち着かないのだった。



「なにを考えているのやら」剛士の後ろ姿すがたを見送ったツワグスカはつぶやいた。「あの演えん説ぜつのときは、ずいぶんな覚かく悟ごだとおもったが」

「近日中に防衛方ほう針しんの説明会を開くという話だがね」オスタがいった。

「……耳が早いな」

「あんたも知っていたか。ということは、あえてリークしてるんだな。いまごろは各国の代表団がいかにも自分で調べだしたような気分を抱いだかされてこの情じよう報ほうをつかんでいるに違ちがいない」オスタは苦く笑しようを浮うかべた。

「見かけにだまされるな。なんといっても魔ま王おう領りよう総そう帥すいだ。じつのところ、これまでの魔王とおなじであなどるわけにはいかん」

「そう、それさ」オスタは笑いを大きくした。「現在の魔王軍にとって最大の戦力倍増要素フオース・マルチプラーズはあの異い世せ界かい出身の総帥閣かつ下かだ。比ひ肩けんできるものはほかにない。ランバルトもそう考えている……あのオノデラゴウシなら必ずなにかを企たくらんでいるはずだ、だれもがそう考えている。それこそが最大の切り札だよ。いるというだけで敵てきを及および腰ごしにしてしまえる。かれ一人で10万の軍ぐん勢ぜいに匹ひつ敵てきするわけだ」

「むろん逆ぎやく襲しゆうのチャンスをうかがっているのだ」ツワグスカはこたえた。「戦せん闘とう序列をみるだけで素人しろうとにもわかる。名のしれた部隊が一つも含ふくまれていない。ほとんどが二線級、できたばかりの義勇部隊も多い。となれば、精せい鋭えいをどこかに隠かくしている、いざというときには総帥直卒でランバルトへの逆襲にでる、そうだれもが考える」

「常じよう識しき的には、敵の兵へい站たんが疲ひ弊へいしきった段だん階かいだな」オスタはいった。「三本の進しん撃げき路ろを並ならんで進撃してくる敵のどれかに隙すきが見えたとたん、そこへ殴なぐりかかる。両りよう翼よくのどちらかだな。常識的にいえば……」

「常識が好きな男だな」ツワグスカは笑い、後を受けた。「トロル道のカディウス軍が最も危き険けんだ。ゴブリン道側ならばコレバーンやパライソからの支し援えんを当てにできるが、トロル道には、それがない。そちら側から切り崩くずし、全軍を崩ほう壊かいさせるところまではいかなくとも、敵の計画を頓とん挫ざさせることは可か能のうだ」

「お見事」オスタはからかうように手を叩たたいた。

「バカにするな」ツワグスカは睨にらんだ。「われわれがおもいつくようなことだ、敵も当然予想している」

「そうだ。それが問題だ」表情を引き締めたオスタはこたえた。「そしてオノデラ総帥は普ふ通つうの手は使わないはず──とだれもが予想しがちだとなれば、考え所だよ、これは！　まるで謎なぞ々なぞだ」

「本国に伝えるのか」

「なにいってるんだい」オスタは笑いを浮かべた。「もう伝えたに決まってるじゃないか。俺おれはなによりもまずトルバリアに忠ちゆう誠せいを捧ささげているんだ──というより、あんたも同じだろう？」

「いうまでもない。魔王領が共和条じよう約やく機き構こうの盟めい主しゆ国でいたいのであれば、それにふさわしい行動をとってもらわなければ困こまる」

「仮かりに盟主たりえないときは？」

「政せい治じの問題だな、それは」
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「各軍の進軍は順調に進んでいます」その日の夜、マリウクス城じよう塞さいで開かれた会議の席で立ちあがった軍ぐん師しナサニア・ゴローズは最新の戦せん況きようが書きこまれた地図を示しめしながらいった。おファンタジア的世界にはあるまじき精せい密みつな地図だ。当たり前である。地図は魔王領で作成されたものだった。諜ちよう報ほう局の要員がワルキュラの書店で堂々と買い求め、いまここで活用されているのである。

「敵の奇き襲しゆうを避さけるため、夜間行軍は原げん則そく的におこないませんが、今日だけでウランコール衝しよう撃げき軍が30キロ、カディウス軍が40キロ、人族混こん成せい軍が35キロ進撃しています。いずれの正面でも、魔王軍の抵てい抗こうはきわめて軽けい微びです。野や営えいに入った各軍には警けい戒かいの強化を徹てつ底ていさせていますが、これまでのところ夜襲の徴ちよう候こうは発見されておりません」

　むろんかれが概がい況きようを説明している相手はランバルト王国摂せつ政しようの宮みやにして人族大同盟の長おさ、〈フェラール〉作戦の発案者たるシレイラ殿でん下かである。このほかに会議室にいるのは彼女の腹ふく心しんであるランバルト諜報局長官ミランだけだった。

「魔ま導どう部隊は？」頬ほおづえをつき、お年からすると規き格かく外のおっぱいをもったいなくもありがたくも机つくえでぶにゃりと変形させていたシレイラちゃんはたずねた。

「奇襲防ぼう止しのため捜そう索さく・警戒に充あてた最さい小しよう限げんをのぞいて、可能な限かぎり楽をさせております。本当なら足回りを改良した乗り心地ごこちの良い馬車を使いたいところですが、そうなると行軍序じよ列れつ上の問題が生じますので、馬を与あたえています」

　シレイラちゃんはうなずいた。人族の──いわゆる“〝白”〟魔導士は魔法こそ強力なものの、短たん距きよ離りランナーのようなもので持久力には難なんありだ。一度疲つかれてしまうと回かい復ふくまで時間もかかる。だから、魔王軍との本格的な衝しよう突とつまでは槍そう兵へいの損そん失しつが増ぞう加かしてもそうそうは投入できない。戦力では圧あつ倒とう的な優ゆう位いに立つ人族大同盟軍が持つ最大の弱点だった。

　だからこそ手配りをしていた。弱点というものは、たいていはそれでなんとかなるからである。結局のところ兵の能力や兵器の性せい能のうというのはその程てい度どの要素でしかない。考えてみればいい。敵の核かく兵へい器きだってこちらが核兵器を保ほ有ゆうすることで禁きんじ手にしてしまえるのだ。『戦場』というレベルでの能力の優ゆう劣れつならば、頭を使うだけでどうにかなって当然である。数学で足りない点は英語で取り返し、定期試験の学年総そう合ごう順位を維い持じするようなものだ。

「明日の予定は？」アンニュイというよりはだらしないという表ひよう現げんが適てき当とうなポーズのままシレイラちゃんはたずねた。

「両翼の軍は今日とほぼ同じ距離を進軍することになります。ウランコール衝撃軍は20キロあまり進んだ段だん階かいで敵てき情じようを把は握あくしつつ開進──すなわち行軍隊形から戦せん闘とう隊形の転てん換かんを実じつ施しし、ほぼ一日をかけて軍の攻こう撃げき隊形を整せい備びします。明日のうちにウランコール隷れい下かの半数近くがワルキュラ攻撃の準じゆん備びを終わるでしょう。完全に集結を終えるのは」

　ゴローズは指先で地図に示されたワルキュラ東方の野を撫なでた。

「──明後日午前中になります。ワルキュラ攻撃の開始は現げん場ば指し揮き官に任まかせてありますので、現げん状じようでこれ以上、殿下がお考えになるべきものではありません」

　ゴローズの説明に耳を傾かたむけ、何度かうなずいていたシレイラちゃんは唐とう突とつにおもった。こいつ、よくよく見たらちょっと渋しぶいしけっこういい男なんだけど、なんか説教クサイのよね。うざっ。あ、でも、そんなこと考えちゃいけないのか。このアタシに説教してくれるなんて、ミランをのぞいたらサンバーノの爺じいしかいなかったんだし……って、こいつ爺の孫まごじゃん。もしかして血ち筋すじ？

　……などとシレイラちゃんが考えていられる事情も実は剛士君と似にたようなものである。いまのところ〈フェラール〉作戦は予定通りに進んでいるし、それを邪じや魔まするいかなる要よう因いんも見つかっていない。つまり、総司令官として命ずべきことがないのだ。細かいことに口をだそうとおもえばだせるが、一利はあっても千害ぐらい悪いとシレイラちゃんにもわかっている。常つねに見つめるのは全体、総司令官（指導者全ぜん般ぱんといってもいい）というのはそういう立場なのである。総理大臣がサボリ癖ぐせのある下したっ端ぱの国家公こう務む員をいちいち叱しかっていては仕事にならないし、いちいち“〝国民の気持ち”〟なんてものを気にして戦せん略りやく判はん断だんをしていては自じ称しようプロデューサーが10人ぐらいいる製せい作さく委員会方式（だれがトップかわからないことが多いので無む責せき任にん方式ともいう）でつくられた萌もえ系けい美少女五人並ならべて陰いん鬱うつなモノローグ山盛もりの泣きでもやっとけば20歳さいを過すぎて感情を制せい御ぎよする術すべも知らない心のやさしい人々がＤＶＤを買うだろう的アニメのごとき国になってしまう。

　こう書くとじゃあなにか、国民は自分の気持ちを政治に反はん映えいする権けん利りはないのか、泣き萌えが好きな俺を否ひ定ていするのかとか怒いかりだす人がいるかもしれないが、後者はともかく前者については当たり前である。気持ちなんてその日の天気やちょっといいなとおもっている異い性せいが向けてきた微笑ほほえみひとつで変わるものだ。そんないい加か減げんなものに配はい慮りよしていたら衆しゆう愚ぐ政治になってしまう。国家が注意すべきなのは年末ジャンボ宝たからくじの特等に当選したとしても変わることのない意見、意志のほうなのだ。そちらならばきちんと表明する方法はある。次の選挙で別の政せい党とうの候こう補ほに投票するとか、資格を満たしているなら自分で立候補するとか、軍隊に入ってクーデターを企たくらむとか、熱い魂たましいのいまいち信用できない仲間たちを集めて革かく命めいを始めるとか、まあイロイロだ。そこまでやろうという気にならない不満は『ウチの課か長ちようはバカだ』とか『担たん任にんの○○、死ねよ』という愚ぐ痴ちと同レベルなので、むしろその程てい度どの不満の解かい決けつ法をおもいつけない自分のおつむを罵ののしったほうがいい。

「殿下の御ご出しゆつ陣じんは明日午後一時に予定されています」ゴローズはつけくわえた。もともと才能があったからだろう、軍ぐん師しらしさが板についている。とても、ついこの前までは特とく殊しゆ部隊を率ひきい敵領内をかけずりまわっていた男とはおもえない。

「混成軍はどうなの？　マジメにやってんの？」シレイラちゃんはたずねた。「連中、国のほうでのゴタゴタがまだ納おさまってないでしょ？　ドザールは本国での政争から距離を置いてたはずだし」

「進軍距離からいってその点の影えい響きようはみられません。こちらから派は遣けんした軍ぐん監かんからも問題はないとの報ほう告こくがありました」

「そんなとこ？」とりあえずは矛ほこをおさめたシレイラちゃんはたずねた。

「魔ま導どう士しの方から少し気になる報告があがっています」ゴローズはこたえた。「マジック・ニューズ・ネットワーク──ＭＮＮが妙みような放送を繰くり返しているようです」

「妙な放送？」

「ええ、その」ゴローズはイヤそうな顔でメモをよみあげた。「……『夏の日の美少女の大イビキ、なんだかムチャクチャ萌えるんスけど』です」

　シレイラちゃんはあーん、という顔を浮うかべた。「なにそれ。美少女イビキフェチのカミングアウト？」

「自分もはじめはそうおもいましたが」ゴローズは肩かたをすくめた。「調べさせたところ、魔ま王おう領りようでは有名な詩だそうで、餓哢儷怒うえるれいぬの『夏の日に並べば』という作品です。このあとは『校こう舎しやの鐘かねはお約束、そりゃウソだってわかってるけど、そこで盛りあがるのが心意気！　だから俺は、一人でも寂さびしくなんかないやい、だって木曜は新作先行発売日』と続きます」

「……だからなんなのよそれ！　だいたい暴ぼう走そう族ぞくつくろうとしてる栃とち木ぎの不良が使い慣なれない漢和辞典を半日かけてひいて必死になって画数の多い字を選んだようなそのペンネームはなによ！」

「自分に訊きかないでください」ゴローズは本当にイヤそうな顔をした。絶ぜつ対たいに仲間だとおもわれたくないらしい。人として当然だ。「なにを詠よんでいるのかさっぱりわかりません。いっそ、タナカ魔王にでもおたずねになればどうでしょう」

「別に友達じゃないわよ！」

「……お親しいものとばかりおもっていました」

　シレイラちゃんは再ふたたび矛を抜ぬきはなった。

「アンタねぇ、いくら軍師だといっても、いって良いことと悪いことがあんのよ！　あ、ああ、あー！　気づいた、いま気づいた！　アンタ、アタシとタナカを同類だとおもってるでしょ！　そーでしょ！　ああこの畜ちく生しよう、シリアスキャラだとおもって油ゆ断だんしてたぁぁぁ！　覚かく悟ごしなさい、覚悟しなさいよ！　この戦争が終わったら将しよう軍ぐんに昇しよう進しんさせて兄様の御お付つき武ぶ官かんにしてノンケなのに毎日ホモの相手をする人生を送らせてやるんだから！」

　ゴローズはちらりと微笑んだ。

「つづけて、よろしいでしょうか？」

「……張り合いのない人ね」

「ギャグよりもユーモアが好きなもので」

「なにが違ちがうってのよ！」

「ギャグは技ぎ術じゆつです。だからこそパターンに慣なれるだけで笑えますし、古くもなります。しかしユーモアは精せい神しん的な姿し勢せいです。本ほん質しつを掴つかんでいる限かぎり、決して古びません。それになにより、ギャグのように無理をして笑う必要もありません。つまりギャグは逃とう避ひですが、ユーモアは勇気──人間性のあらわれです」

「ったく、冒ぼう険けん者しやあがりだってのにインテリっぽいところがああもう、ええい」シレイラちゃんは胸むねを抑おさえ、呼こ吸きゆうを整えた。「詩の内ない容ようや作者のペンネームはともかく、そのなにがアヤシイっての？」

「なにかの命令になっている可か能のう性せいがあります。詩の前半だけを読みあげているところがあまりにも奇き妙みようです」

「アンタはどう考えてるの」

「現げん状じようでは仮か定ていの幅はばが広すぎます。むろん、なんらかの反撃計画、その準備命令なのは疑うたがいのないところですが、それがなにかとなると──正直もうしあげて、現状では後半部が放送されるまで見当もつきません。情じよう報ほうを集める必要があります」

　シレイラちゃんは眉まゆをよせた。が、それだけであった。たしかにいまの段階では見当もつかないのである。ゴローズを叱しつ責せきしてどうなるものでもない。

「ま、いいわ。とりあえず注意しといて。ほかに問題は？」

「現状においては、事前に予想されていた範はん疇ちゆうにとどまっています」

「わかったわ。にしても、アタシの出発は午後か！　はーっ、アレよねぇ」背せもたれに上体をあずけ、お見事な胸を強調しつつシレイラちゃんはいった。「数字としてはわかってたけど、軍隊の行軍って、ホント面めん倒どうだわ」

「ご説明しますか」ゴローズが苦く笑しようを浮かべ、たずねた。

「理り屈くつはわかってんの！」シレイラちゃんは立ちあがった。「たとえどれだけ兵力があっても使える街かい道どうが少なければいつまでたっても兵力の集中はできないし、部隊はきちんとまとめて一列で歩かせないとバラバラになっちゃうし──でも、実じつ際さい目にするとじれったくてたまんない！　５万の軍勢を朝出撃させたら、最さい後こう尾びは夜になってまだ出発してないなんて！　なんかこうぶわーっといける方法があればいいのに。あのちんちくりんはどうしてああも素す早ばやく兵力を動かせるの？　やっぱアレ？　魔族どもが体力バカの集まりだから？」

「その点についてもご説明はしたはず……というより、先せん刻こくご承しよう知ちのはずですが」

「感かん謝しやしなさいよ！　軍ぐん師しだから気をつかって花をもたせてあげてんの！」

「ありがとうございます」ゴローズは丁てい寧ねいに一礼した。「魔王軍の機動力の高さは確たしかに魔族の身体能のう力りよくにも大きく依い存ぞんしていますが、フライング・カーペットの軍事利用を徹てつ底てい的に進めていることのほうがより重要でしょう。その気になれば、路外でも気にせず動けますからね。あの路外踏とう破は能力の高さは軽けい騎き兵以上です。最大速度は騎兵の速足よりも遅おそいぐらいですが、騎兵が速足を続けられる時間が限られるのに対し、フライング・カーペットは必要なら何日でも同じ速度で移い動どうできます」

「なぜいままで大量使用しなかったのかしら」

「それはどうにも……自分にはわかりかねます」ゴローズは詫わびた。

　もちろんウソである。見当はついていた。たとえば、マヤ・ウラムが相手であれば、

『魔ま王おう領りようは軍事国家ではないからだ』

　とあっさりこたえただろう。戦争でこれこれこういう技術や製せい品ひんが必要だとわかったとき、即そく座ざに民生品の転用をおもいつくところまではいっても、実際に兵器として転用することにやましさを覚える国だということだ。

　むろん、シレイラちゃんはゴローズのごまかしに気づき、容よう赦しやなくツッこんだ。

「バカのふりはしなくていいから、とっとと話しなさいよ。アタシは有能すぎる軍師だからといって戦争が終わったあとで暗殺したりしない。そこまで根こん性じよう狭せまくないわ。せいぜいホモ国王の腹ふく心しんにするぐらいだから安心して」

「結局のところ経けい済ざいの問題だとおもわれます」ゴローズはさっといった。「戦争と、商工業の発はつ展てん、その関係性といってもいいかと。魔王領は後者がつくりだした余よ剰じようの一部を国こく防ぼうに投じる、それが基き本ほん的な発想になります。商工業の足場を崩くずして軍事を増ぞう強きようすることにためらいを覚える、そういう国なのです」

「それじゃまるで商人どものために国があるみたいじゃない」

「ある意味で、そのとおりだとおもいます。本来ならば商工業の発展に投とう資しされるはずだった資金を国家がなにかのかたちで食いつぶすことを嫌きらうのです。おそらくは戦時国こく債さいがぎりぎりの妥だ協きよう点てんだったのでしょう」

「それが変わったのは」シレイラちゃんは腕うでを組み、唇くちびるをとがらせた。「やっぱ、あのちんちくりんが原げん因いんだというの？」

「それは本当にわかりません。あるいは、きっかけではあり得たかもしれません」

　シレイラちゃんはゴローズの言葉に隠された真意へ即座に気づいた。

（こいつ、いけしゃあしゃあと……）

　腹はらがたって当然だった。ナサニア・ゴローズは王族や指し導どう者が国家に及およぼす影えい響きようが限られたものだといったも同然だったからである。すなわちムードの問題。かれのいう“〝きっかけ”〟とはそういうことだった。



「ったく、仕事ができるのは認みとめるけど、やっぱ気に入らない」会議を終えて寝しん室しつに戻もどったシレイラちゃんは吐はき捨すてた。

「いかなる得物も使いこなせてこそ、名人です」会議のあいだは黙だまっていたミランがなだめた。

「わかってるわよ！」シレイラちゃんはテーブルを蹴け飛とばした。「そんなことはわかってるの！　あんたぐらいしか話す相手がいないんだもの、それぐらいいいでしょ！」

（王者の、孤こ独どくか）

　ミランは即座にそうおもいかけ──シレイラちゃんのじとー、っとした目が向けられていることに気づいた。

「殿でん下か？」ぎくりとしながらミランはたずねた。

「アンタいまおもったでしょ？　王者は孤独だとかなんとか考えたでしょ？　考えたわよね？」

「い、いえ、あの」

「おもったおもったぁ、ぜぇーったいにそう！」地じ団だん駄だを踏ふみながらシレイラちゃんはいった。「あたしがそーいうノリ嫌きらいなのしってるクセに！」

「いえあの、わたくしで不足ならば、お話相手に、よそからだれか呼よびましょうか」

　なんとかこの場を逃のがれようとミランは適てき当とうなことをいった。

　眉まゆをよせたものの、シレイラちゃんはうまく引っかかってくれた。

「話相手？　だれを？」

「サンバーノ老などは……」

「ゴローズと二人がかりでアタシに説教しかねないわ。そんなの御ご免めんよ。それに、どうしてサンバーノの爺じいを病気扱あつかいにしたか、わかってるでしょ！」

「じゃあ……えーと」

　口ごもったミランを見てシレイラちゃんは大げさに溜ため息いきをついた。

「ああ、もう！　アタシって不幸じゃん！　まともな友達一人いないってワケ？　お姫ひめ様さまなんだからこういうときアタシに下半身系けいの欲よく望ぼうを抱いだいた美形騎き士しの50人や１００人ぐらいが、アレよ、ずん、と心の隙すき間まとか股こ間かんとかに突とつ撃げきしてきてもいいじゃない！　ああ、父上母上、これほど完かん璧ぺきな人間にお育てくださったことをシレイラはお恨うらみします！」

　やっぱ孤独じゃん、それに、女の弱みにつけこむような輩やからを目にするたびに口をきわめて罵ののしるのみならず諜ちよう報ほう局きよくのくの……じゃなくて女じよ性せい工作員を使って罠わなにハメてヒドイ目にあわせてきたのはアンタやがな、と反はん射しや的におもってしまったミランだが、シレイラちゃんがまたしても超常能力を発はつ揮きしかけたのであわてて適当な名を口にした。

「あ、それでは殿下、タナカはどうでしょう？」

「たーなーかぁー？　アンタ、正気？」シレイラちゃんはおもいっきりイヤな顔をした。「ったくゴローズといいアンタといいどうしてだれもかれもアタシとタナカを友達にしたがんのよ！」

「いえあの、あちらも一いち応おうは王族ですし。虜りよ囚しゆうとはいっても、実じつ際さいは王宮で国費を浪ろう費ひしながらなんだか薄うす気き味み悪くて臭くさそうな妙みように薄い本を作って、でもって自分はその収しゆう入にゆうでさらにろくでもないものを作ったり買ったりしているだけですから。あれではまるで伝でん染せん病びようです」

　余よ計けいに怒おこりだすかもしれない、とおもった。が、シレイラちゃんの反はん応のうは予想外のものであった。

「そっか。考えようね」

「殿下？」

「いいわ、タナカを呼びなさい。でも、タナカだけじゃだめ」

「専せん属ぞくのメイドたちも、ですか」

「そこらへんは本人の希望に任まかせなさいよ！」シレイラちゃんは天てん井じようを見上げながら両手を打ち合わせた。「アレよアレ、コレバーンに一人、変な王女がいたじゃない」

「あの国の王女は三人いますが、えー、その、三人ともそれぞれ問題があります」

　あんたもそうですがなとツッこみたい気分を抑おさえてミランはいった。



    

  
    
      「長女のリディア姫はなんとかいう吟ぎん遊ゆう詩人グループの追っかけで、次女のソーニャ姫は……えー、その、恐おそれ多いことながらフェラール陛へい下かの御おん著ちよ書しよと関連グッズすべてを初版限定という条件つきで読書（使用）用・保ほ存ぞん用よう・予よ備び、と三つずつ通つう販はんで注文されたとかいう話で、三女のフィラ姫は戦争好きがこうじたあげくクーデター容よう疑ぎをかけられて行方ゆくえ不明で、おそらく暗殺されたといわれてますが」

「つくづくろくでもない王家よね。やっぱそのうち併へい合ごうしてやんないと臣民どもがかわいそう──ああ、それはともかく、その二番目。そいつも呼んで。タナカに会わせてやるとかいって、どうせ似にたような生命体なんでしょ？」

「……あの、殿下」

「なによ」

「いけません。絶ぜつ対たいにいけません、殿下！　ああいう連中は一人見かけると必ず10人がどこかに隠かくれています！　そんな輩を呼ぶなんて、せっかく合ごう格かくした大学で自分から漫まん研けんやＳＦ研に入るようなものです。いくら友達が少ないからといって、そこまで自分をおとしめてはいけません！　ことにいまどきＳＦ研に入るのは１９４５年４月のベルリンでナチ党へ入党するのと同じです！　それぐらいならまだヤリコン系サークルに入る方が親おや不ふ孝こうにはなりません！」

「うん、アタシもそういうことだけはすまいと心に決めて……じゃなくってぇ！　政せい治じよ政治！　なんだかこの先面めん倒どうなことになったとき、コレバーン王族の人ひと質じちがいたらいろいろ便利じゃない！　もともと兄上の嫁よめにしようとおもってたし、タナカに会わせる、といえば表向きは理由がつくでしょ？」

「それはそうですが」ひどく疑うたがわしい気分でミランはこたえた。シレイラちゃんがこの世の極きよく北ほくの住人となりつつあるような気がした。それでも、反対はできなかった。王族の人質はいつの時代でもあるレベルでの利用価か値ちが存そん在ざいするからだった。それに、少しぐらいはふざけた真ま似ねをしてもいいともおもった。全軍が敵てき国こくの首都めがけて突つき進んでおり、当面の問題はないのは、かなり幸せな状じよう態たいといっていいからである。



　翌よく日じつも進軍は快かい調ちように進んだ。ゴブリン道を進む人族大だい同どう盟めい混こん成せい軍はさらに30キロを進んで最初の作戦目標であるズーズの街近くに達し、トロル道を進むカディウス軍の前ぜん衛えい部ぶ隊たい──若わかきラズア・カディウス率ひきいるラズア前衛集団は驚おどろくべきことに50キロあまりを進み、こちらも南部における重要な作戦目標であるラウートの街近くに達した。

　むろん、ウランコール衝しよう撃げき軍の前進も快調であった。６月４日夕ゆう刻こく、ウランコール配下の前衛部隊はワルキュラを西に口を開いたコの字型につくりあげられた魔ま王おう軍の外周防ぼう御ぎよ線せんから７キロほどの位置に集結を終えていた。衝撃軍すべての集結はそれより二日後の６月６日である。魔ま王おう領りようの戦い、その本戦段だん階かいが始まったのだ。



　　　　４



　６月７日朝、ワルキュラ郊こう外がいのトトレ・ラムヶ原には緊きん張ちようと興こう奮ふんが充じゆう満まんしていた。そこにはすでに戦せん闘とう隊形をとったウランコール衝撃軍の全力が展てん開かいしている。各隊ごとに横隊を組んで整列した槍そう兵へい。その背はい後ごに並ならぶ弓兵や弩ど兵。バリスタの牽けん引いん準じゆん備びも済すんでいた。これまでのんべんだらりと過すごすように命じられていた魔導士たちも、その三分の一が配置についていた。軍の左右は軽けい騎き兵が警けい戒かいのスクリーンを張はり、横合いから奇き襲しゆうを受けることがないようにしている。後方は──心配がない。シレイラ軍主力が迫せまりつつあるし、なにかあればグラッサー騎兵集しゆう団だんがカバーしうる位置にいた。

「力、だな」野戦指し揮き所じよを置いたベインの丘から軍ぐん勢ぜいをみまわしたウランコールはつぶやいた。「善ぜん悪あくはともあれ、すべての決着をつける力だ」

「すべてかどうかはわかりやーせんが」リュクス・アガザイバ・ダンノールがぽっちゃりした顔にかすかな皮肉の色を浮うかべていった。「少なくとも、軍にとっての決着はつきゆ……あー、つきます」

「軍ぐん師しがいちいち司令官の揚あげ足をとってどうする」ウランコールは笑った。「まあ、司令官と軍師の仲はそれぐらいでなければいかんが」

「そろそろよろしいがや？　予定通りなら、空中騎兵の主力はもうワルキュラまですぐのところにおるはずです」隊列にあらためて目を向けたリュクスがいった。「魔王軍は市街のすぐ外に陣じん地ちを築ちく城じようしとるきに、ここから進撃して到とう達たつするのに半時間かそこらです。どれぐらいのもんか、まず一当てしてみないことには」

　ウランコールはうなずいた。

「ああ、よろしい。大いによろしい！　はじめよう」

　リュクスは傍かたわらに控ひかえていたラッパ手にさっと手を振ふった。管が円を描えがいた大型のラッパが天を向き、高らかに吹ふき鳴らされる。その響ひびきは魔王領の空に広がり、トトレ・ラムヶ原のあちこちで反はん響きようした。各隊のラッパ手も応おう答とうのラッパを吹き鳴らす。部隊のすぐ後ろで騎乗した指揮官たちがサーベルを突き上げ、振りおろした。

　軍楽隊が軍太だい鼓この単調なリズムを叩たたき始める。無数の号令が響いた。

「攻こう撃げき前進！　全体、前へー、進めっ」

　横隊が歩調をあわせて進みはじめる。上空を数百騎のペガサス空中騎兵が編へん隊たいを組んで飛びすぎていく。その姿すがたに歓かん声せいをあげた兵士たちは最後の無む駄だ口ぐちを戦友相手に叩き合った。

「今夜は大魔城で宴えん会かいだぜ！」

　軍太鼓のリズムに金管楽器がメロディをつけくわえた。新曲だ。名を『われら魔族を攻せめん』という──通つう称しよう、『征せい魔ま進軍歌』。ブラントラント史上最大の戦いのために作曲された歌であった。



　ワルキュラへ最初に到達したランバルト軍はむろんペガサス空中騎兵だった。全市に警けい報ほうが鳴り響き、さまざまな事じ情じようから避ひ難なんできなかった住民たちが指定された避難所に逃にげこんだ。大魔城もそうした避難所のひとつに指定されていた。

「東フロギストン町二丁目町内会のみなさん！　全員揃そろっているかどうか確かく認にんして、わたしの後についてきてください！」

　魔族や人族で埋うまっている廊ろう下かをかきわけるようにしてやってきたメイド姿の大おお柄がらなヴェアウルフ、コニアは叫さけんだ。ワルキュラからの住民疎そ開かいも〈エクソダス〉作戦の一いつ環かんとしてかなり大だい規き模ぼにおこなわれたが、なにしろ住民１００万の大都会で、一国の首都である。たとえ戦場になろうとも離はなれられない仕事を持つ者があまりにも多く、またその家族たちも街を離れたがらなかった。

（おかげでこの騒さわぎよ）

　城内管理部総そう出でで誘ゆう導どうに当たっている大ホールを見ながらコニアはおもった。吠ほえたくなってくる。彼女の周囲は、疲つかれ切ったゴブリンのおじいさん、恐きよう怖ふに青ざめたエルフの少女、泣き叫ぶ赤ん坊ぼうをしっかりと抱だきしめた人族のお母さん──そうした、一生に一度だって目にしたくない光景で埋めつくされている。

「総そう帥すい閣かつ下かはなにをお考えなんだ」だれかが罵ののしっていた。「ワルキュラに敵てきの侵しん攻こうを許ゆるすなんて……敵のペガサスだって侵入してる！　いったい、魔ま都と防ぼう竜りゆう戦隊はどこにいるんだ！」

「そこのあんた、黙だまって！」コニアは狼おおかみの唸うなりとともに男を叱しかりつけた。「ともかくいまは避難所に急いで！　全員が入れるだけのスペースは空けてあるから、慌あわてなくていいわ！」

　壊こわれていく、とおもった。なにもかも、なにもかも壊れていく。厳きびしい態たい度どをとってしまった本当の理由は……彼女も同じ気分であるからだった。

　本当に、閣下はなにをお考えなのだろう？



　高空で突とつ撃げき隊形をつくったペガサスの編隊が逆さか落おとしの急きゆう降こう下かにはいった。ぽろりと樽たるのようなものを落とし、すぐに上じよう昇しようする。

　遠くの街路で爆ばく発はつ。轟ごう音おんが低く響き、黒こく煙えんが立ちのぼった。後に続くペガサスも次々に降下し、爆撃態たい勢せいにはいる。

　と、地上から何かが駆かけのぼっていく。市内に配置された対空バリスタ──価か格かくが高いのでいまだに数の少ない87式自走精せい霊れい化か対空カタパルトの射しや撃げきだった。が、製せい造ぞうに手間はかかるわ意外にたくさんの精霊さんが必要だわで大金がかかり、量産化のネックになってきた完全精霊化捜そう索さく・照しよう準じゆん・射撃指し揮き装そう置ちの性せい能のうはそれだけのことはあった。急降下にはいったため回かい避ひができない一騎きのペガサスに初しよ弾だんで直撃を与あたえ、空中で四散させたのである。

　だが、続く二頭は恐おそれることなく突入を続け、地上に焼しよう夷い材ざいをつめこんだ樽を落とした。炎ほのおと黒煙が生じ、消防カーペットのバンシーが悲しげな鳴き声を響かせはじめる。

　小野寺剛士はその情景を大だい魔ま城じようの〈蒼そう天てんノ塔とう〉から見ていた。かつてスフィアとうにゃむにゃしたおもいでの場所だが、いまはあのころの面おも影かげなどない。塔の周囲には精霊波擾じよう乱らん感知式の多た連れん装そう精霊化対空カタパルトが据すえつけられている。その点は、城内の他の尖せん塔とうすべてが同じだし、市内の背せの高い建物も同様だ。

「一番にここへ来るとおもったけどな」焦こげた臭においを運んでくる６月のさわやかな風にほほをなぶられつつ剛士はいった。表情は、さすがに強こわ張ばっている。覚かく悟ごしていたこととはいえ、現げん実じつに爆撃を受けているワルキュラを目にすると、すべてが自分の責せき任にんのようにおもえてくるからだった。そして、今回ばかりはフォローがきかない。本当にそうであるからだ。

「それもまもなくのはずです」スフィアがいった。少し離れた場所に立っている。目標捜索と目標指し示じ以外は完全自動の精霊化カタパルトとはいっても矢の補ほ充じゆうは必要だから、ここには兵が配置されているからだ。むろん特とく務む警けい護ご小隊の少女たちも目立たぬよう、護衛にあたっている。

「そろそろお入りになってください」風で顔にまといついた浅あさ黄ぎ色の髪かみを払はらいながらスフィアはいった。彼女がこの言葉を口にするのは、さきほどから数えて三度目だ。

「まだ、いる」剛士はこれまでと同じ答えを返した。顔色は青ざめ、唇くちびるは紫むらさき色いろに近い。無む意い識しきのうちに握にぎられた拳こぶしは白くなっている。が、両りよう脚あしでふんばっていた。

「剛士様お一人だけのことではないのですよ」声を抑おさえてスフィアはいった。「もし、いまの時期に怪け我がでもなさったら……」

「いまのうちに見ておかなければならない」剛士はきっぱりとこたえた。「見ておきたいんだ、本当に」

　なにを、とはスフィアも問わない。なにを見ておくべきなのか決まっているからだ。戦争。戦争だ。ほかに見るべきものなどいまはない。そして、見られるものもほかにない。

　いつもと変わらぬ、からかうような声が背はい後ごから呼よびかけてきた。

「やあや、我わが君！　ここにおられたか。ひょっとして、お邪じや魔まだったか？」

　フィラ・マレルだった。プラチナの髪こそ固くまとめているものの、あとは乗馬服風の軽装だ。黒煙の立ちのぼる市街をちらりと見たが、動どう揺ようの色はない。彼女の足元には九きゆう尾びの狐きつねがいる。剛士を見つけると、けん、と嬉うれしそうに啼ないて駆け寄よってきた。剛士は駆け寄ってきた狐──妖よう狐こモードの玉たま藻もを抱かかえあげた。

「戦争見物か」言葉とは裏うら腹はらにフィラの声には深みがあった。燃もえる街と剛士をかわるがわるに見たあとでうなずく。「そうだな。いまのうちに見ておいたほうがいいぞ」

「そうでしょうか」スフィアが険けわしい声でいった。「剛士様のような御お立場のかたは、あまり御ご覧らんになりすぎないほうがいいとおもいます」

「心が鈍にぶるから？」狐姿すがたのまま玉藻がいった。

「……わたしからこれ以上は、申しあげられません」スフィアはこたえ、そっぽをむいた。

「まあ、それも道理だ」フィラがいった。剛士のナニとしての順番に配はい慮りよしたからなのか、本当にそうおもっているのか、よくわからない。おそらく両方とも、というところだろう。

「今回だけはなにがあっても出撃しちゃだめだよ」振ふり返った剛士はフィラにいった。「フィラさんがその……ともかく、色々と困こまるからさ」

「わかっている」フィラは華はなやかな微び笑しようとともに両手をあげた。「政せい治じ的判はん断だん、というやつだな、もちろん？」

　一いつ瞬しゆんだけ唇を噛かんだ剛士はすぐに素す直なおにうなずいた。「ごめん。いまはそれが一番の理由になる。ぼくだけってことなら、大事なものはほかにあるけど──そうじゃないから」

「かまわないよ、ゴーシ」いたずらっぽく目を輝かがやかせたフィラはいった。「忘わすれたのか？　わたしだって政せい略りやく結けつ婚こんのためにおまえに迫せまったのだ。おあいこさ。どうだ、実にこの、物分かりがいい女だろう、わたしは」

　玉藻が、くっと空に顔を向けた。

　一瞬遅おくれて新たな警けい報ほうが響ひびき始める。

「来ました」スフィアが告げた。

「あそこだな」フィラが東方の遠い空を指さす。ペガサスの扱あつかいに慣なれているだけあって、人族だというのにかなりの距きよ離りがあっても即そく座ざに見分けられるのだ。ちなみに、空中を飛ぶものを見つけるのは、訓練を受けていない者にはひどく難むずかしい。専せん門もん的な訓練、または高い注意力を必要とする。戦場で遠方の敵てつ機きを発見するのは、定期航こう空くう路ろを飛ぶ旅客機を見つけるのとはわけが違ちがう。

　もちろんそうした能のう力りよくがないことについて並なみ々なみならぬ自信のある剛士君、「あそこ」と教えられてすら見つけることができなかった。遠い空に生じている微かすかな変化を情じよう報ほうとして認にん識しきするクセがついていないからだ。

「ほら、こちらですわ」

　するすると剛士の首に登った玉藻が頭を頬ほおに押おしつけて視し線せんを正しい方向へ誘ゆう導どうした。剛士の視界が白く小さな染しみをようやく捉とらえ、それは、またたくまに現げん実じつの脅きよう威いへとかわった。翼つばさの動きがわかったのだ。その数はまばたきをするたびに倍以上に増ふえていく。すぐに、空の一画が白い染みだらけになった。

「豪ごう気きなものだ。まさに大おお盤ばん振る舞まいというやつだな」フィラがつぶやいた。「一度でいい。あれだけのペガサスをこの手に握にぎって戦ってみたいものだ！」

　剛士は一瞬だけ下した唇くちびるを噛んだが、やがてぽつりといった。

「今度はこっちがやり返される……」

「たしかに」フィラはうなずいた。「政治的、軍事的な目的はむろんあるのだろうが、つまるところウルリス龍りゆう撃げきの報ほう復ふくだよ。かくして憎ぞう悪おは果てしもなく肥ひ大だいしながら連れん鎖さを続けるわけだ」

　なにもいいかえす気にならなかった。彼女のいうとおりだとおもったからだ。ただし、なんの対たい抗こう策さくも持たないわけではない。剛士なりの、終わりなき憎悪の連鎖をひとやすみさせる方法を考えついてはいる。つまりはその点について覚かく悟ごを固めるためにここにいるのだ。

　むろん、いつまでもワガママが続けられるはずもない。スフィアが決然としていった。

「すぐに降おりてください、剛士様」

「ああ、でも」剛士はまだぐずぐずしていた。そのとき、さっと駆かけ寄よった精せい霊れい化か対空カタパルトの担たん当とう下士官（負ふ傷しようで前線配置からはずれたらしい、片かた足あしをひきずり気味にしているエルフだった）がかれにいった。

「閣かつ下か、すいませんけど、そこにおられるとわれわれが戦争やりにくくて仕方ないんですよね。あの、お願いですから下にいらしてくださいませんか」

「あ、邪魔だった？」

「なんか意地悪してるみたいで気が引けるんですけど、そうなんです」

　現げん場ばの将しよう兵へいが国家指し導どう者しやである総そう帥すいに正直なことを口にする。いかにも魔ま王おう領りような情景だった。国家としてはおファンタジア妄もう想そうすら超こえる子こ供どもじみた理想の世界、といっていいかもしれない。

　もちろん小野寺剛士はそうした理想の世界が嫌きらいではなかった。その理想を変へん質しつさせつつあるのが自分に他ほかならないことに気づいていたから、余よ計けいにそうだった。

「──ごめん」

　魔王領総帥はぺこりと頭をさげると階下に続く階かい段だんを下りた。スフィアたちも後に続いた。大だい魔ま城じよう防ぼう空くう本部から転送されたデータを受け取った精霊化対空カタパルトが台だい座ざの上で鎌かま首くびをもたげはじめた。



　ランバルト軍はこの一いち撃げきに領内からかき集めてきたペガサス空中騎き兵へいの約七割わりを投入していた。その数はランバルト軍の編へん制せいから計算すると約５０００騎、五個こ連隊に達する。残余は両りよう翼よくの軍につけてあるから、事実上の全力だった。そのうち一個連隊──タバール空中騎兵連隊はウランコール衝しよう撃げき軍の支し援えん任にん務むに当たるもので、ワルキュラ攻こう撃げきといっても任務が違っていたから、実じつ際さいは４０００騎、サダディーン、トスタム、ノークス、ボイマーの四個空中騎兵連隊がワルキュラ市街への爆ばく撃げきに投入されたわけだ（なお、空中騎兵は二個中隊で一個大隊、二個大隊で一個連隊という編成をとっている）。これら四個連隊はランバルトでももっとも熟じゆく練れんした空中騎兵指し揮き官かんとして知られるホスタナ・マンデース子し爵しやくの隷れい下かに置かれているため、全体としてはマンデース空中騎兵集しゆう団だんと呼よばれる。軍と同どう格かくの扱あつかいとされており、シレイラちゃんの直轄である。

　それにしても４０００騎とは想そう像ぞうを絶ぜつする数だが、実際に爆撃をおこなった数とはイコールではない。魔王軍のドラゴン、その迎げい撃げきに対抗するため、練度の高い一個連隊は上空直ちよく掩えんに充あてられたからだ。また、爆撃任務を割わり振ふられた一個連隊も防ぼう備びの固い目標や新たに発見された目標に振り向けるため、ワルキュラ周辺の空中で待機していた。だから、第一撃として市内の爆撃に向かったのは２０００騎である。

　ドラゴンとは違ちがい、魔法を使えないかれらの攻こう撃げき手段は限かぎられていた。地上目標にそこそこの打撃を与あたえる兵器としては、魔導手球Ｍグレネードかヨウム＆カルムの樹じゆ液えきを用いた焼しよう夷い弾だんぐらいしかない。ワルキュラ攻撃に際してはそこへさらに制約が加わった。魔王軍が妨ぼう害がいしているだろうから、もっとも手軽に使用できるＭグレネードはまず役に立たないだろうと判はん断だんされ、装そう備びから外されていたのだ。

　となると焼夷弾しかないが──ヨウム＆カルムにも問題があった。双そう方ほうとも、かなり採さい取しゆ量りようが限られるからだ。実際、これまで一戦に大量使用された例はない。

　が、今回だけは別だった。なにしろ目標はワルキュラなのだ。現場の一騎士のおもいつきが命令系けい統とうをかけのぼり、シレイラちゃんのデスクにおかれ、彼女はむろんぶわっはっはと笑いながらその案にぶっとい字で署しよ名めいなさった。結果としてランバルトの軍事機き構こうが動きだし、軍がストックしていたヨウム＆カルムの樹液すべてが運びだされ、ペガサスが運べる限げん界かいの大きさの二液式焼夷弾が大量に生産され、各部隊へ配分された。倉庫は空になったが、おかげで全力出撃八回分の焼夷弾が手に入った。

　その一回分が、いま、ワルキュラに向けて投下されている。

　戦果は大きかった。焼夷弾が落下し、落下の衝撃で二つの樹液を区切っている仕切りが壊こわれると同時に、盛せい大だいな炎ほのおとともに周囲へ飛び散る。目標はランバルトが過か去この諜ちよう報ほう活動でつかんでいた魔王領の重要施し設せつだった。政せい府ふ、軍、主要な工場も爆撃を受けている。むろんもっとも集中的な爆撃を浴びたのはそびえたつ大魔城であった。そこが狙ねらわれたのは、魔王領の政治・軍事中ちゆう枢すうであるからだが──報ほう復ふくの意味もこめられていたのはむろんだった。

　ランバルト空中騎兵は大魔城周辺上空で円を描えがくように旋せん回かいを始めた。やがて、数騎だけが突とつ撃げき侵しん入にゆうにはいる。

　なにを目的としているか魔王軍は教えられるまでもなかった。味方の爆撃を先せん導どうする役割を担になっている連中なのだ。ランバルト軍が大魔城の主要爆撃目標とした場所に“〝色をつける”〟役割、パスファインダーなのである。

　よほど余よ裕ゆうがあれば、やり過すごしても良かったかもしれない。ターゲットがはっきりしたなら、そこへどう突入してくるかは予想がつくし、予想がつけば対空射しや撃げきの命中率りつはぐんと高まるからだ。

　が、そうはできなかった。ワルキュラ市内でもっとも堅けん固ごな建物である大魔城内には無数の市民たちが──祖そ国こくと、軍と、総そう帥すいを信じた市民たちが逃にげこんでいた。魔王軍はかれらを守らねばならなかった。軍としての本分を果たさねばならなかった。ＣＯＣＣとは別の場所に設もうけられた魔都防空本部で無数の言葉が交かわされ、ひとつの命令となって全ぜん部ぶ署しよに伝えられた。大魔城に備そなえられたすべての防空システムが作動した。魔王領の繁はん栄えい、その象しよう徴ちようとしてのんびりと不気味な姿すがたを横たえつづけてきたこの城しろは、いまやその本来の姿すがたに立ち返った。巨きよ大だいな悪意と暴ぼう力りよくの権ごん化げとして、迫せまり来る敵てきに無数の矢を放ち始めたのである。

　最初に放たれたのは城内に20基き備えられた砲ほう塔とう装そう備び型の大型対空カタパルトである。魔族の体力と精せい霊れいさんをダマしたりおだてたりして動かすモンスター・マシン・システムの能力を振り絞しぼりながら、立て続けに軽い対空矢し弾だんを放つ。その射しや程ていは対空矢弾としては驚きよう異い的な最高有ゆう効こう高度４０００メートルに達する。城内の大魔城防空本部で統とう一いつ指揮されるこの大型対空システムは高ハイ・高度アルテイテユード・広域用ワイドリイ・運動キネテイツクシステム──ＨＡＷＫホーク・システムと名付けられている。なお、ホーク・システムの改良発はつ展てん型として試作された15センチ魔ま導どう矢弾を用いるものが応おう急きゆう工事でワルキュラ市内のクーガーマウンテン公園に二基き据すえつけられており、こちらは発展型（インプルーブド）の頭文字をとってＩホークと呼よばれていた。むろん、すでにそちらも射撃を開始している。それどころか、最初の射撃でＨＡＷＫの到達高度をさらにうわまわる６０００メートルの高度を飛行中のペガサス２騎きを撃げき墜ついしていた。ランバルト軍があわててその周辺を飛行禁きん止し区く域いきに指定したほどだから、配備した意味は充分にあったとみていい。対空兵器の目的は敵を撃墜することではなく、敵に空を自由に使わせないことにあるからだ。高い命中率や大きな威い力りよくとはそれを実じつ現げんするために必要とされるのであり、決してその逆ぎやくではない。

　唸うなりをあげて打ち上げられた対空矢弾がパスファインダー・ペガサスに集中する。一発、二発、三発と外れ続けたが、四発目と五発目が立て続けに命中し、馬体とペガサス・ライダーを同時に四散させる。

　しかし、ランバルト軍もひるまない。撃墜された一番騎の予備として控ひかえていた騎士が降こう下かを開始する。今度はうまくいった。対空矢弾の迎げい撃げきを通り抜ぬけたパスファインダー・ペガサスは大魔城の各所（剛士のあの16畳じよう間まがある建物も含ふくまれていた）に次々と色の違ちがう発はつ煙えん弾だんを投下する。

　発煙弾の色はあらかじめ各隊に割わり振ふられていた。そうでなければいざ爆ばく撃げきというときにごちゃごちゃになってしまうからだった。これは史上初めてといっていいペガサス集中投入のためにランバルト軍が独どく自じにおもいついたテクニックだったが、少なくとも第一撃においては見事に効こう果かを発はつ揮きすることになった。自分の目標を示しめす色の発煙を確かく認にんした空中騎兵指し揮き官かんたちは馬体を傾かたむけ、戸と惑まどうことなく急降下に入ったのである。むろん、部下が続々と後に続いていた。

　敵の本ほん格かく的な攻こう撃げきがはじまったことを察知した大だい魔ま城じよう防ぼう空くう本部は対空射撃に設けていた制せい限げんの解かい除じよを上部組そ織しきである魔都防空本部に要求した。防空システムの能のう力りよくをフルに発揮して矢弾をぶっ放した場合、無数の矢弾が市内に落下して被ひ害がいをもたらすため、許きよ可かが必要とされていたのだ。ちなみに、許可の規き準じゆんは、

・兵器発射待機ウエポンズ・ホールド

　命令があるまでいかなる射撃も禁止。

・兵器限定使用ウエポンズ・タイト

　作戦規定に基もとづいて許ゆるされた目標にのみ特別な許可を必要としない兵器による射撃を許可。

・兵器使用自由ウエポンズ・フリー

　特別な許可を必要とする兵器以外は捕ほ捉そくした目標すべてへの射撃を許可。

・全兵器使用自由オール・ウエポンズ・フリー

　保有するすべての兵器で捕捉した目標すべてに射撃を許可。

　──という四段階に分かれている。現げん在ざいの状じよう態たいはウェポンズ・タイトだった。

　魔都防空本部は即そく座ざに準備命令を発した。同時にワルキュラ防ぼう衛えいの全ぜん権けんを担になうワルキュラ総そう軍ぐん司令部──いまの場合はＣＯＣＣに許可を求める。市民の生命財ざい産さんに損そん害がいが生じる可か能のう性せいがあるため、防衛の全権を握にぎる者の決定が必要とされるからである。ちなみに、ＣＯＣＣでその要よう請せいを受け取ったのは剛士からワルキュラ総軍指揮の代行を命じられているアーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール参さん謀ぼう総長だった。

「市民の退たい避ひ状じよう況きようは」

　ＣＯＣＣにいたアーシュラは担たん当とう将しよう校こうにたずねた。

「かなりの混こん乱らんが生じていますが、市内に残ざん存ぞんした市民のうち80パーセントは指定された防空壕ごうに退避したという集計がでています」

　青白い美び貌ぼうがほとんど青に近くなった。彼女は魔王、祖国──そしてなにより総帥という名目のもとに同どう胞ほうを守ることこそが唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいの任にん務むであると信じる生きつ粋すいの魔王軍軍人だからだ。軍の作戦行動によって市民に直ちよく接せつ的な被ひ害がいがでるかもしれないことについて、この世界の他国の軍人には計り知れないほどの抵てい抗こう感を持っている。

　だが、ほかに手しゆ段だんはなかった。

「よろしい。オール・ウェポンズ・フリーを許可する」

「よろしいのですか？　ウェポンズ・フリーでもかなりの被害が……」そばにいたホビットの参謀将校がおもわず口を挟はさんだ。すなわちそれはかれもまたアーシュラと同じ考えを抱いだいていることを教えていた。

「責せき任にんはわたしがとる」

　アーシュラは明言した。剛士に許可を仰あおぐべきではないか、という考えがちらりとよぎったが、押おさえつけた。総そう帥すいたる小野寺剛士がもっと巨きよ大だいな問題を──この戦争と魔ま王おう領りようの未来そのものに意い識しきを集中できるよう、小さな罪ざい悪あくは自分が背せ負おわねばならないことがわかっていた。だいいち、ここでためらっていてはより大きな被害を被こうむることになるのだ。

（それでいい、それでいいのだ）

　アーシュラは唇くちびるを噛かみながらおもった。ともすれば剛士に甘あまえがちになる最近の自分がどうにもならないほどに情なさけなく……心地ここちよかった。

　アーシュラの与あたえた許可はたちまちのうちに命令系けい統とうを逆走した。

「総軍司令部よりの許可、でました！　オール・ウェポンズ・フリー、承しよう認にん！」ＣＯＣＣに匹ひつ敵てきする広さのある大魔城防空本部にエルフ・オペレーターの声が響ひびいた。

　無数の敵てきペガサスのシンボルを表ひよう示じした映えい画が館かんのスクリーン並なみに大きな精せい霊れい式ＧＴＳ──床ゆかではなく壁かべにとりつけられ、地形を表示するというよりは防空管かん制せい装そう置ちとして使用されている──にグリーンの大きな文字が浮うかび上がる。全兵器使用自由。オール・ウェポンズ・フリー。

「オール・ウェポンズ・フリー承認されました！　全兵器使用自由！　全兵器使用自由！　発令者はドラクール参謀総長。発令権けん限げんは総軍代理司令官。標準作戦手順ＳＯＰの発令規き則そく第３条じようＢ項こう細則２に合がつ致ちしています」

「よろしい。全防空部隊に達しろ！」

「全ぜん砲ほう座ざにオール・ウェポンズ・フリー伝達中──すべて応おう答とうありました。テュポーエウス大たい佐さ、戦せん闘とう指揮願います！」

『よっしゃあ！』（×１００）

　１００個この口で同時にこたえたのはレルネーに似にた魔族である。似ていて当然だった。エトナ・テュポーエウス、１００個の頭を持つかれはレルネーの父親なのである。息子むすこ（のはずだ、たぶん）と姓せいの読みが違ちがうのはまあその、よそのお家で作ってしまった子こ供どもだからという噂うわさだった。ちなみにかれは最近になっていきなり大佐に任じられてしまったという、第二次世界大戦のアメリカのような豪ごう快かいさで軍に加わった予よ備び将校である。レルネーから頼たのまれて剛士の任命を受けたのだ。むろんそこには魔族としての義ぎ務む感もあったが、お妾めかけさんとの子供であるレルネーに対する後ろめたさもたっぷり含ふくまれていた（レルネーに頼まれた他の一族の勧かん誘ゆうも喜んで手伝ったほどだから、そこらあたりはよほどのものだったらしい）。



    

  
    
      　むろん、いまは家庭の問題など考えているヒマはないテュポーエウスは、全力を任務に注いでいた。

　１００個の頭を同時に別方向へ向ける。戦せん術じゆつジンネットによって脅きよう威い（危険度）の高さの順にリスト化されたターゲットのうち最初の１００個について即座に分ぶん析せきする。瞬しゆん時じにそれを終え、口元につけられたマジック・インカムから各砲座へ目標を配分し、発はつ射しや命令をくだした。

　テュポーエウスによる命令がくだった瞬しゆん間かん、魔ま王おう城じようの全防空システムが作動した。

　ホークに加えて城内各所に数百基きが配はい備びされた多た連れん装そう精せい霊れい化か対空カタパルトが配分された目標へ矢先を向け、発射を開始する。ちなみに、この小型カタパルトはニアスペース・インターセプト・キネティック・エナジー・システム──近きん傍ぼう空間迎げい撃げき用よう運動エネルギーシステム、すなわちＮＩＫＥナイキシステムと呼ばれている。

　ホークとナイキの放った矢し弾だんは通つう常じようの直撃を狙ねらうものばかりではなかった。五発に一発の割合で、魔ま導どう弾だんと同じシステムの魔導爆ばく発はつ装そう置ちを搭とう載さいした特とく殊しゆ弾だん、ボーティカル・スレート弾──ＶＴ弾が放たれていた。精霊波の乱みだれを感知するジン・センサーを備そなえ、それが一定値ちを超こえると精霊爆発の渦という脅威ボーテイカル・スレートを生じさせる始末におえない矢弾である。

　ちなみに、すべての矢弾がＶＴ化されているのみならず、高高度の目標に対しても完全な精霊化追つい尾びが可か能のうな新兵器も試作されていたが、この戦いには配備が間に合わなかった。参考までに名前だけをあげておくなら、現げん象しよう界かい無む条じよう件けん標的完全撃げき破は型・識しき別べつ増ぞう強きよう式過か酷こく化か脅威システム（フェノミナル・アブソリュート・ターゲット・オーバーライド・レコグナイズ・インテンシファイ・オプレッシヴ・スレート・システム）というとても正気とはおもえない、マジメに受け取って辞じ書しよで意味なんかひいたりして怒おこっては絶ぜつ対たいにいけない名前の対空カタパルトがそれだ。むろん、こんなアレじみた名前では誰だれも呼んでおらず、アルファベットの頭文字をとってＰＡＴＯＲＩＯＴ──パトリオットと呼ばれている。



　なんだかナニな兵器の名前はともかく、このときワルキュラで展てん開かいされていた戦いは、軍事的にみるならばきわめて興きよう味み深ぶかいものであった。

　航空兵力の集中投入による攻こう撃げきはすでに魔王軍が〈メリー・クリスマス〉作戦で先せん鞭べんをつけていたとはいえ、４０００騎きになんなんとする兵力の投入は史上空前だった。また、魔王軍がはじめて実戦投入した精霊化魔導防ぼう空くうシステムもブラントラントの軍事史に記録されてしかるべきものだったのである。

　物量と最新魔導技ぎ術じゆつの対決は腰こしが抜ぬけるほどの猛もう烈れつさと目をそむけたくなるほどの凄せい惨さんさを同時に生みだしながら信じがたいほどのスピードで展開された。

　続々と降こう下かに移うつったペガサスの周囲でＶＴ弾が精霊爆発をおこし、数騎のペガサスが同時に吹ふき飛ばされる。それでもなお降下を続けるペガサス群ぐんに通常矢弾が浴びせられ、さらにその数を減へらす。だが、生き残ったペガサスからは次々に焼しよう夷い弾だんが投下され、蹄ひづめが屋根や地上を蹴けるほどの高度で馬体を引き起こし、追い打ちをかけるカタパルトによってさらに味方を失いながら大魔城上空から離り脱だつする。

　城内各所で爆発が生じ、炎ほのおと黒こく煙えんが次々に生じた。いかに頑がん丈じようなことこのうえない石せき造ぞう建けん築ちくである大魔城とはいえ、可か燃ねん物ぶつがまったく使われていないワケではなく、火か災さいは不ふ可か避ひだった。おまけにランバルト軍の焼夷弾は先せん端たんに錘おもり兼けん用ようの尖とがったキャップが被かぶせられており、木屋根程てい度どなら簡単に貫かん通つうし、内部で爆発を起こした。

　それだけではない。さらに特殊な焼夷弾も使用されていた。樽たるに簡単なパラシュートをつけたもので、パラシュートが開いたショックで第一の仕切りが壊こわれ、あとは油布で仕切られるだけになる。そして油布が樹じゆ液えきの浸しん透とうに耐たえられなくなったとき──空中で爆発する。それがもたらす破は壊かいは炎というよりは猛もう烈れつな爆ばく圧あつだ。実じつ際さい、大魔城の各所で爆圧によって破壊された屋根や対空カタパルトが続出した。

　城内各所で続々と炎が生じた。炎と黒煙の量が増ますにつれ、パスファインダーの投下した発煙弾は捉とらえにくくなったから、着弾点は周囲に拡ひろがっていく。

　ガラスが割われ、可燃物が燃もえ上がり、炎を浴びたものたちが悲鳴をあげて転げ回る。大魔城消防隊はむろん全力で活動しているが、燃えている場所が多すぎてどうにもならない。普ふ段だんならば魔導士が水の精せい霊れいさんをかきあつめ、雨を降ふらせてもらうところだが、精霊さんたちのほとんどが作戦用に抑おさえられているとあってはそれもままならなかった。おまけに、市内には勢いきおいを失った大小の対空矢弾も次々に落下しており、それがさらに新たな被ひ害がいをもたらし、消火活動を妨ぼう害がいしている。

　むろん、そのほかにも悲惨な情じよう景けいは無数にあった。対空矢弾を浴びたペガサスや騎士たちの遺い体たいがそのまま城内に落下していたのだ。固い石いし畳だたみや壁かべに激げき突とつし、ぐしゃぐしゃに潰つぶれて中身を飛び散らせたペガサスや人間の頭部。矢弾に脇わき腹ばらをえぐりとられ、はらわたをはみださせながら痙けい攣れんを起こしているペガサス。どうにか脱だつ出しゆつしたものの、怒いかり狂くるった城兵に取り囲まれ、無数の剣けんや槍やりや牙きばによって、文字通り八つ裂ざきにされて絶命するペガサス・ライダー。つい先日までこの場で繰くり広げられていた、幸せな、あまりにも幸せなおファンタジアな日々は完全にぬぐい去られていた。

　そこを満たすものは炎と暴ぼう力りよく、憎ぞう悪おと死、そして飽あきもせずに繰り返される破壊だった。あるいは剛士君、本当に見なくて良かったのかもしれない。この残ざん酷こくな情景はこれからつくりだされるすべての、ほんの手始めにすぎなかったからである。



　なお、30分あまりで終わったこの爆撃によるワルキュラ全市での市民の死者は２５１７名、負ふ傷しよう者しや・行方ゆくえ不明者はその三倍に達した。
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　むろん、ウランコール衝しよう撃げき軍に割り振られたペガサスの爆撃は外周防ぼう衛えい線せん付近に集中された。４００騎を予よ備びにまわしたため、投入されたのは６００騎だ。ウランコールをサポートするリュクス・アガザイバ・ダンノールはそのすべてを主攻正面とその後方地ち域いき──すなわちワルキュラ東部戦線に集中した。ここでもまた物量と最新魔ま導どう技術の対決が展開され、なにもかもが暴力と破壊と死で薄うす汚よごれた。



　塹ざん壕ごうにはヨウムとカルムが混まじり合った際さいに放たれる甘あまい匂においが充じゆう満まんしていた。むろん、焦こげた臭においも。肉の焼ける臭いもかすかに嗅かぎ取れる。スライム衛生兵があちこちでぷるぷると身体からだを震ふるわせながら負傷者たちを運んでいく。むろん、ほとんどの負傷者は火傷やけどを負っていた。

　ワルキュラの東を守る魔都防衛兵へい団だん〈東の鉄てつ壁ぺき〉の南なん端たん近くにある陣じん地ちにいたガーゴイルのゴスタン鈴すず木き大たい尉いはようやくのことで敵てきペガサスの去った空をなおも見あげ、牙をきしらせるように部下へたずねた。

「損そん害がいの確かく認にんはできたか」

「三名戦死、七名負傷です」中隊最さい先せん任にん曹そう長ちようのムリアン、アバダンが蟻ありそっくりの顎あごを打ちつけるようにこたえた。

「陣地をつくったというのに、意外と損害がでたな」ゴスタンは迷めい彩さい服ふくから土つち埃ぼこりを払はらいながらいった。絹きぬなので、軽くて着き心地ごこちがいい。といってもただの絹ではない。ジャイアント・スパイダーの糸を加工したスーパー・スパイダー・シルクだ。蜘く蛛もの巣の『骨ほね』に用いられる牽けん引いん糸しに魔導処しよ理りを加えて織おられている。蜘蛛の巣に頭を引っかけたことがある人はだれでも御ご存ぞん知じのように、柔じゆう軟なん性せいが高く、強度もある。魔導処理のおかげで耐たい熱ねつ性せいや耐火性も備そなえるようになっていた。この迷彩服（制せい式しき名めい称しようは２式戦せん闘とう防ぼう護ご衣いという）を着るだけで、芯しんを外した斬ざん撃げきならば深手を負わずに済すむといわれているほどだ。

「空中で爆ばく発はつさせて圧力で陣地を潰すなんて。もう焼しよう夷い弾だんとはいえませんよ！　くそっ、ランバルトにも頭のまわる奴がいるようですね。掩えん体たい壕ごうごとつぶされた連中も多いです」

「負傷者のうち、軽傷者は何名だ」

「軽傷者は治ち療りようを受け、任にん務むに復ふつ帰きしております」

　ゴスタンはにやりとし、アバダンの二列目の腕──というか脚あしを叩たたいた。

「よし、態たい勢せいを建て直そう。敵の攻こう撃げきまで、いくらも時間がないはずだ。なにしろ頭数が少ないからな。陣地を頼たよりにするよりない」

　本当だ。ワルキュラをまもるために予備部隊を集めて急きゆう遽きよ編へん成せいされた〈東の鉄壁〉兵団、その第２旅団に配はい属ぞくされた種族混こん成せい第87大隊がかれの率ひきいる第２中隊の親部隊である。つまり、中隊が籠こもっているのは塹壕や掩体壕のつらなりでつくりあげている外周防衛線のＭＲＬ──主抵抗線メイン・レジスタンス・ラインだ（本来なら、さらに東方に前ぜん哨しよう陣地を設もうけてクッションのような柔軟さで敵の攻撃を受け止めるようにしなければならないところだが、兵力の不足を理由にとりやめられている）。激はげしい爆撃を受けたことを考えると、敵の攻撃がまともに浴びせられると考えなければならなかった。

　兵数も、多くはない。兵団長であるジョス・グレナム少しよう将しようの司令部は密みつ集しゆう戦せん闘とうが可か能のうなワルキュラ東側のほぼ30キロになんなんとする戦線を受け持たされており、そのすべて充じゆう分ぶんな戦力を持った部隊を均きん等とうにはりつけることなどとてもできなかった。結局、市街突とつ入にゆうの要所となりそうなあたりに陣地をもうけ、兵団戦闘兵力の約半数を配置して防御線を張はるしかなかった。残りの兵力は、敵の主攻正面がはっきりした段だん階かいで投入されるのだ。むろん、手て薄うすな場所には小しよう規き模ぼな警けい戒かい部隊が配置され、不意をつかれないようにしている。

　ゴスタン大たい尉いと部下たちが爆撃で混こん乱らんした陣地をどうにかまとめなおしたとき、陣地の後方に高速フライング・カーペットが停とまった。すらりとしたスタイルの、野戦服がカジュアル・ウェアのように見える将校が降おり立ち、兵たちへ気軽に声をかけながらかれのほうに駆かけてくる。

「兵団長」ゴスタンはさすがに目を丸くした。

「よっ、一ひと騒そう動どうだったな」〈東の鉄壁〉兵団を率いるジョス・グレナム少将はにやりとして応おうじた。「この先忙いそがしくてなかなか会えないだろうから、文もん句くがあるならいまのうちに聞いておこうとおもって回ってる」

「お疲つかれさまです」ゴスタンはあわてて敬けい礼れいした。兵団長みずから前線を視し察さつしてまわることの大変さはいうまでもないからだった。

　ジョスはふざけたように答礼する。が、口をついてでた言葉は恐おそろしいものだった。

「ランバルト軍はおまえさんの中隊、それに左右の中隊を狙ねらってくるようだ。どうだ？　どれぐらい頑がん張ばれる？」

「支し援えんの程てい度どによります」見み栄えを張っても仕方がないのでゴスタンは率そつ直ちよくだった。

　むろんジョスも気にしなかった。というより、それこそがかれの求めていた答えだった。

「おまえの中隊にはバリスタ一個こ大隊をつけてやる」ジョスは告げた。「一流どころばかりとはいえんが、一キロ後ろから魔ま導どう士し小隊が防ぼう御ぎよ魔法支援をおこなう。精せい霊れい凝ぎよう集しゆう度どはいまのところ４・１３はあるから、それなりの効こう果かはみこめるはずだ。どうだ？」

「味方のドラゴンはどこにいるんです？」

「俺おれもそいつは疑ぎ問もんだよ」

「どれぐらい損そん害がいをだしていいんですか？」

「痛いたいところばかり衝つくな」ジョスは苦笑いを浮うかべた。「正直なところ一人死なれても罪ざい悪あく感が募つのるが……なんとしてでも一時間は守ってもらわないといけない。俺をいくら恨うらんでくれてもいいよ」

「それぐらいならなんとかなるでしょう。まあ、攻こう撃げきの規模にもよりますが」

「敵てきの精せい鋭えいが突つっこんでくる。それだけは疑ぎ問もんがないよ」

「踏ふん張る目的を教えていただけますか」

「奴やつらを痛い目に遭わせたいんだ。君の中隊がここに腰こしを据すえてくれさえするなら、おそらく、うまくいく。どうだ？」

　ジョス・グレナムはワルキュラ有数の遊び人として名をほしいままにしてきた。同時に、いい加か減げんな言葉を口にしないことでも有名だった。仲よくなる女じよ性せいへ口にする言葉はいつも本音で──だからこそ色々と騒さわぎの原げん因いんになって恋こい人びとであるメイム・カスターリャと魔法決戦の戦せん端たんが開かれることになるのだ。人としてアバウトなのではなく、アバウトな表ひよう現げんが大好きな人なのである。

　ゴスタンはにやりとした。

「勲くん章しよう、くださいよ。むろん、中隊全員に」

「勲章だけじゃなくて恩おん給きゆうの増ぞう額がくも申しん請せいする」ジョスはまじめな顔でこたえた。「むろん、中隊全員……だよな、やっぱ」

「今度お会いしたときに一杯ぱい奢おごります──わたしは金持ちになれるわけですからね」ゴスタンはいった。そうとでもこたえなければ恐きよう怖ふで震ふるえだしそうだった。ランバルト軍が視し界かいに入ったのはジョスが去った約30分後のことである。



　ゴスタンは指し揮き壕ごうの横に細長くつくられた銃じゆう眼がんから西方を見つめていた。壕の天てん井じようは木材や土やコンクルの樹じゆ液えきで固められている。バリスタの放ほうり投げた石が直撃したぐらいでは壊こわれないはずだった。いや、その点は外周防ぼう御ぎよ線せんすべてがそうかもしれない。それは無数の市民たちの自発的協力によって完成したのだ。魔王軍が計画していたものよりずいぶんと頑がん丈じようになってしまったところもあるが、むろん、文句をつける者は一人もいない。狼おおかみに立ち向かうならば藁わらの家よりレンガの家を選ぶのは当然であるからだ。

　が、レンガの家に住みつつも安心できない豚ぶたはいる。ゴスタンは自分もその一人だとおもっていた。あるいは、レンガの家が干ほし草の家のように感じられはじめた、というべきかもしれない。

　敵は横隊を組みながらも整然としていた。揃そろえた状じよう態たいで構かまえられたパイクの穂ほ先さきが陽光を鋭するどく反はん射しやしている。さらにきつい輝かがやきを放っているのは指揮官クラスが身につけているランバル銀の鎧よろいだろう。ともかく、それがどれほど困こん難なんなことか知っているゴスタンは胃を抑おさえたくなった。練度も、戦意も高い敵。くそっ、総そう帥すい閣かつ下かはなぜセントールでの夜戦に持ちこまれなかったのだろう？　こっちが本気でかかれば、奴やつらはマリウクスまで引っこむしかなかったはずなのに。

　同時にかれの頭ず脳のうと口は目前の脅きよう威いに対する必要な手しゆ段だんを講こうじつつあった。野戦用個こ人じん精せい霊れい波は通信システムを大隊本部に伝えている。

「幼おさな馴な染じみ２より隣となりのお姉さん！　幼馴染２より隣のお姉さん！　戦せん術じゆつ座ざ標ひよう２２０─１１５─８７８３の敵主力、幼馴染２の防御正面に向け前進を開始した。歩速は毎分約１００歩。前進速度、毎分約８０メートル。横隊に展てん開かいしている。攻こう撃げき正面は約５キロとおもわれる。なお、槍そう兵へいの背はい後ごに多数の弓兵ならびに弩ど兵、バリスタを伴ともなう。敵てき性せい防御魔ま法ほう密みつ度どは未み確かく認にん、幼馴染２は近所の未み亡ぼう人じん５の支し援えんを要よう請せいする。送れ！」

『隣のお姉さんより幼馴染２、報ほう告こくは明めい瞭りように受じゆ領りようした。支援要請は承しよう認にん。未亡人５との専せん用よう精霊波長に切り換かえろ。幸運を祈いのるぞ、戦友。終わり！』

　返答は早かった。精霊化情報技術ＪＩＴ組そ織しき──野戦Ｆ精霊化Ｊ情報Ｉ管理ＭシステムＳ、いわゆる戦術ジンネットを用いた魔王軍の指揮統とう制せいシステムは『まずいことが起きる前にすべて対たい応おう』を合い言葉にしているからだ。ゴスタンが伝えた内ない容ようも、大隊本部と同時に兵へい団だんのＦＪＩＭＳ指揮所に送られ、さらにそこからＦＪＩＭＳセンターへ転送、魔王軍全体で活用が可か能のうな情じよう報ほうとして処しよ理りされている。なお、こうした精霊利用の指揮統制システムについて魔王軍は、ＪＯＰＥＳ──ジンナイズ・オペレーション・プランニング・アンド・エグゼキューション・システム──精霊化作戦立案／実行システムという名をつけている。なんだかますますミリタリー物っぽい言葉が頻ひん出しゆつしているが、それだけのことはあった。ランバルト軍の魔法攻撃がはじまる前に必要な手て筈はずをすべて整えられたからである。

　地を圧あつするように進んでくる敵軍に視し線せんを据すえながら交信を終えたゴスタンが溜ため息いきを漏もらしかけたとき、野戦用ＰＪＳがぴろぴろと呼よび出し音を響ひびかせた。かれは即そく座ざに通話ボタンを押おし、精霊さんに“〝お願い”〟した。

「幼馴染２」

『近所の未亡人５だ。どうやら、大おお忙いそがしになりそうだな？』

「大人気だよ。トロルの大だい宴えん会かいに２８０歳さいのハイエルフ娘むすめがまぎれこんだようなものさ」

　ゴスタンは笑った。やけくその笑いだった。それでもただ怯おびえているよりはマシだとおもった。くそっ、ガーゴイルはこの世で一番美しい魔ま族ぞくとはいえないかもしれないが、臆おく病びよう者ものとだけは呼よばれたことがないんだ。かつて魔王陛下から鈴木と名乗ることを許された一族に連なるこの俺がその最初の一人になるつもりはない！

「というわけでそろそろ店開きしたいんだけどね。そっちはいいか？」

『ウチの観かん測そく班はんがすでに掴つかんでる。精霊凝ぎよう集しゆう度どからみてしばらくは魔ま導どう弾だんも使えそうだ。というより、こちらがどれぐらい守りを固めてるか、知りたいんだろう』

「じゃあたっぷりと知らせてやれ。とりあえず槍兵後方でうろうろしてるバリスタと魔導士をぶっ叩たたいてくれ」

『了りよう解かい！　近所の未亡人５、発はつ射しや開始する──標定射、発射した』

　何秒かのち、後方から飛んできたなにかが上空を通りすぎた。たちまち敵に迫せまり、パイクの林、その直前に着弾する。土中にめりこんで土を飛ばすと同時に白はく煙えんを吐はきだしはじめた。狙ねらいが正しいかどうかを確たしかめるための発煙弾なのだ。

「幼馴染２より近所の未亡人５、標定射発煙確認した。いいぞ、修しゆう正せいの要なし、送れ！」

「近所の未亡人５より幼馴染２、そっちからははっきり見えるか？　観測班からうまく見えないらしい。送れ」

「見える、見えるぞ。ディシールのバァさんの白髪しらがなみに真っ白だ。どんどん撃うってくれ」

「了解、予よ備び班はんをそちらに送って観測させる。到とう着ちやくまでは代わりに修正を指し示じしてくれ。近所の未亡人５、効こう力りよく射しや開始する。終わり」

　十数秒のち、頭上を数十個この魔導弾が飛びすぎた。ランバルト軍のパイク兵がつくりあげた戦列（戦せん闘とう横列）後方で次々と精霊爆ばく発はつを起こす。魔導士や弓兵が身体からだを飛散させ、バリスタが粉ふん砕さいされる。本当に見事な防ぼう御ぎよ射撃である。

　が、パイク戦列は臆おくすることなく進む。魔導弾の効果も急速に減げん衰すいしはじめる。ランバルト軍魔導士が防御魔法を展開しはじめたのだ。

　指し揮き壕ごうの入り口から小こ柄がらなドウェルグの少しよう尉いが顔をだした。全身汗あせまみれになっている。

「観測予備班、ドルメス少尉です！　中隊長はおられますか！」

「ゴスタンだ。待ってたぞ」ゴスタンは手て招まねきした。「ここでやってくれ。奴やつら、防御魔法を使いはじめている」

「了解」

　ドルメス少尉は部下の下士官と簡かん単たんに打ち合わせて見み慣なれない魔ま導どう器具を組み立て、銃じゆう眼がん越ごしに敵へ向けた。

「なんだ、そいつは」ゴスタンはたずねた。

「精せい霊れい波はのぶれを拾う魔導センサーです。フィルターをかけてあるので、ある範はん囲いでしか波を拾いません」

「敵の動きや精霊爆発だけを拾う、というわけか」

「ええ。戦せん術じゆつジンネットにもつながっているので、着弾位置を自動的にＦＪＩＭＳに流しこみます。こっちはよほどまずいときだけ修正してやればいい、というわけで──店を広げていいですか」

「気にせず大いにやってくれ」

「イエス・サー！」

　ドルメス少尉はなお二度、大隊全力での魔導弾射撃をおこなわせたあと、投石に切り換えさせた。弾着を手前に寄よせ、弩兵や弓兵を主なターゲットに切り換える。パイク兵の前進を最終段だん階かいで支援するのはその二つであるからだった。

「敵戦列ますます近づく！　現げん在ざい最前列との距きよ離り、２８００！」

　指揮壕の隅すみで大きな身体を縮ちぢめるようにしていたサイクロプスが報ほう告こくした。目玉がひとつだけなので遠近を計るのが面めん倒どうそうにおもえるが、実じつ際さいは逆ぎやくで、まばたきのたびに新たなデータが得られる。前に目にしたものと新たに目にしたものを頭の中で重ね合わせ、ほんのちょっとした位置の変化から計算してしまうからだ。

「警けい戒かいしろ！　そろそろ攻こう撃げき魔法がくるぞ！」ゴスタンは警告した。野戦用ＰＪＳで支し援えんの魔導士小隊に伝える。「幼馴染２より義ぎ理りの妹４、防御魔法支援を要よう請せいする！」

　ありがたくないことに、かれの読みは正しかった。

　魔王軍バリスタ大隊の弾だん幕まくを抜ぬけたランバルト魔導士たちが高速詠えい唱しように入る。一分もしないうちに最初のファイアーボールが放たれた。放たれた火球はパイク戦列を飛び越こえ、低い弾道を描えがいて陣じん地ちに直撃する。炎ほのおと熱が陣地に襲おそいかかった。さまざまな種族の兵たちが壕の底にへばりつき、それをやり過すごす。むろん、熱に呼こ吸きゆう器きを焼かれまいと息をとめていた。中隊の兵はほとんどが予よ備び役えきか最近軍に志し願がんした者たちだったが、将しよう校こうや下士官は正せい規き部隊から転てん属ぞくしてきた者が多いため、この程てい度どのことはできる──むろん、損そん害がいを減へらす役にもたっていた。飛び散る炎や熱の大部分が空中に拡かく散さんしてしまうからだった。空気は汚よごれ、噴ふん火か口こうの側そばにいるかのように暑くなったが、死し傷しよう者しやは少ない。

　が、先陣をきる部隊だけあり、ランバルト軍の魔導士は高い戦術センスを持っていた。

　低い弾道でのファイアーボール攻撃が塹ざん壕ごうによって効こう果かをあげられないことに気づいたかれらは、山なりの弾道で放つように切り換かえた。

　中天へ駆かけのぼった火の玉が陣地に向け次々に襲いかかる。塹壕の周囲に次々と落下し、熱と炎をまき散らした。飛散と同時に生じる精霊擾じよう乱らんの轟ごう音おんは数百万人のあげる悲鳴のようだ。

　たちまち損害は増ぞう大だいした。ファイアーボールのなかには塹壕に入りこんだものもあったからだ。高熱で焼かれ、たちまち骨ほねも残さぬほど焼き尽つくされる兵たち。かれらには断だん末まつ魔まの悲鳴をあげる余よ裕ゆうさえ与あたえられない。

　が、陣地は攻撃に耐たえた。塹壕は小こ刻きざみな折れ線を描いて作られていたからだった。仮かりに壕内へファイアーボールが落下しても、熱と炎は屈くつ曲きよく部ぶに遮さえぎられ、塹壕のごく一部にしか破は壊かいをもたらせない。

　そのことに気づいたランバルト軍魔導士はまたしてもテクニックを切り換える。今度は塹壕の直上でファイアーボールを飛散させようとした。広い範囲を炎と熱で包みこむ方法としては確かに正しい。見事というほかはなかった。

　魔王軍の防御魔法支援が開始されたのはそのときである。

　中天から襲いかかるファイアーボール。が、途と中ちゆうで盛せい大だいな水すい蒸じよう気きを発生させ、はるかな高みで虚むなしく爆ばく発はつする。ウォーター・シールドによって遮られたのだ。

　ほぼ同時にランバルト軍にも数十個このファイアーボールが襲いかかる。火の玉の直径はランバルト軍よりも小さかったが、ひとつあたりの威い力りよくの低さを数で補おぎなっていた。

　炎がランバルト軍の頭上で次々にはじけ散る。精霊さんたちの悲鳴にも似にた叫さけびが連れん鎖さし、数百人の兵が燃もえあがる。

　その様子を塹壕から眺ながめていた兵たちが喚かん声せいをあげた。しかし喜びは長続きしない。ランバルト軍はたちまち新たな防ぼう御ぎよ魔法のスクリーンをはりめぐらせ、魔王軍の魔法支援の効果を低下させたからだった。

「そうだ、弾だん着ちやく引け３００。送れ！」

　野戦用ＰＪＳで弾着点の修しゆう正せいを指し示じしたドルメスがゴスタンにたずねた。

「中隊長、この先、どうされますか」

　周囲で繰くり広げられているシャレの効きかない情じよう景けいを観察しつづけていたゴスタンはごつごつした肌を冷や汗あせでぬめらせながらこたえた。

「気にせず撃うち続けろ」

「連中、もうすぐ突とつ撃げきに移うつりますよ！　陣地に落とすことになります！」

「それがどうした！　突とつ破ぱされるわけにはいかんのだ！」

　さきほどドルメスの指示した射しや撃げきが一いつ斉せいにパイク戦列へ落下した。防御魔法のおかげで半分ほどは狙ねらいがそれてしまったが、それでも数十名を吹ふき飛ばす。もちろん、その程度の打撃で前進が止まるはずがなかった。ドルメスはなにかをぐっと飲みこみ、野戦用ＰＪＳを握にぎりなおした。奇き妙みようなほど醒さめた声で告げる。

「──近所の未み亡ぼう人じん５、近所の未亡人５、こちら二階の引き籠こもり２。弾着点さらに引け３００。送れ」

　野戦用ＰＪＳからバリスタ大隊担たん当とう将校のいぶかしげな声が響ひびいた。

『あのさ、その調子で弾着を修正していくといずれ君たちの頭に落とすことになるとおもうんだけど？』

「いいんだ」１０００年前に死んだ先せん祖ぞについて語っているような声でドルメスはこたえた──そして、押おさえこんでいたものを吐はきだすかのようにわめいた。「その時は遠えん慮りよなんかいらん！　俺おれたちの上に落とせ！　いいな、俺たちと一いつ緒しよに奴やつらも吹き飛ばしてくれ！　ここはワルキュラ、そうだ、ワルキュラなんだぞ！　二階の引き籠もり２、終わり！」

『……くそっ、了りよう解かい！　しっかり頭を下げていろ！』

　その直後、ランバルト軍から放たれた石弾の一発目が陣地に落下した。かれらのバリスタが陣地を射しや程てい内ないに捉とらえたのだ。パイク戦列の動きも速くなっている。

　サイクロプス兵が報ほう告こくした。

「敵てき戦列後方に予備隊が展てん開かいしつつある！」

　理由は教えられずともわかった。パイク兵の攻こう撃げきで陣地が手て一いつ杯ぱいになった隙すきに突破させるつもりなのだ。

「距離は」ゴスタンはたずねた。

「約１３００、敵速毎分約１２０歩」即そく座ざに報ほう告こくがあった。敵のスピードからみて、このままでは十一分以内に陣地へ乗りこまれてしまうということだった。

「よぉーし」ゴスタンは命じた。「中隊防御射撃準じゆん備び！」

　命令が伝達されると同時に塹壕でじっと耐たえていた兵たちがボウガンや弓を手にする。掩えん体たい壕ごう内部に据すえつけられていた連発カタパルトや陣じん地ちのすぐ背はい後ごに掘ほられた掩体式の砲ほう座ざに置かれていた小型バリスタが引きずり出され、発射準備を整えた。

「中隊バリスタは１０００で射撃開始。連発アーバレストは５００で撃て。ボウガンは４００、長弓は３００！」

　いいおえると同時に８・１キロの重さがあるものまでなら放ほうり投げることのできる６基きの85式バリスタが射撃を開始した。その最初の弾着が生じた瞬しゆん間かん、掩体壕内に設もうけられた銃じゆう座ざに据えられた新兵器、92式連発アーバレストが１・５秒に一発の割わり合あいで矢弾を放ちはじめる。ちなみにアーバレストとは、大型ボウガン──銃と同じ呼よび名を用いるなら重ボウガンのことだ。

　古代中国の諸葛弩チユコヌと呼ばれた連発式リピーデイングアーバレスト（別に重量何キロからこう呼ぶ、というキマリがあるわけではないので、連発式ボウガン、連発式クロスボウと呼ばれる場合もある）と同じく上部に矢弾をおさめた弾倉を備そなえたこの兵器は、魔ま王おう軍の新たな兵器としては珍めずらしいことに魔ま導どう技ぎ術じゆつはまったく使われていない。というより、基き本ほん的なデザインは諸葛弩をより軽く、使いやすくしただけだ。ただし、剛士のチキュウにおける連発式アーバレストの欠点──高い発射速度を維い持じするため、レバーを用いて弦つるを引くので、巻まき上げ器を用いるタイプよりも弦の張ちよう力りよくが低くなり、矢弾の威力と射程が減げん少しようしてしまう──は解かい決けつされている。

　台座に据えて発射する92式連発アーバレストは魔族用に開発されたからである。

　掩体壕内で92式にとりついた射手がトリガーを絞しぼる。同時に、金属が鳴るような音とともに矢弾が放たれた。射しや手しゆは利き手に関係なく操そう作さしやすいように両側に取り付けられているレバーの一方を片かた手てでつかみ、勢いきおい良く手前に引く。弦がはめ込こまれている矢台がぐっと後ろにさげられた。それを下げてトリガーで解かい除じよされるロック機き構こうへセットするのに必要な力は、平へい均きん的な人族の腕わん力りよく、その10倍に達している。

　矢台がセットされるのと同時に、その矢台によって押さえられていた矢し弾だんストッパーが解除され、上部の弾倉から矢弾が落下し、発射用レールにはまりこむ。ストッパーと矢台の連結は矢台がセットされると同時に解除され、ストッパーは簡かん単たんなバネ機構によって前進し、再ふたたび弾倉を封ふう鎖さした。ストッパーと矢台の連結は発射後、矢台が前進すると両者に仕込まれたロッキング用バネの力で自動的に回かい復ふくされる。弾倉が空になると背後に待機した兵が即座に矢弾を補ほ充じゆうする……。

　魔族の体力に頼たよりきるという、ある意味魔王軍においては大変に珍しいこの兵器は、そうであるがゆえに大きな効こう果かを発はつ揮きした。なにしろ横一線の隊列を組み、密みつ集しゆう隊形で前進してくる敵への射撃である。金きん属ぞく質しつの発射音が響ひびくたび、革かわ鎧よろいや兜かぶとを貫かん通つうされて倒たおれるランバルト兵が続出した。剛士のチキュウで百年戦争のさなか、１３３６年におこなわれたクレシーの戦いではフランス軍ジェノバ人弓兵のボウガンが持つ射程の優ゆう位いをイングランド軍のロング・ボウ（長弓）が発射速度と機き動どう性せいの高さでかき乱みだし、エドワード３世に勝利をもたらした。試みまでにあげてみるなら、ボウガンとロング・ボウには、

・射程　　約３６０メートル：‥約２５５メートル

・速射性　毎分約１発：‥毎分約６本（平均。最大12本）

　というはっきりした差がある。さらに機動性でいえば、ボウガンは重く、また隊列側面への射撃が（おそらくほとんど水平の弾道で放たれるため）事実上不ふ可か能のうなのに対し、ロング・ボウは自由自在に振ふり向けられるし、味方にあたらぬように、あるいは射程をコントロールするため矢に仰ぎよう角かくをつけて放って即座に矢の雨を出しゆつ現げんさせ、側面にまわりこもうとする敵てき騎き兵へいをくい止めることも可能だった。弓と矢の重さは知れたものだから、位置の変へん更こうもボウガンに比くらべ楽なものだ。クレシーの戦いにおけるイングランド長弓兵はポニーに乗って動き回ったというからなおさらだろう。

　しかしながら92式連発アーバレストはクレシーでさらけだされたボウガンの欠点をほぼ克こく服ふくしていた。有効射程はなんだかすごく便利で都合のいい異い世せ界かい素そ材ざいのおかげで５００メートルに達している（射程の増ぞう大だいは他の兵器も同じだ）し、魔族の体力のおかげで速射性能は１・５秒に一発、すなわち毎分40発にもなる。機動性はさらに低下した感がなきにしもあらずだが、そのかわりに台座へ据えられたことで左右へふりまわしやすくなったし、なにより陣地というのは側面にまわりこまれないために造つくられている。

　狙ねらいをつけるというより、雑ざつ草そうをカマでなぐように放たれる矢弾を浴びたランバルト軍のパイク兵たちは次々に倒たおれていった。

　が、即座に後列の兵が穴あなを埋うめ、さらに前進を続ける。怯ひるむ気配はまったくない。塹ざん壕ごうから長弓が放たれはじめるころには、ランバルト側のバリスタによる攻こう撃げきも本ほん格かく化かし、石の直撃を受けて叩たたきつぶされる掩えん体たい壕ごうもではじめた。一発や二発ではどうということもないが、集中して浴びせられると耐たえきれないのだ。

　ゴスタンにはいまや与あたえるべき命令がなかった。戦せん闘とうはそれ自体のエネルギーでもってくりひろげられていた。あとは、その場その場で間に合わせの判はん断だんをし、どうか最悪の事じ態たいに陥おちいりませんように、とムル大だい神しん殿でんの魔族神にでも祈いのるぐらいのことしかできない。といってもゴスタンは初はつ詣もうで（むろん歴代魔王陛へい下かのもちこんだ習しゆう慣かん）にワルキュラ大社へでかけるぐらいが関の山だったから、魔族神たちの格別な恩おん寵ちように預かることはできそうにもなかった。

　ランバルト軍の戦列はすでに１００メートルほどに迫せまっている。

　すでに兵全員に与えられたボウガン──ＳＴＥＮステン（スペシャル・タクティカル・エクウィップメント・ネクスト）、すなわち次期特とく殊しゆ戦せん術じゆつ装そう備びという計画名のもとに開発された１００式精せい霊れい化か連発ショート・ボウガンによる防ぼう御ぎよ射しや撃げきもはじまっていた。

　こちらは対空精霊化連発カタパルトとおなじく精霊さんの力を借りて自動的に矢弾の装そう填てんをおこなうもので、“〝短シヨート”〟とあるとおり小振りなため取りまわしやすく、命中率りつはそこそこだった。

　なぜ92式連発アーバレストが筋きん力りよくに頼たより、こちらが精霊化されているかといえば、兵一人あたりの戦闘力を強化することだけではなく、人族兵や、非ひ力りきな魔ま族ぞく兵へいでも楽に扱あつかえるように軽量化せざるをえなかったためもある。むろん、常つねに魔王軍を悩なやませてきた予算も深く関係していた。１００式精霊化連発ショート・ボウガンに多た額がくの精霊契けい約やく予算が必要とされることが予想されたためにアーバレストのコストダウンが求められたのだ。あ、予算といっても精霊さんにお金を払はらうわけではなく、精霊さんと契約する魔導士たちに払うお金や、契約した精霊さんたちをうまく配分するさまざまな作業に必要とされる予算のことである。なにしろ、基き本ほん的に戦争が嫌きらいな精霊さんたちのなかから比ひ較かく的大だい丈じよう夫ぶな人たちを選びだし、必要なら土ど下げ座ざして、敵が目の前にいるその時でもお手伝いをしてくれるようお願いしなければならない。１００式精霊化連発ショート・ボウガンが制式化──軍の装そう備びとして採さい用ようされてから三年近く量産化にお預あずけを喰くらっていた本当の理由はそこにある。

　このため、本ほん格かく的な量産と装備が始まったのは、戦時国こく債さいで財ざい政せいが一息ついた今年になってからである。ただし、精霊化のおかげでかえって構こう造ぞうが単たん純じゆんになったためメカニズムとしてはひどく生産がしやすかった。量産は月産３万丁以上のペースで進み、いまや魔王軍全軍に行き渡わたっている。戦場がそれほど嫌いでもない精霊さんのほうも数が揃そろっているので、突とつ然ぜん使えなくなる心配もない（魔ま王おう領りようが崩ほう壊かいしてしまえば精霊さんにとっても楽しい世の中ではなくなるという説得が功を奏そうしたのである）。



    

  
    
      　おかげで、ランバルト軍はその恐おそろしさをたっぷりと味わうことになった。これまでならばパイクを構かまえて恐きよう怖ふに震ふるえていた魔族兵たちが、鋭するどい鏃やじりを備そなえた矢し弾だんを嵐あらしのように浴びせかけてきたからである。正直なところ大半は訓練の不足している魔族兵たちの射撃はかなりいい加か減げんなもので、恐怖のあまり瞼まぶたを閉とじてやたらと撃うちまくるだけの者も少なくなかったけれども、いまの場合はそうした射撃にすら意味があった。密みつ集しゆう隊形を組んだランバルト兵には『だいたいこのあたり』という撃ちかたでも命中させられる可か能のう性せいが高かったからである。

　ふりそそぐ石弾とまっすぐに突つっ込こんでくる矢弾によってパイク兵の損そん害がいはますますその数を増ました。しかし兵たちはウランコール衝しよう撃げき軍の名に恥はじぬ勇気を示しめし、次々と倒れる戦友たちの屍しかばねを乗り越こえ、前進を続ける。かれらの勇気にじつのところうなずける部分があった。ゴスタンの陣じん地ちを攻撃していたのは第二次セントール会戦で剛士の翼よく側そく迂う回かい逆ぎやく襲しゆうによって大だい壊かい乱らんに陥ったチェドラル農のう兵へい団だんだったからである。いうなればかれらは名めい誉よ回かい復ふくの機会を求めていたのだ。

　一方、塹ざん壕ごうの魔族兵たちは速成教育でたたきこまれたとおり、身体からだをなるべく壕に隠かくしながらボウガンを敵に向け、射撃を続ける。ボウガンの弾倉に30発がおさめられた９センチ短矢弾はトリガーを引きっぱなしにすると５秒で空になってしまう。その猛もう烈れつな射撃はさらに多くのランバルト兵を倒たおしたが、同時に１００式精霊化連発ショート・ボウガンの欠点を示してもいた。矢弾が飛びでるのが早すぎ、狙ねらいを修しゆう正せいしているヒマがないのだ。この結果、一本当てれば充じゆう分ぶんな敵てき兵へいにたいして数十本の矢が突き刺ささる例が続出した。魔王軍の射撃は戦闘の恐怖と興こう奮ふんのなかでその効こう率りつを低下させたのである。

　鋼こう鉄てつの意い志しを持つランバルト兵を塹壕へ到とう達たつさせるには、それで充分だった。

　壕の縁へりに並ならんだ兵たちが指し揮き官かんの号令にしたがって一いつ斉せいにパイクを壕内に突き入れる。腕うでをちぎられ、腹はらを裂さかれ、頭を割わられた魔族兵が絶ぜつ叫きようをあげ、緑の、黒の、赤の……種族に色とりどりの血けつ液えきをまき散らして倒れ、はみでた内ない臓ぞうがたちのぼらせる湯気や漏もれた糞ふん尿にようの放つ悪あく臭しゆうを生命の最後の証あかしとして、瀕ひん死しの痙けい攣れんへ陥る。むろんそのあいだにも魔族兵たちのボウガンはランバルト兵を襲おそい続け、壕の内外に無数の矢弾を浴びた死体の山を築きずいていく。が、魔王軍にとって不幸なことに、ランバルト軍魔導士はＭＣＭ──魔法マジツク・対抗カウンター・策メジヤーを魔法防御から直ちよく接せつ防御に切り換かえつつあった。唱えられたエア・シェイクによって空気がかきみだされ、矢弾の弾道がみだれ、命中率が急きゆう激げきに低下していく……。

「くそっ、ここまでか。いや、まだだ。まだまだだ」罵ののしったゴスタンは野戦用ＰＪＳで大隊本部を呼よびだした。

「幼おさな馴な染じみ２より隣となりのお姉さん！　幼馴染２より隣のお姉さん！　すくなくとも連隊規き模ぼの敵パイク兵が陣地に乗りこんできた！　幼馴染２はこれより可か能のうな限かぎりの防ぼう戦せんに努める。みんなによろしく伝えてほしい、送れっ」

『隣のお姉さんより幼馴染２、そちらの戦せん況きようは……』

　ゴスタンはうめき声とともに野戦用ＰＪＳを顔から離した。大隊本部からの返信の途と中ちゆうで猛烈な雑ざつ音おんが入ったのである。何度か呼びかけてみたが、今度は不気味なほどの沈ちん黙もくだけである。

「くそっ、魔ま導どう妨ぼう害がいか。踏ふんだり蹴けったりだな」

　ゴスタンは傍かたわらに置いてあった自分の１００式精霊化連発ショート・ボウガンを手にしながら罵った。この装そう備びも精せい霊れいさんに頼たよっていることをおもいだし、使えるのかどうか心配になる。不幸中の幸い、というべきだろう。銃じゆう眼がんからのぞいた陣地内では、部下の兵士たちがこれまでと変わらずに矢弾をぶっ放している。ランバルト軍がどれほど強力な魔法妨害をおこなっているとしても、戦せん闘とう力りよくまで奪うばわれてしまったわけではないのだ。

　しかし、ほっと一息つくこともできない。銃眼からのぞいた情じよう景けいはあまりにも過か酷こくなものだったからだ。

「昼間の集団戦はあいかわらず奴やつらのほうが上手か、くそっ」

　本当にそうだ。ボウガンと体力の優ゆう位いがあっても、いわゆるチーム・ワークという面での不利を補おぎないきることはできていない。本ほん能のうがそうさせるのだろうか、魔族兵は追い詰つめられると魔族本来の姿すがたに立ち戻もどり、やけくそになって敵へ突つっこむことが多いため、その弱みがさらにむきだされていた。魔族が単体としてどれほど強力でも、指揮官の号令によって同時に加えられる無数のパイクや弓による調整のとれた攻こう撃げきにはかなわないのだ。

　ゴスタンはボウガンをスリットから突きだすように構え、敵に矢弾を浴びせた。隣でボウガンを構えようとしていたサイクロプスが大きな目に矢を直撃され、うめく間もなく倒たおれ伏ふした。

　どこまで頑がん張ばれるだろうか、ゴスタンはおもった。わからなかった。ひとつだけはっきりしていたのは、ジョス・グレナムが恩おん給きゆうの増ぞう額がく処しよ置ちを申しん請せいする将しよう兵へいはさほどの数にはならないだろう、ということだけだった。その前にほとんどの兵たちが倒れてしまうに違ちがいない──この自分もふくめて。

　１００式精霊化連発ショート・ボウガンの弾倉が空になる。あわてて樹じゆ脂しで縦たて長ながにまとめられた30発の矢弾を弾倉へ落としこみながらゴスタンはおもった。

　こういうときは家族や恋こい人びとのことをおもいおこすものだと予想していたが、全然そんな気分にはならない。不思議だ。とてつもなく不思議だ。



　　　　６



　攻こう撃げきはここでだけ始まったのではなかった。ほぼ60キロ北西のズーズでもゴブリン総軍に対する人族大同盟混こん成せい軍ぐんの攻撃が始まっていた。また、南西に１２０キロほど離はなれたラウートの郊こう外がいでは若わかきカディウスの率ひきいるラズア戦せん闘とう団だんが街を迂う回かいする進路を打だ通つうしようとしていた。



　一いつ般ぱんに人族は体力の面で魔ま族ぞくに比くらべるべくもない。が、ときに驚おどろくほどの能のう力りよくを発はつ揮きすることがある。厳きびしい訓練を受け、明確な目標を与あたえられ、適てき切せつな指し揮きのもとで行動している将しよう兵へいの場合はことにそうだ。

　ラズア・カディウスはそれを身をもって味わっていた。

「なにもかも爺じい様さまのおかげさ」進撃するラズア前衛集団とともにあったラズアはおっかけがつきそうなほど甘あまい顔立ちに苦く笑しようを浮うかべた。普ふ段だんはたとえどんな状じよう況きようであろうと身だしなみに隙すきなどない青年だが、急進撃を続けたここ二日ほどで埃ほこりまみれ、垢あかまみれになっている。それでも顔と手だけは洗あらい、髭ひげを剃そり、ほんの少しだけ香こう水すいをふっているのはいかにもラズアらしい。

「それだけではとてもここまでは」戦いくさ慣なれしたタフな顔に薄髭をのばしたままのドワズ・ネブラ男だん爵しやくがこたえた。二人が轡くつわを並べている小高い丘の上からトロル道の支し道どうを進む軍勢をさっと眺ながめ、付け加える。

「冒ぼう険けん的ではありましたが、あなたの構想は正しかったのです。もし難なん癖くせをつける輩やからがいた場合は──わたしの剣けんを浴びることになります」

「そりゃありがたいな」ラズアは笑った。ラズア前衛集団の編成にともなって二人の関係は将軍と軍ぐん師しに変わっていたが、むしろ以前よりもスムーズにつきあえるようになっていた。サバロア前面で繰くり広げたあの苦しい戦いでラズアの真しん価かをドワズが知ったからである。その点は兵たちも同じだった。戦場でも会社でも学校でも、認みとめるよりない実じつ績せきが人の立場を定めてしまうことにかわりはない。

「でもさ、結局は爺様がアレしてくれたからなんだよな」ラズアは表現を変えて同じ内ない容ようをくりかえした。「ともかく突っ走って敵をひっかきまわせ、主力との合流は気にするな、だもんね」

　ウソではない。ラズアの祖そ父ふであるカディウス軍司令官──ダルト・カディウス大将軍は南部正面を担になう一軍の統とう率そつ者しやとしてシレイラちゃんから与えられた権限を徹てつ底てい的に活用していたからだ。魔ま王おう領りよう本土へ侵しん攻こうした全軍によるワルキュラ陥かん落らくが作戦目標であるのなら、カディウス軍全体の進撃ではなく、ワルキュラへの攻撃を開始しているはずのウランコール衝しよう撃げき軍ぐんを楽にしてやることのほうが重要だと判断し、その判断に基もとづいた作戦行動の先陣を孫に任せたのである。

　となればカディウス大将軍の構想がなまじのものであるはずがない。事実、ラズア前衛集団の任務は敵軍と戦ったり街を陥落させたりすることではなかった。敵の手て薄うすな方面を探さがしだしてひたすら魔王領深部へ食いこみ、そのままワルキュラ後方へと突破してワルキュラと外部との安全な連れん絡らく路ろを断たつように命じられていたのである。危き険けんな任務ではあるが、その効果はカディウス軍が調整のとれた進撃をつづけてワルキュラ南方へのっそりと集結するよりもよほど高い。むろんラズア前衛集団はシレイラ軍がワルキュラ前面に展てん開かいする以前にワルキュラ後方を扼やくするよう、命じられていた。

　とはいえ、この二日間にラズアが見せた韋い駄だ天てんぶりはさすがの大将軍ですら驚かせてしまうものだった。なにしろ初日が約40キロ、その翌よく日じつが約50キロ、合計約90キロである。ウソじゃないかとおもってしまいたくなるが、事実だった。軍事組そ織しきというのはそういうことを可か能のうにしてしまうものなのだ。剛士のチキュウにだって一日平均65キロ、一週間で４６０キロを歩かせたマケドニアのアンティゴノス将軍（アレクサンドロス大王の部下だ）なんて例がある。ま、マケドニア軍は基本的に身軽だったし、普段から特とく殊しゆ部隊並のハードな訓練に明け暮くれていた事実上の常じよう備び軍だったからそれが可能になった。

　だからこそ、ラズアの進撃は称しよう賛さんに値あたいする。兵団長たちの私し兵へいとしての性せい格かくももっている部隊で構成されたランバルト軍はアレクサンドロスの威い信しんがすべてを圧倒していたマケドニア軍ほどの無理はきかない。なにしろ、最盛期はテクノロジーをのぞけば20世紀の軍隊と質しつ的な差がさほどないようにすら感じられるローマ帝てい国こく軍の平均行軍距きよ離り（一日で30キロから40キロ）以上なのである。やはり快進撃というほかはない。

「補ほ給きゆうは？」その快進撃における最大の不安要素についてラズアはたずねた。

　ドワズは伸のび始めた顎あご鬚ひげをしごきながらいった。

「今日の出撃前に三日分の圧あつ縮しゆくブレッドと干ほし肉にくを支給しましたので、兵の携けい行こう量りようは昨日支給した分の残りと合わせて、五日分です。圧縮ブレッドはあまり場所をとりませんが、さすがにこれ以上は持たせられません」

「食い延のばして……10日というところかな？」

「いえ、一日分は本格的な戦闘の前に力をつけさせるために確かく保ほしておかねばなりませんし、もう一日分は天候の悪化や事態の急変に備そなえて手をつけさせるわけにはいきません。となると使えるのは三日分だけですから──一日半量としても、六日が限界です」

「追送はどれぐらいできる？　あなたの見当でいい」

「今朝出発した野や営えい地ちまでブレッドの焼やき窯がまを運んで組み立てさせましたから、現げん在ざいわれわれが抑おさえている馬車の数と秣まぐさの量からいって、約二日分は送りこめるでしょう。それを半量ずつ食べるように命じて最大で10日になります。その先は……戦せん況きようと天候によります」

　ラズアとドワズのやりとりはランバルト軍──いや、精せい霊れい化か技ぎ術じゆつを輸送手段に用いていない軍にとっての宿命ともいえる限げん界かいを明らかにしている。必要とされる物資を、適てき度どなスピードで輸送する能力の問題だった。

　二人の会話にあったとおり、圧縮ブレッド──ランバルト人にとっての主食であるホワイト・ブレッドに圧力をかけて固めたもの──を武ぶ装そうした兵に携行させるのは五日分が限界である。量だけではなく保存の問題もあるからだった。この季節の魔王領は大おお雑ざつ把ぱにいって初夏の北海道に似にた過すごしやすさだが、背はい嚢のうに五日以上も入れてあった食糧ともなればさすがにカビたり腐くさったりしてしまう。

　ならば馬車で運んでやればいいではないか、というのはまさに正せい論ろんだ。けれども、その馬車にも問題があった。かつて〈カルネアデス〉作戦で剛士がマリウクス城じよう塞さいそのものではなく、マリウクスへの補ほ給きゆう路ろを叩たたいたことからもわかるように、馬車を用いた兵へい站たん補給システムはきわめて脆ぜい弱じやくなのだった。

　ランバルト軍はブラントラントにおいて最大の軍事力を持っている。これはいまさら語るまでもない。将軍たちは若わかいころから戦いに身を投じた者がほとんどで、指し揮き能のう力りよくも平均して高い。農民出身者がほとんどの兵たちも軍隊での毎日を過ごすのに必要な忍にん耐たいと根気を畑でしこまれている。両者をかけあわせることで生まれる軍としての戦せん闘とう能力、その高さはいうまでもない。ブラントラントに放りだされ、魔王領の全権をとんでもなくアバウトに握にぎらされることになった剛士が魔王領の軍事システム改革に手をつけるまで、戦場では常つねに優ゆう位いを得ていたぐらいだし──戦闘という局面に限るなら、いまだに魔王軍が及およばない部分も多い。

　が、その作戦能力にはどう努力しても解かい決けつしきれない欠けつ陥かんがあった。戦場への物資輸送である。

　オノデラゴウシが魔光とともにブラントラントへ出現するまで──というより、出現したのちも、ブラントラントにおける陸上輸送の主力は馬車だった。これは魔王軍でも同じだ。かれらは技術的には他の手段へ切り換かえることが充分可能だったが、予算の制約が大きすぎ、従じゆう来らいの馬車に頼らざるをえなかったからである。

　魔王領とランバルトの戦いでもそれは同じだった。つまり馬車以外に軍が消費する物資を運ぶ方法がなかったのである。

　が、その馬車に問題があった。

　ブラントラントにも頭のいい連中はそれなりにいるので、馬の扱あつかいと馬車に関する技術はそこそこに発展している。

　馬を鋤すき鍬くわや馬車につなぐ技術（繋けい駕が法ほうというそうだ）も硬かたい芯しんのはいったパッド式の首あて──頸環コーラーと締しめ木ぎを馬の首根に留とめる頸けい帯たい式繋駕法、つまり馬の持つ牽けん引いん力りよくをもっとも有効に利用できるレベルに達していた。ちなみに、首根にただ革かわ紐ひものベルトを留とめる軛くびき式繋駕法だと馬が持つ力の一割ぐらいしか利用できないわ、血管が締しめつけられるので馬がすぐに疲れるわ嫌いやがるわ飼かい葉はそれこそ馬並に喰くうわで実のところ人間が働いたほうが効こう率りつ的だった。でもって、農作業や荷運びというのはいつの時代だって大変なものなので、力のある者は自分より他人を働かせたほうがいい、それも生活向上のための労働闘争などおこさない連中で、という考えになってしまう。つまり奴ど隷れい労働の発生だ。教科書にはあまり書いていないことなのでウソみたいだが本当の話である。ちなみにこれはクラスの弱者である気弱な○○君を階段の踊おどり場とか校こう舎しや裏うらでジャンプさせて、お金がちゃりちゃりいう音を聴きくのが好きな人たちが威い張ばっているのとあまり違いがない。

　でもって剛士のチキュウの近代以降、それに現在のブラントラントにも奴ど隷れいを使っている人は多数派ではなくなった。繋駕法が発達し、馬のパワーが有効利用できるようになったため、奴隷のほうが不ふ経けい済ざいになってしまったからである。あいかわらず夢ゆめも希望もない話でもうしわけないけれど、そういうことなのだ。奴隷の消しよう滅めつはもっと便利なものが登場したからにすぎない。経済と技術の問題なのである。人間はみんな平等だという信念とか万人に降り注ぐ神の愛とかいうのはあまり関係がないのだ（ちなみにこのあたりの理り屈くつは女性の社会進出と男女平等の確立にもほとんど当てはまる）。

　そのあたりは、チキュウでもっとも奴隷、あるいは奴隷にきわめて近い人間の扱いが持続した環境を考えてみればよくわかる。たとえば奴隷制廃はい止し論ろんで国が割れてとうとう内戦になってしまったアメリカの南北戦争──奴隷制継続を主張した南部の主要産業は綿花の栽培で、これは綿花の収しゆう穫かくが馬にはおきかえられなかったからである。もうひとつは炭たん鉱こう、ことに19世紀イギリスの炭鉱はかなりムチャクチャであった。暖房や蒸じよう気き機き関かんの燃料にするために掘っているのだが、基本的に道具はスコップとツルハシだけだし、坑道も狭せまいので、そういう場所にも入りこみやすい子こ供どもを大量に使っていた。もちろん馬も使われてはいた──小こ柄がらなポニーがクレーンで地下に下ろされ、死ぬまでトロッコを牽ひいたりはしていたが、最も危き険けんな作業に従じゆう事じするのは人間で、そこに子供の姿が必ずあった。というわけなので、ヴィクトリア時代を描えがいた小説や映画やアニメやコミックに登場する炭鉱街の元気な子供というのは奴隷と労働者の境きよう界かい線せん上にいる存そん在ざいとおもったほうがいい。これもイヤな話だが本当だ。日本史の用語集を開けばたぶんのっている明治日本の絹糸生産、ブンガク的にいえばああ野の麦むぎ峠とうげな女工哀あい史しにも似たような背景がある。

　で、えーと、馬車の話に戻もどそう。

　というわけで現在のブラントラント主要国には基き本ほん的に生まれついての奴隷はいない。戦利品の一種としての戦争奴隷を二級臣民として扱うランバルトのような国もあるが、その状態が続くのは長くても10年ほどで、大たい抵ていは“〝解放”〟されてしまう。実じつ際さいの生活もムチでびしばし、というよりはランバルト人たちが手をつけたがらない辛つらくて稼かせぎの少ない仕事にしかつけない、というものである（いやま、それはそれですんごく大変だけど）。奴隷というよりは奴隷的労働に従じゆう事じさせられるプロレタリアートろうどうしやというわけだ。

　最悪の場合でも、奴隷の子供だからやっぱり奴隷、ということにはならない。それどころか、たとえ奴隷の子供でもランバルト領内で生まれた限かぎりは先祖代々ランバルト臣民であった者たちと同じ扱いになる。そのほうが新しん規きの人材を発はつ掘くつしやすく、またそういう人材が社会で地位を占しめることで国家の活力が増ますからだ。その意味でランバルトはエリアの存在である『王国』というよりは世界的な存在である『帝てい国こく』と化しているのかもしれない。

　ともかく、最悪でもその程てい度どということだ。モノホンの奴隷はいない（裸はだかで首輪だけつけてご主人様、とかいったりする趣しゆ味みの人はいるかもしれないが）。技ぎ術じゆつの改善に加え、飼料の生産が増大して餌えさの問題も解決し、馬の方が効こう率りつ的になったからだ。扱いが悪いと反はん乱らんをおこすわ、旦だん那なでは満足できない美人の奥おく様さまの愛人になったりするわという奴隷は必要がなくなったのである。どの国の法でも禁きん止しされてもいる。ま、それぐらい馬があちこちで用いられているということだ。

　おかげで馬車も発達した。

　馬車というのは貧びん乏ぼうな国ではあまり便利に使えない。地面が柔やわらかかったりすると動けなくなったり重いものを運べなくなったりするからである。だもんだから馬車利用には道路の発達が不ふ可か欠けつになる。でもって立りつ派ぱな道路を敷しいたり維い持じしたりするのは高速道路の利用料がよくあがることや高速道路公こう団だんなどというものがあることからわかるとおり、莫ばく大だいなお金と大きな組そ織しきが必要だ。チキュウで道路網もうをまず発達させたのは中国の王朝だったり古代ローマだったりするのはそういうわけである。なお、ブラントラントにおいて最初に街かい道どうを整せい備びしたのはランバルトで、それに続いたのは魔王領だった。むろん現在はコレバーンやパライソにもそれなりに整備された街道網がある。だから、ゴルソン大陸の主要国では馬車を大量に利用しており、またそれを軍事輸ゆ送そうに用いることもできる。

　おかげで馬車技術もそこそこ発達している。高級な馬車は足回りにバネを──つまりサスペンションを備そなえるようになっていた。車輪の外周に板金を巻まくのはむろんだが、最近では板金と車輪の間に煮に込こむと柔じゆう軟なん性せいの高い固体になるクニャンコの樹じゆ液えきでつくった緩かん衝しよう材ざいをサンドイッチにしたものも登場していた。おかげで、それなりの整備を受けた道であれば移い動どうできる距きよ離りは延のびそれに必要な時間も短くはなっている。

　しかし……問題はそんなところにあるのではなかった（ようやく本題に戻ってきた）。

“〝動力源げん”〟である馬については基本的な変化がないからである。

　馬というのはともかくデリケートな生き物だ。剛士の故郷である日本のホッカイドウには熊くまのようにタフで大きな馬が輓ばん馬ばとして橇そりを牽ひくのに用いられていたし、ベルギーにはブラバゾン種という体重１トンにも達するものもいるが、でかいから鈍にぶいとかいうことはない。ともかく馬という種全体がガラスなハートの持ち主なのである。本気で仕事をしてもらおうと望むのであれば、小馬のころから愛あい情じようを傾かたむけて育て、飼かい主とのあいだに信しん頼らい関係を築かなければならない。でないと、噛かんだり蹴けったりという悪いクセがついて、あまり役に立たなくなる。

　体調を維持するのもかなりの苦労がある。

　毎日きちんと馬車を牽けるようにしておくにはきちんと身体からだをマッサージしてやったり、腹はらを壊こわしやすいのでぬるま湯を飲ませたり、やはり腹を壊してしまうので消化に悪い青草なんぞを食わせてばかりはいられない。キツイ仕事をする馬の場合、１日１頭あたり干ほし草が１キロ、チキュウならカラスムギ、ブラントラントならツバクロムギが１・３キロは必要とされる。それぐらいなら大したことねーじゃん、とおもうがアレ、おファンタジア界ではおおむね冒ぼう険けん者しやのベッドと化す運命にある干し草が問題なのだ。

　なにが問題かといえば、ベッドの代用品になりうるというその特性であった。要するにやたらとかさばるのである。

　でもって、戦争ともなるとそのかさばる物を運ばねばならない。何を使って？　戦争だから駅伝制せい度ど（わからない人は高校世界史用語集を参照）のように途と中ちゆうでそういうものが準じゆん備びされているわけではない。むろん、敵てき地ちで充じゆう分ぶんな物ぶつ資しが手に入ると期待して戦争するのはよほどのバカかやけくそな奴やつだけである。そうなのだ。

　馬車で運ぶしかない。

　でもって、仮かりにある馬車で、それを牽ひく馬が必要とする干し草やツバクロムギ──つまり秣まぐさを運ぶ場合、他のものを運ぶ余よ裕ゆうはほとんどなくなってしまう。しかしイロイロと運ばねば戦争は続けられない。

　だからこういうことになる。部隊が必要とする食しよく糧りようを充分に運ぶためには、秣を減へらさねばならず、秣を減らすとお馬さんが当然なんかイヤな気分になるので食糧の輸送量が低下して……と、悪循じゆん環かんに陥おちいってしまうのだ。これを抜けだす手段は、お馬さんに頼っているかぎり、現地での徴ちよう発はつと掠りやく奪だつ以外にない。おまけにこのお馬さん、１日あたり20リットルはぬるま湯を飲むから、水と薪たきぎ、でもって一度にごっそりと沸わかせる大おお鍋なべなんかも必要になる。ともかくやたらと手間がかかるのである。

「ずいぶん気を使ったつもりだけど、やっぱ馬車は……」ラズアはうめいた。

「遅おくれています。どうにもなりません」ドワズは肩かたをすくめた。

　そうなのであった。荷物を山積みにした馬車はともかくのろいのである。部隊の進軍にどんどん遅れてしまう。進軍の場合、補ほ給きゆう部隊は隊列の後ろに位置するから、そのままさよーならー、になることも多い。

　でもって、駅伝制度にバックアップされていない馬車のスピードを速くする方法はない。無理に急がせるとお馬さんがバタバタと死んでしまう。荷物を減らして馬車を増やしても全然解決にはならない。それだけお馬さんの数が増え、運ぶべき秣の量が増大するからである。

　となると当然、兵隊さんの食糧が不足することになる。それを予よ想そうしたラズアはかなり……いや、ムチャクチャ無理をして移い動どう式の焼やき窯がまを進ませ、そこで占領したサバロアから得た穀こく物もつから圧あつ縮しゆくブレッドをつくらせたのだが、作戦目的を考えるならばそれだけやってもどうにかぎりぎり、というところにすぎなかった。

「ともかく進むしかないからな」ラズアはいった。「たとえ敵がなにを企たくらんでいようと、首都の後方に潜もぐりこまれるのは悪あく夢む以外のなにものでもないんだから」

「ええ、そのとおりです」ドワズはうなずいた。「本当ならラウートを落としておきたいところですが。あの街には街かい道どうが集中していますから」

「理り屈くつはそうだけど、それをやったら敵の手にのることになる。サバロアでの野戦でアレだよ？　本気で守りに入られたら、そう簡かん単たんに落とせるもんじゃない──俺おれたちはともかく敵の内うち懐ぶところへ突き進んでただひたすらに混こん乱らんさせる、それしかないよ。それがもっとも作戦目的にあった行動だ」

　ラズアの声には苦いものがふくまれていた。ドワズは心配そうに若わかきカディウスの横顔をのぞきみたが、むしろ大いに心強さを覚えることになった。そこに浮かんでいたのは誰だれの目にも疑うたがいようのないもの、勝利を求める強きよう烈れつな意い志しだったのである。
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　勝利を求める意志は激げき戦せんのくりひろげられているワルキュラ東部戦線でも違ちがいがなかった。いや、実際に戦いをくりひろげているだけあって、さらに固いものになっていたといっていい。

　が、現げん実じつから受けるショックを無む視しできるわけではない。



　攻こう撃げきを開始したとき、ベインの丘からは戦場の様子がおおむね見み渡わたせていた。が、いまはそうでもない。焼しよう夷い弾だん爆ばく撃げきや敵味方の用いた魔ま法ほうが空気の透とう明めい度どをがっくりと落としていた。お互たがいの魔法妨ぼう害がいが本ほん格かく化かしているため、魔法で状じよう況きようをつかむことも難むずかしくなっている。それどころか、連れん絡らくもできない。となれば伝令に頼たよるしかないが、報ほう告こくを受け取り、命令をだして……というやりとりには悪くすると１時間もかかるようになっている。

「えずい戦いくさになったなぁ」

　リュクスがうめいた。望ぼう遠えん鏡きようをおろしたかれの顔はさすがに突っ張っている。

「損そん害がいが多すぎる」ウランコールも認みとめた。「戦果があがっていなければ、攻撃中止を命じるところだ」

　射しや程てい５キロに達するバリスタを保ほ有ゆうしていることからわかるように、もともと魔王軍は長射程兵器で優ゆう位いに立っていた。ランバルト軍もその点は充分に認にん識しきしており、かれらが攻撃力で相対的な優位を得ている魔ま導どう士しに支し援えんさせることで敵の優勢を打ち消すよう努力し、それにある程度は成功し──総体での優位を獲かく得とくしてさえいる。

　だが、いまこの場でどちらが成功をおさめているのか、簡単には判断がつかなかった。

　ウランコール衝撃軍は北から順にハルラン槍そう兵へい団だん、チェドラル農兵団、ガスロー槍術栄光団の三隊で敵陣へ迫せまり、それをストニア、マクモガン、シュトス弩兵隊をはじめとする支援部隊でバックアップしている。攻撃正面は合計して約３キロだ。そしてすべての正面である程度の戦果があがっていた。ハルラン槍兵団とガスロー槍術栄光団それぞれ北と南で魔王軍の陣地に突入し、白兵戦を繰り広げている。チェドラル農兵団も徐じよ々じよに敵を圧あつ倒とうしつつあった。それは、いい。

　問題は損害だった。バリスタにしろ魔法にしろ全力を発はつ揮きできない状態にもちこんでいるはずなのに、兵たちはバタバタと倒たおれている。理由は、はっきりしていた。まずあげられるのは、魔王軍の投入した連発ボウガンと、魔族兵たちの異い様ようなまでに高い戦意モラールだ。

　そして重要なもの、いや、もっとも大きな影えい響きようを与あたえているものがある。

　陣地だった。

　ウランコールにしろリュクスにしろ陣地について無知なわけではない。陣地と要よう塞さいには似にた部分が多いし、野外を行動中の部隊が簡単な障害物をつくって敵の攻撃に備えることはよくある。かれらはこれまでの経験と戦訓から、ある程度の損害を覚かく悟ごして攻撃を開始した。軍の首しゆ脳のう部ぶとしては当然の判断だ。しかし、予想もしていなかった事態がひとつだけあった。

「いつまでたっても戦いをやめんとは」ウランコールはうめいた。

　これまでの戦いは野戦でも要塞戦でも都市攻こう略りやく戦せんでもベーシックな部分でその展開に差がなかった。だれの目にも明らかな『あ、だめじゃん』という破断界が存在したのである。野戦ならばそれは戦列が崩くずれる瞬しゆん間かんだし、要塞戦では城じよう壁へきが打ち崩されるか、攻撃側が内部へ部隊単位での突入を果たした瞬間だ。それが起きた瞬間、だれもが戦う意味のなくなったことを悟さとるのである。

　都市攻略戦でも、基本的には同じだった。なかに入られてしまえば終わりである。

　といっても、都市攻略戦という戦いはこれまで滅めつ多たにおこらなかった。戦争の基本は金かね儲もうけにあったからだ。となれば都市は金きん貨かを吐はきだすドラゴンのようなものである。戦いで、ぶち壊してしまっては意味がない。

　むろん軍事上の問題もあった。ことに周囲へ城塞をめぐらせたような要塞都市の場合、とてつもない損害を覚悟しないと攻略などできない。実は城内突入用の坑こう道どうや接せつ近きん壕ごうを掘ほって兵の損害を抑おさえたとしても本ほん質しつ的な解決にはならない。その工事にとてつもない時間がかかり、その間、軍を維い持じするのに大金がかかるからだ。

　だから、たいていの場合は敵軍の戦意が低い場合か食しよく糧りようが欠けつ乏ぼうしている場合にのみ包囲して、食糧がつきるか、やる気がなくなって交こう渉しようを持ちかけてくるのを待つことになる。無理をして攻せめたら街は燃もえるわ軍隊は大損害だわでは儲けにならないからだ。

　が、〈フェラール〉作戦は休戦など想そう定ていにいれていない。魔王領の崩壊が作戦目標である。だからこそ、政治的・経済的・心理的なショック効果の大きいワルキュラ攻略を中心に据すえたのだ。

　そしてワルキュラ攻略についてランバルト軍は、さほど難むずかしいとは考えていなかった。ワルキュラは要塞都市ではなく、守っているワルキュラ総軍も練度の低い部隊を多く含ふくんでいたからである。かれらがもっとも恐おそれたのは、オノデラゴウシが精せい鋭えい野戦軍を率ひきいて出撃し、機き動どう防ぼう御ぎよ戦せんを試みることだった。本人が聞けば『なにそれ』といいかねないが、すくなくともランバルト軍は部隊を柔じゆう軟なんに動かしてここかとおもえばまたあちら、な感じで最大限の戦果を追い求める魔王領総そう帥すいの能力を高く評ひよう価かしていた。だからこそ『たとえ一軍が敗れても、だれも後こう退たいなんかしない。ともかくあっちこっちからワルキュラを目指す』という考えようによっては始末におえない計画が立案されたわけだ。

　ワルキュラは、周辺の陣地線を城壁のように抜いてしまえば、一挙に崩れ始めるはず──だれもがそう信じていた。ウランコールとリュクスもそれは同じだった。事実、かれらの腹はら積づもりではウランコール衝しよう撃げき軍ぐんが市内への侵しん入にゆう路ろをつくりあげ、兵力の一部を市内に突入させて街の防ぼう衛えい体たい制せいを崩壊させ、後に続いているシレイラ軍が大だい魔ま城じようを攻略するという手順すらできあがっていた。獲とらぬ狸たぬきの皮算用というわけでもなかった。過か去この戦争では、都市攻略というイベントにいたったことは敵側の戦意が大いに低下していることを意味したからである。戦意が低下した国や軍隊は、本来の能力などとても発はつ揮きできない。

「なぜ崩れない」リュクスが罵ののしるようにいった。「突とつ破ぱした部隊はあのまま市内に突入しかねない、そう受け取るはずなのに」

　予想外の事態だった。魔王軍はともかく踏みとどまって戦い続けているのだ。崩ほう壊かいの兆きざしなど、どこにも見えない。

　おかげで損そん害がいが続出していた。兵たちも困こん惑わくしている。以前なら逃にげだしていたはずの敵がただひたすらに抵てい抗こうを続けているからだ。攻撃に投入した部隊の損害はすでに20パーセント近い。戦せん端たんをひらいて２時間あまりの戦せん闘とうとしては異常なほど大きかった。

　常じよう識しき的には、なにをすべきかわかっている。

　予よ備び隊たいを投入するのだ。敵のもっとも弱い部分にそのすべてを叩たたきつけ、決定的な突破を成立させ、ワルキュラ市内に突入、魔王軍の戦意を奪うばう。それ以外にない。

　が、ウランコールには迷まよいがあった。敵の意図が読めないからである。なにしろ相手はあのオノデラゴウシである。どんな汚きたない手を考えているか、知れたものではない。

「あ」リュクスが声を漏もらした。「イカンち」

「軍ぐん師し殿どの？」ウランコールはほっとしたようなおもいで若わかき軍師を見た。

「逆ぎやく襲しゆうを警けい戒かいすべきです、将しよう軍ぐん」リュクスはこたえた。

「こちらが攻めたてている現げん状じようでか！」ウランコールはさすがに驚いた。

「簡単な推すい量りようです」リュクスはこたえた。「伝令の報告では、正面の魔王軍はまだ予備隊を投入していません。陣地線を維持しようとしているならば、すでに逆襲を開始しているはずです」

　しゃがみこんだかれは近くに落ちていた小こ枝えだを手にし、地面にざっと線を引いた。

「これが魔王軍の防御線です」

　今度はそこに向かう矢印を三本描えがく。左右の二本を最初の線の向こうへのばした。

「で、現在わが軍は三隊で敵陣へ迫せまっているわけですが……左右の攻撃は比ひ較かく的うまくいっているようです。部分的には陣地を突破しています。中央の敵は抵抗が激しくて、ちょっと大変みたいですけど」

「説明はいい」ウランコールはさすがに焦じれていた。「要点をいいなさい」

「左右の陣地は突破できたんじゃありません。突破させてくれたんです」リュクスはいった。かれは中央の矢印を小枝で突つついた。

「チェドラル農兵団が中央の陣地を獲とらないかぎり、左右の部隊は突破直後の現状では──それぞれ敵中に孤こ立りつしているようなものです。連れん絡らくがきちんと届くなら話は全然違いますが、まずいです。おそらく、後方に伏ふく兵へいをかき集めてます。そうなんです。ひきずりこんだところを叩くつもりです。はいりこんでしまうとうまく後退なんかできっこないですから……奴やつらこそわれわれを殲せん滅めつしようとしている、そうに違いありません。戦果拡かく張ちようなんて考えちゃだめです」

「穴あなをあけたのに、騎き兵へいを投入しないというのか」

「ええ、騎兵を突っこませたら敵の思うツボです」

　ウランコールは眉まゆを寄よせた。受け入れるにはすこしだけ抵抗があった。二点で敵を突き崩すのは戦せん術じゆつ的にはちょっとした夢ゆめといっていいからである。敵は浮うき足あし立たつはずだし、うまく部隊を旋せん回かいさせることができれば、二点間に存在する敵を包囲殲滅できる。

　リュクスは、敵がそれを予想していた──いや、そういう状況をつくりだしたといっている。イニシアティブを握にぎっていたつもりが、実は敵に握られていたのだ、と。

　認みとめたくなかった。しかし相手はあの姑こ息そくきわまりないオノデラゴウシの率いる魔王軍だ。それに、魔王領はそれ以前から予備隊の保持と投入についてはなかなかのレベルにあった。

「代案は」ウランコールはたずねた。

「両りよう翼よくの部隊には敵を叩きだした陣地を抑えさせましょう。南北の側面は軍予備のヨムルト槍そう兵へい団だんとボールス槍兵団で警けい戒かいさせます。チェドラル農兵団には……魔法支援を集中して陣地を獲ってもらいましょう。支援にいくらか弓兵と弩ど兵を投入するのはむろんです。あとは……シレイラ軍が到とう着ちやくするまで、なるべく予備隊を保持して緊きん急きゆう事じ態たいに対する軍の柔じゆう軟なん性せいを維持しつつ、損害を低く抑えながらワルキュラへの突入路を確かく保ほします。満点にはほど遠いですが、それぐらいしかおもいつきません」

「市内突入を目指さないというのか」

「機会があればむろん試みます」リュクスはもはや遠えん慮りよを捨すてていた。「しかし、現状では敵の陣地を抑える以上の戦果を望んでもどーにもなりません。しくじると、ひどいことになります」

　相変わらずウランコールには受け入れがたい発想だった。戦術思想の差だ。かれのような生きつ粋すいのランバルト軍人はさきほども例にあげた第二次セントール会戦のような戦いに慣なれている。両軍が戦場にずらりと揃そろい、ドつきあい、戦列の崩れた側が敗走に陥おちいって終わる会戦形式の戦闘である。

　しかし、リュクスにはまた別の戦いが見えはじめているらしい。それがなんであるのかウランコールはまだ掴つかみきれていない。が、無む視ししてはいけない、と直感が強く囁ささやいている。

「よろしい」ほんの一いつ瞬しゆんだけ瞑めい目もくしたかれはリュクスに命じた。「軍師殿、おもったように処しよ置ちしてみられよ。責せき任にんはこのイーサン・ウランコールがとる」

　リュクスは嬉うれしそうにうなずいた。どれほど人としての欠点、限界があったとしても、さすがにランバルトの一軍を任まかされた男の言葉というほかなかった。



　晴れあがった空の高みに無数のペガサスが見えていた。が、いまのところ脅きよう威いではない。すべて東に向かっている。ワルキュラ爆ばく撃げきを終えて帰き還かんする部隊なのだ。

「かなり叩かれてしまったわ」東ウィヒト町にあるワルキュラ市立ウィヒト第一小学校──ほんの二週間ほど前まで子こ供どもたちの元気な声が響ひびいていた校こう舎しやの中央に設もうけられた時計台のバルコニーに立った迷めい彩さい服ふく姿すがたのダークエルフ女じよ性せい将しよう校こうがいった。真新しい大佐の階級章に加え、肩かたから参さん謀ぼうであることを教える飾かざ紐りひも──参さん謀ぼう飾しよく緒ちよをさげている。外見はひとことでいって、妖よう艶えんそのもののえっちぃお姉さんだ。だが、いま彼女の艶あでやかな面おも立だちに浮うかんでいるものはとてつもなく重い。視線は無数の黒こく煙えんを立ちのぼらせるワルキュラと当方の戦場へ交こう互ごに向けられていた。

「覚かく悟ごのうえさ。すくなくとも総そう帥すい閣かつ下かはね」彼女と同じ迷彩服に加え、手作りらしいシタール革のベストを身につけた魔都防ぼう衛えい兵へい団だん〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵団長であるジョス・グレナム少将はこたえた。ふざけたような口ぶりは普ふ段だんと変わらないが、瞳ひとみは鋼こう鉄てつのような色になっている。



    

  
    
      「あなたはどうなの」女性参謀──メイム・カスターリャ大佐はたずねた。

「できることならメイムと二人で敵に殴なぐりこみたい。ありとあらゆる魔法を片かたっ端ぱしから使って、ランバルト軍をぐちゃぐちゃにしてやりたい」ジョスはこたえた。言葉とは裏うら腹はらの静かな声だった。

「わたしも、同じよ」

「けど、そうすると……たぶん、１０００人も倒さないうちに心中することになっちまう。メイムと一いつ緒しよに死ねるのはいいけど、戦争にはなんの影えい響きようも与あたえないよ」

「そしてわたしたちは勝たなければならない──いままでのように“〝負けない”〟だけでは解決につながらないから。そうよね？」

　ジョスはにやりとした。

「やっぱりあんたに童どう貞ていを捧ささげたのは間ま違ちがいじゃなかったよ、メイム」

「あなたの女になったことを後こう悔かいしたことは一度もないわ、ジョス・グレナム！　腹はらが立つのは毎まい晩ばんだけど」

「安心しろよ、すくなくともいまのところは遊んでいるヒマはないから」

　メイムに軽くキスしたジョスはあらためて東へ向き直り、遠えん距きよ離りの光景をつかむファー・サーチの呪じゆ文もんを唱えた。すぐに小さな罵りを漏もらす。

「安定しないな。そっちも試ためしてみてくれないか」

「ええ」メイムも即そく座ざに同じ呪文を唱えた。眉まゆを寄よせる。「よほど強きよう烈れつな対たい抗こう魔ま法ほうがかけられているみたいね」

「戦せん術じゆつジンネット自体はスムーズなんだけどな」

「新しい戦術だわ、きっと」

　さすがにその道をきわめた大魔導士だけのことはあり、メイムの判はん断だんは素す早ばやく、的確だった。

　攻こう撃げき魔法による被ひ害がいを抑おさえるために防御魔法を用いる。これが、魔法戦術の基本だ。ファイアーボールの攻撃をウォーター・シールドで弱めたりするというアレである。

　ただし、戦闘用魔法ばかりが戦場で用いられる魔法ではない。通信、情じよう報ほう収しゆう集しゆうなどにも大量に用いられる。魔導士たちがそのジャンルでも戦い続けねばならなくなったのは必然だった。味方の状況を魔法で常つねに確認されたり、魔法による遠距離通信を傍ぼう受じゆされたりしていてはとても戦争にならないからだ。カードや牌パイをすべて曝さらしてギャンブルをするバカはいない。

　だから、魔導士たちは敵が用いるさまざまな魔法を邪魔しあう。魔王軍がＭＷ──魔法戦マジカル・ウオーフエアと呼ぶ戦いである。さきほどの譬たとえからいえば、敵のカードや牌はすべてのぞけるのに、こちらのカードや牌はすべて伏ふせられている状態をつくりあげようとするわけだ。その技術は、けっしてワンパターンではない。

　魔王軍でいえば、魔法戦は二つに大別されている。防御的魔法戦ＭＷ／Ｄと攻撃的魔法戦ＭＷ／Ａだ。

　防御的魔法戦ではほとんど魔法が使われない。そのかわりに、魔導士たちの魔法的なセンスがフルに活用される。敵の発した魔法からその位置を特定したり、魔法通信を傍ぼう受じゆしたり……と、ともかく敵が放つ魔法から必要な情報を得ることを目的としている。

　一方、攻撃的魔法戦は力を振ふり絞しぼったドつきあいと化す。ともかく力を振り絞って敵の魔法を別の魔法で妨ぼう害がいしあうのだ。いわゆる魔導妨害マジツク・ジヤミングというやつである。ちなみに、魔法対策（ＭＣＭ）のほうは魔法以外の方法もふくめた魔法妨害まであらわす言葉だ。

　ジョスは一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉とじ、なにかをつぶやいた。精せい霊れいさんとお話をしたのだ。

「たしかに、精霊波の念ねん域いきを絞ってるな──まるで俺おれたちのジャミングみたいだ」

「ランバルトにもいい魔導士はいるから──フレディア・メルクリウスとか、エレトニー・ヨハンとか、ゲオルク・ミカエルとか……やだ、なんかランバルトのハードゲイ協会の名めい簿ぼを読んでるみたい」

「まあ、あっちの方向性と白魔法力は無関係、でもないか、ともかく学んだのさ、連中も。これまでは力ちから任まかせの広念域全精霊妨害方式バラージ・ジヤミングだったから、疲つかれやすかった。白魔法だからよけいにそうだった」

　そのとおりだった。これまでのランバルト軍による攻撃的魔法戦は、いわゆるハッテン場のホモ方式──ともかく魔力が及およぶ範はん囲いにいる精霊さんすべてに声をかけまくるというものだったのである。精霊さんもノーマルな方が多いので、げっ、ホモはちょっと、と逃にげ回り、結果として魔法がきわめて用いにくい状態になってしまうというやつだ。

　一方、これまでおもに魔王軍が用いてきた攻撃的魔法戦は、特定の精霊さんにだけ声をかけて誘さそったり焦じらしたりツンツンしたりデレデレしたりするというまことにテクニカルかつ昨今のオタク系けい流行におもねったものだった。狭念域特定精霊妨害方式ツンデレ・ジヤミングと呼ばれるこの魔導技術は、持続力はあるものの、一撃の力では人族系白魔法に及ばない魔王領の黒魔導士たちのために開発されたものである。以前から用いられてはいたが、その真しん価かが発はつ揮きされたのは小野寺剛士の実じつ施しした〈メリー・クリスマス〉作戦が初めてといっていい。この戦いにおける第11魔導連隊・臨編空中魔法少女隊によるウルリス全域への攻撃的魔法戦は、ランバルト側の魔法をほぼ完全に妨害してしまった。

　そしていま、ワルキュラ攻略に着手したランバルト軍は魔王軍をまねたツンデレ・ジャミングを仕掛けてきている。ジョスやメイムのような大魔導士の魔法にさえ影響を及ぼしているのだから、よほど巧たくみなものと考えるよりない。

「お互たがいに頭はついてるもんな。ま、戦争ってことさ」苦笑いを浮かべたジョスはいった。

「では」態度をあらためたメイムがたずねた。「逆襲実施は予定どおりでよろしいのですね、兵団長？」

「むろんだ、作戦参さん謀ぼう」ジョスはうなずいた。そして、にやっと顔を崩くずしたあとでつけくわえた。

「なにしろショウはもう始まっちまった。となれば踊おどるほかないさ。メイム、そうだろう？」



「ファー・サーチは徹てつ底てい的に妨害されています」

　ウランコールに呼よばれた筋きん肉にくもりもり、刈かりあげ、ナマズ髭ひげの巨きよ漢かんが報ほう告こくした。ただし、声は裏うら声ごえだ。ワルキュラ侵しん攻こうにあたってウランコール衝しよう撃げき軍に組みこまれた魔ま導どう士し部隊の主力であるメルクリウス魔ま術じゆつ同どう胞ほう団だんの長、フレディア・メルクリウスである。

　ランバルトにこの人ありと知られた大魔導士だが、同時に、ブラントラントのハードゲイ界にこの人あり、ともいわれている。ちなみに趣しゆ味みは網あみ目めのランニングとぴちぴちの革かわパンツを穿はいてステージで熱唱することであり、そのライブの模も様ようはＭＮＮによって全ブラントラントに中ちゆう継けいされ、でもっておまけに魔王領最大手──つまりブラントラント最大の娯ご楽らくメディア企き業ぎようであるＭＢＳ・モリタから魔導ディスクが何枚まいも発売され、すべてミリオンセラーを記録しているイロイロな意味でものすごい人であった。

　そして、ものすごい人だけあって状況の把は握あくは的確だった。いまこの戦場では、史上まれにみる激はげしさの目に見えない魔法戦が繰くり広げられている。

「保もつのか」ウランコールは短くたずねた。当然の質問である。ブラントラントの人族系国家の魔導士たちがおもに用いている白魔法は、一撃の威力が強力なぶん、術力を急速に消しよう耗もうさせる。

「その点はなんとか」メルクリウスはこたえた。「戦術を変へん更こうしましたので」

「つ、ツンデレ・ジャミングってやつですか」なんとかウルリス訛なまりにあわせた（でも発音はかなり違う）リュクス・アガザイバ・ダンノールがたずねた。腰こしが引けている。地方出身者だけあって、ハードゲイな人が珍めずらしいのだ。いまこの瞬間におもいついた壮そう大だいな設せつ定ていのごく一部（もちろん使い捨すて）を引用するならば、地方の魔導士はメルクリウスほど堂々としておらず、いわゆる隠かくれホモが多い。

　むろんメルクリウスは少なからずムッとした。ハードゲイな人だって好みにはうるさいのである。大魔導士で大スターで大富豪（ＭＢＳ・モリタは著作権保護に熱心で、たとえ敵国人だろうと、払うべきものは第三国経由で払うのだ）と三つもビッグが揃った──実は四つだが、書くのはイヤだ──かれであれば、別にハッテン場に出かけずともアヌスを捧ささげたいという美少年や美青年や筋骨たくましい連中が群むらがってくる。昨夜だってとあるブロンドの美形騎き士しをかれにとっては正しい道に目覚めさせたばかりであった。率そつ直ちよくにいってぐにゃぐにゃしたリュクスのような少年はお好みではないのである。いやもちろん、いまは軍の作戦行動中であるから、そうしたことは口にできない。ラインではなくスタッフではあるものの、軍においてはリュクスのほうがエライし、なにしろかれはシレイラちゃん直じき々じきの任命である。

「軍ぐん師し殿どのはもっと堂々とされたほうがいい。わたしの立場にもかかわるのだからな」ウランコールがさっといった。それとなくリュクスを諭さとしたのだ。

　リュクスはもちろんバカではない。即そく座ざに態たい度どをあらため、たずねなおした。

「こちらの動きだけが漏もれてる、ということはないですよね」

「ないですよ。魔法の強度そのものはこちらのほうが上です。すくなくとも正面の敵に関しては通信も妨害できています」メルクリウスはこたえた。まだいくらかスねた態度である。イロイロな意味でビッグな人だけあって一度臍へそを曲げてしまうと難むずかしいのだ。



    

  
    
      「このまま、続けられますか」

「さきほど将しよう軍ぐんに報ほう告こくしたでしょう」

（これだからモーホーは、合わん）

　リュクスはおもったが、さすがに態度へはあらわさなかった。しかしこれ以上詫わびるつもりもない。というより、伝えられた情報からおもい浮うかんだもののほうが気にかかった。

　だから、ウランコールへ向き直った。

「将軍、よろしいとおもいます。相手がこちらの動きをつかむと、ロクなことになりません」

「よろしい、はじめなさい」

　ウランコールはうなずいた。一いつ瞬しゆんだけ支し援えんのために投入される予よ備び隊たいに目を向ける。そこにはマラックス弓兵隊も含ふくまれていたのだった。



　リュクスが予想した魔王軍の行動、かれが立案した対たい抗こう策さくはかれの天才を証しよう明めいしていた。ジョス・グレナムが計画していたのはまさにそれだったからである。

　だが、戦術的な限げん界かいがリュクスの邪じや魔まをした。魔導妨害によって即座に味方へ連れん絡らくをとる手しゆ段だんが失われていたため、投入された部隊へ命令の変更を伝えるのに手間がかかった。

「兵団本部ＣＯＭＣＯＭと兵団主要部ぶ署しよの通信線確かく立りつを確かく認にん。精せい霊れい波は変調頻ひん度ど６・３。敵妨害は従じゆう来らい波長に集中。なお、前線部隊の野戦用ＰＪＳ運用に若じやつ干かんの支し障しようが生じています」

「第２旅団コンバット・Ｃグループ・ＧアメジストＡ、逆襲発起位置への展てん開かいを完かん了りようしました」

「第２旅団コンバット・Ｃグループ・ＧブラッドストーンＢ、急速展開の準じゆん備びを終わりました」

「兵団バリスタ本部ＣＯＭＢＡＬＣＯＭより報告。魔導弾３００発、対・対抗魔法処置終わり。なお、魔導士疲ひ労ろうのため現状でこれ以上の処置は不可能」

「第３旅団各戦闘群コンバツト・グループは南方を突破せる敵槍兵隊への伏撃準備を完成」

「野戦Ｆ精霊化Ｊ情報Ｉ管理ＭシステムＳ、お願いレベルを変更。敵マジック・ジャミングによる効率低下は10パーセント」

　とてもそこに兵団本部（司令部）があるとはおもえないように偽ぎ装そうされたウィヒト第一小学校の地下倉庫に逆襲の準備がほぼ終わったことを示しめすオペレーターたちの報告が次々に響ひびいていた。兵団首しゆ脳のう部はむろん揃い踏ぶみだ。

「敵の動きに変化は」教室からもちこまれた子こ供どもの椅い子すにだらしなく腰掛けたジョスはたずねた。大人が使うには背せの低すぎる机つくえを肘ひじ置おきがわりにしている。

「おもったほど動きが早くありません」情報参さん謀ぼうのドワーフ、マイドラ中佐が刈かり上げたブラウンの髪かみをなでながら応おうじた。「たしかに予備隊投入の動きはありますが、まっすぐに押おし寄よせるという印象からはほど遠いです。側面を強化しようとしているのかもしれません」

「こっちの意図を読まれたということか」ジョスは溜ため息いきをついた。

「計画を修正されますか」参謀長の人族、ラガラン准じゆん将しようがそっとたずねた。貴き族ぞく的な面おも立だちを備えた長身の若わか者ものに見える。といっても実年ねん齢れいは70歳を超こえていた。としの影響が肉体にあらわれていないのは、むろん、魔王領で魔族とともに暮くらしているからである。

「こういうとき、ランバルト軍はなにを考えているんだろう」ジョスはつぶやくようにいった。

「並なみの騎き士しや指し揮き官は将軍を罵ののしっているでしょう」ラガランは断だん言げんした。かれの言葉には裏うら付づけがある。30年ほど前に魔王領へ亡ぼう命めいしてくるまで、ランバルトの騎士だったのだ。

「むろん首脳部はただびびっているワケじゃない、と」微笑ほほえみながらジョスはいった。

「イーサン・ウランコールは見かけとは裏腹の智ち将しようという評判です──未確認情報ですが、摂せつ政しようの宮みやじきじきにスカウトした軍師をつけられているようですし」

　ジョスは天てん井じようを仰あおぎ、それから右肘をあずけていた机に目をやった。天板にはいくつもの子供っぽいいたずら書きがあり、そのひとつがはっきりと読み取れた。マルムはメディータが好き。

「稼かせげるだけ稼ごう」一瞬だけ目を細めたあとでさっと顔をあげ、壁かべに張はられた精霊式ＧＴＳの表ひよう示じを見つめたジョスはいった。ノートサイズの精霊式カリキュレート・エンジン（ていうか要するに魔導コンピュータ）で情報を確認していたメイムを見た。彼女は顔もあげない。異い論ろんはないということだ。

　おもわず微笑みが浮かぶ。メイムのそういうところが好きだった。兵団長と作戦参謀が人前でなれあいすぎることのマイナスをしっかりと計算しているのだ。

「参謀長。前倒しで開始だ。行動の詳しよう細さい、開始時期については各旅団に任せる」

「早めるんですか」さすがにラガランは驚おどろいていた。

「遅おそくていいのはお家に帰る時間だけさ」ジョスは笑った。指先で机のいたずら書きをなで続けていた。



　ゴスタン大たい尉いの中隊、その北と南の陣じん地ちを“〝突とつ破ぱ”〟したランバルト軍は部隊の一部を陣地の制せい圧あつに残し、そのままワルキュラに向けて前進していた。むろん命令変更を伝える伝令はかれらに向かっていたが、まだ到とう着ちやくしていない。

　南側の陣地を突破したガスロー槍術栄光団はこの時点で約４０００名だった兵員のうち７００名以上の損そん害がいをだしていた。陣地の制圧に５００名ほどを残したので、陣地の西側で戦列を組み直したのは約２８００名である。支援部隊であるロサイア弓兵隊とシュトス弩兵隊、マガサイア独どく立りつ魔導隊が後方に続いているが、いずれも魔王軍の猛もう烈れつな防ぼう御ぎよ射しや撃げきによって無む視しできない痛いた手でを受けている。

　その損害が示すように、陣地攻撃と突破は血まみれの、容よう赦しやのない戦闘だった。戦意が高いため脱だつ走そう兵へいはでなかったが、精せい神しんをやられるものは何人もいた。損害として数えられない軽傷者も多数いる。ガスロー槍術栄光団を率ひきいる王国騎士イムル・ロンデボークもその一人だった。兵たちを鼓こ舞ぶするためにみずから槍やりを振ふるって敵陣に飛びこみ、ボウガンの矢し弾だんを浴びたのだ。命中角度が浅かったためだろう、軽いが強きよう靭じんなランバル銀の鎧よろいのおかげで矢弾は弾はじけたが、いまだ肩かたにうずくような痛みがある。

「あなたまで徒かちで進まれるつもりですか」副団長のアビン・グラスが埃ほこりと血で汚よごれた顔に難むずかしいものを浮かべ、いった。

「かわりの馬が手に入らないからね」イムルはちらっと微笑んでみせた。かれの馬は魔王軍のアーバレストが放った矢弾を浴びて倒れたのだ。そしてその価か値ちはあった。魔族兵たちは陣地からほぼ叩たたきだされたし、なにより若わかき指揮官に対する兵たちの信頼が一挙に高まった。イムルはガスロー流柔じゆう術じゆつの宗そう家けであるガスロー家の次女と結けつ婚こんしたおかげでこの部隊の指揮を任された若者だったから、これまで、決してウケが良いとはいえない立場だったのだ。

「それに、われわれはまだまだ充じゆう分ぶんな攻撃力を維い持じしている」イムルは続けていった。

　グラスはうなずいた。その点は疑ぎ問もんがなかった。

　ここであらら、とおもった人はチキュウの、現代の軍事ノリを中ちゆう途と半はん端ぱにあがめていることになる。ランバルトのような軍事制せい度どの国の場合、20パーセント程てい度どの損害で前線から外すべき状態になる軍隊とは本質的な部分で異ことなっている。

　なぜかっていえば、部隊の人数＝戦闘員だからだ。20世紀以降のチキュウの軍隊のように、主に兵站ロジステイツクを強化するため、部隊の中での戦闘員の比ひ率りつがぐんぐんと低下した組そ織しきではない。

　チキュウの現代軍隊ではだからこそ20パーセントの損害が大惨さん事じになる。損害の大部分は、比率の低下した戦闘員のなかで生じるからだ。だから、部隊を後方に下げてしまうのは正しい。支援部隊ばかりいくら元気でも戦争はできない。どれほど技術が高度になろうと、最後の勝負を決めるのは銃を手にして敵と殺しあう兵隊たちだからだ。かれらの数が揃っていなくてはどうにもならない（師団全体で損害が90パーセントを超こえても戦い続けた日本帝国陸軍というおそるべき例もあるけれど、一いつ般ぱん的なものではない）。

　が、ランバルト軍では戦闘部隊はそのすべてが戦闘員だと考えていい。おまけに戦闘の基き本ほんは戦列の維い持じというハードだが単たん純じゆんな行こう為いで、隣となりにいた戦友が戦死したから部隊の行動に問題が生じる、というものではない。兵隊それぞれが何かの専せん門もん家かであり、専門教育を受けていない者には決してこなせない仕事を割り振られているチキュウの現代軍隊とは違うのだ。極端なことをいってしまえば、４０００人の部隊が４００人になっても指揮官がいて、兵隊に戦意がある限り戦い続けられるのである（だからこそ兵隊の戦意と戦列を維持することが重要になる）。ちなみに、これにはこれでおもいっきり軍事的な欠けつ陥かんがあったりするのだが、ともかく戦場では役に立つ編へん成せいである。

「隊列は手直しする必要がありますな」西をざっと眺ながめたグラスはいった。そこにひろがっているのはいくらか起き伏ふくを増ました野原や森、そしてさらにその先にある郊こう外がい住じゆう宅たく地ちである。はるか遠くに大魔ま城じようが霞かすんでいた。

「中隊横列に切り換かえよう」前線指揮官らしくイムルの判はん断だんは素す早ばやかった。中隊ごとに三列の横列を組ませ、それを縦たてに並べる隊列である。といってもただ縦に並べるのではなく先頭を進む小隊の左右後方に別の中隊横列が位置してカバーすることになる。いまの場合、弓兵隊や弩兵隊、それに魔導士隊の一部が中隊横列の作り上げた三角の内側に──つまり矢印でいえば軸じくをなす位置に布ふ陣じんすることになる。

　グラムが命令を伝えた。熟練した部隊だけあってさすがに反はん応のうが速い。たちまち隊列を組みかえた。

　イムルはただちに前進を命じた。南側ではチェドラル農兵団が死闘を繰くり広げているのが見えていたが、誰だれも気にしない。当然だった。部隊が事前に受けていた命令は敵陣の突破とワルキュラへの進撃である。それに、横列を基本として戦う部隊には、隊列の方向を変えて敵を攻撃するのはひどく難しかった。そしてなにより──かれらは、勝っていた。



「まだですか、大隊長」森の内側に部隊を伏せさせていたシス・ウルラ大尉は傍かたわらの上官にたずねた。その切せつ羽ぱ詰つまった顔はエルフに特有の優ゆう美びさを含ふくんだ面立ちを辛つらさを感じさせるほどに突っ張らせていた。

「落ち着け、第３中隊長」寸すん詰づまった身体からだに大きな頭、大きな鼻、子こ供どものように紅あかい頬ほお──〈東の鉄てつ壁ぺき〉師し団だん第２旅団Ａ戦闘群、すなわちコンバット・グループ・アメジストに配はい属ぞくされた第２１５種族混成大隊を率いるドワーフのグラムピィ少佐が応じた。気難しいうえに短気なことで知られているが、いまはじっとこらえている。ちなみにかれには鈍にぶかったり朝に弱かったりパレアナ症しよう候こう群ぐんだったり花粉症だったり引き籠こもりだったり物知りだったりする六人の兄弟がいて、若いころは兄弟揃って亡ぼう命めいしてきた外国のお姫ひめ様さまを集団レ……じゃなくて、助けたこともあった。なお、お姫様を通りすがりの王子様に押しつけたあとは、兄弟全員がよくわからない理由でリンゴが嫌きらいになった。

「しかし敵の斥せつ候こうはすでに通つう過かしました」

　ウルラ大尉は余よ裕ゆうの失われた顔で瞳ひとみをぎらつかせた。もともとはユーモアを解かいする青年将校だったが、ここのところそうした態度は失われている。ただし、戦意は高い。

　グラムピィ少佐はこの優ゆう秀しゆうなエルフの青年将校がどうしてそうなってしまったのか自分なりに理解しているつもりだった。故郷をみずからの手で壊こわさねばならなくなればだれでもすこしはおかしくもなる。だからこそ、ウルラの第３中隊を大隊直ちよつ轄かつにしたのだ。この若いエルフをムダに失いたくなかった。将来に期待していたのだ。

　グラムピィは魔導双眼鏡を構かまえた。路上に陣地を突破した敵軍の姿すがたが見えた。この辺りはセントール街かい道どうからはかなり離はなれているが、路上を進む限かぎりはなんの問題もない。なんといってもワルキュラの郊外なのだ。道路はよく整備されている。

　だが、ひとたび道をはずれると事情が変わる。森や丘、それに小川や池が点在しているからだ。横長の戦列で戦うランバルト軍の行動が制約されるのである。どちらかといえば隊列を組むのが苦手で、部隊を柔じゆう軟なんに動かすほうが得意な──散兵戦術が大好きな魔王軍のほうが優勢になる。

　敵軍を観察したグラムピィはぶつぶつといった。

「なるほどな、中隊横列を組んでいる。後ろはダンゴになってるんじゃない。先せん鋒ぽうのカバーをしている。くそっ、弓兵、弩兵……魔導士もいるぞ。騎兵は見えん」

　双眼鏡を腰こしのケースに戻したかれは家か宝ほうのモーニングスターを抜ぬき、肩にあてた。周囲の将校たちもそれぞれ自分の刀や剣けんを抜き放つ。ウルラ大尉のように、片かた手てに警けい察さつ用ようの小型ボウガンを持つ者も多い。

　時じ刻こくを確たしかめる。兵団本部から全軍に伝えられた新たな命令は、

『戦術的状況の許ゆるす限り、可か及きゆう的速すみやかに敵軍を攻こう撃げきせよ。実施の詳しよう細さいは現場指揮官に委い任にんす』

　となっている。事前の命令では攻撃する地点まで決められていたのだから、なにかよほどの理由があるとみていい。

　といってもグラムピィ少佐は自分の大隊にムダな苦労をさせるつもりはなかった。すべての指揮官が理想とするように、最小の損害で最大の戦果を得ようとしていた。

　決して、怯おびえているわけではない。過去20年あまり軍人として過ごしてきたかれは、すくなくとも消極性とは無む縁えんの魔族だった。かれの部下はほとんどがこの半年のあいだに軍へ入隊したものだったが、その点にも不安は抱いだかない。裏返して考えるなら、ほぼ半年のあいだ最新の戦術と装備にあわせた訓練を受けてきたばかりだといえるからだ。こういう場合、妙なクセのついてしまった古参兵よりかえって指し揮きしやすいかもしれない。

　もちろん、自分の考えていることが気休め以下の戯ざれ言ごとにすぎないことをグラムピィ少佐は承しよう知ちしている。すなわち恐きよう怖ふを紛まぎらわせるもっとも手軽な方法なのだ。

　先鋒の中隊が大隊の伏ふせている森の前を通りすぎていく。自分の鼓こ動どうが頭のなかで鳴り響いていた。唇くちびるは渇かわききっている。敵の魔導士は捜そう索さく魔法を用いていないのだろうか？　それとも、味方の対抗魔法がその効こう果かを完かん璧ぺきに封ふうじているのだろうか。もし、これが奴やつらの罠わなだったら……くそっ。くそっ。俺おれは一生森のなかで兄弟たちと宴えん会かいを繰くり広げているべきだったのかもしれない。俺たちが助けたお姫様はどこかの王子様と結けつ婚こんし、いまは体重が倍ちかくに増ふえ、何人もの子供がいる。それが現実というものだ。が、森のなかで楽しく暮らし続けていたら、また別のお姫様がやってきたかもしれないじゃないか。はいほぉ、はいほぉ……くそっ、仕事なんか大だい嫌きらいだったのに。

　進撃するランバルト軍の注意は前方──丘が道の両りよう脇わきに一番迫せまっている５００メートルほど西に進んだ場所に集中しているらしい。当然だ。かれらにとって部隊を展開できない場所で襲おそわれるほど恐おそろしいことはない。おそらくその手前、ちょっとした野原がひろがっているあたりで隊列を組み直すだろう。あらたな斥せつ候こうを派は遣けんするかもしれない。そうなっては面めん倒どうだ。部隊の損害が増ふえる。

　グラムピィ少佐は胸むねいっぱいに息を吸すいこんだ。迷まよいと恐おそれはそのままだったが、それより強いものが頭を埋うめつくした。純じゆん粋すいな怒いかりともいえるものだった。

　一瞬のち、すべてを捨すて去るような声でかれは叫さけんだ。

「大隊撃うてぇ！」

　伏ふせたままその瞬間を待っていたさまざまな種族の兵士たちが一いつ斉せいに１００式精霊化連発ショート・ボウガンを構え、トリガーを絞しぼった。何個ものウッドベースを同時に掻かき鳴らすような音とともに無数の矢し弾だんが敵の隊列に向け、放たれる。こればかりは事前の計画どおり、敵の魔導士や弓兵を狙ねらっていた。

　つい一カ月前までは学校の遠足などがおこなわれた野山はたちまちのうちに修しゆ羅ら場ばと化した。矢弾を浴びたランバルトの魔導士たちは防御魔法を口にするまもなく倒たおれ、それによって生じた魔法防御の隙すき間まをすり抜けるようにグラムピィ大隊の魔導士たちがファイアーボールを叩きこむ。炎ほのおが飛び散り、何人ものランバルト兵が絶ぜつ叫きようとともに燃もえあがった。

　しかしさすがはランバルト軍だった。自分たちも無数の矢弾にさらされながら向きを変えた弓兵たちが高い仰ぎよう角かくでロング・ボウを放ち始める。きつい山なりの弾道を描いて飛んだ矢は魔王軍の頭上から降ふり注ぐ。さまざまな種族の兵士たちに損害が続出した。

　すぐそばの地面に矢が突き刺さり、湿しめった音を立てた。グラムピィ少佐は表情を変えぬまま罵ののしった。

「くそっ、魔女の王おう妃ひの呪のろいか！」

「やつら、隊列を組み替かえかけてます」ウルラ大たい尉いが伝えた。それ以上はいわない。が、なにを進言しているのかは痛いたいほどにわかった。新型ボウガンを投入して待ち伏せをしかけても、戦場での優ゆう位いを維い持じできるわけではないのだ。結局のところそれは瞬間の効果であり、ただ兵器であるというだけにすぎない。

　そういうことかよ、グラムピィ少佐はおもった。畜ちく生しよう、そういうことなのか。いや、わかってはいたんだ、わかっては。積極的に認みとめたくはなかっただけなんだ。

「第３中隊突とつ撃げき準じゆん備び」かれは静かな声で命じた。

「了りよう解かい！　第３中隊突撃準備！」即そく座ざに飛び出しそうな勢いきおいでウルラが伝達する。

「精霊通信は使えるか」グラムピィは背はい後ごに控ひかえていたホビットの通信兵──小さな身体からだに戦術指揮統制用ＴＣＣＰ／可搬精霊化通信機Ｊ─ＣＯＭを担かついだ姿はランドセルを背負った小学一年生のようだった──にたずねた。

「使えます」

「第１、第２中隊に達しろ。ボウガン全力支援をもって第３中隊の突撃を支援。敵軍の混こん乱らんを確認したのち、これに続け」

「達します！　スノー・ホワイトより全部署、スノー・ホワイトより全部署……」通信兵は通信機のインカムへ命令を伝えた。

「大隊長！　第３中隊準備完成！」ウルラが報告した。

「よぉーし」グラムピィは鼻をますます紅あかくしながら命じた。「全魔導士、攻撃魔法三連詠唱！　大隊撃てぇ！」

　命令と同時に人体を燃もえあがらせ、あるいは凍こおらせ、または石化させる魔法が入り乱みだれて放たれた。直撃を逃のがれたランバルト軍魔導士が防御魔法で対抗するが、抑おさえきれない。たちまちのうちに２００人以上がさまざまなかたちで無残な死を迎むかえた。

　グラムピィはモーニングスターを掲かかげ、かつて森に響ひびかせたどんな歌声よりも大きな声で命じた。

「大隊突撃！　目標、前方の敵隊列支援部隊！　魔王領りよう万ばん歳ざい、総帥閣下万歳ヘール・ゴーシ！　突撃に……移うつれぇっ！」

　先頭をきってウルラ大たい尉いが飛びだす。中隊の兵士たちも魔族そのものの蛮ばん声せいとともにボウガンを乱らん射しやしつつ突撃を開始した。むろん、グラムピィも一いつ緒しよに突っこんでいる。かれらは混乱したランバルト軍の隊列側面をたちまち突とつ破ぱし、攻こう撃げき力は高いが直ちよく接せつ防御力はほとんど皆かい無むの魔導士や弓兵に襲いかかった。その結果は──乱戦である。隊列をもって戦うランバルト軍にとってはもっとも避さけるべき戦いであった。
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　大魔城地下に中央作戦指揮センターとはまた別の指揮施し設せつ、総そう帥すい戦せん略りやく指導室が設もうけられた理由はあっさりとしていた。名前にもあるとおり、ＣＯＣＣは“〝作戦”〟や実じつ務む的な“〝作業”〟を扱あつかう場所であり、戦いの激げき化かとともに、戦略レベルでの“〝指揮”〟を執とる施設として使いづらくなってしまったのである。実際、そこはいまやほとんど参さん謀ぼう総長アーシュラちゃんのスタッフに埋うめつくされており、事実上の参謀本部となっている。

「向こうにいなくていいの？」そのことを知っている剛士はたずねた。

「自分はまず、あなたのスタッフです」アーシュラはこたえた。

　あいかわらずにべもない調子だったが、剛士は微笑ほほえんだ。たとえどんな時であれ、美人のお姉さんがそばにいてくれるほど嬉うれしいことはない。

　かれらが座すわっているのは高校でいえば武ぶ道どう場のような広さのある部屋である。といっても内ない装そうはなんだかアヤしい。田中さん華はなやかなりし頃ころに改かい装そうされた部屋だからだ。

　壁かべに妙みような絵が飾かざられたり、ある種の傾けい向こうを持つ人々の魂たましいを震ふるわせる等身大人体彫ちよう刻こく（もちろん特とく殊しゆな少女のし←たぶん千葉弁）が一個大隊ぶんほど並ならべられているのは謁えつ見けん室しつとあまりかわらないが、なんというかその、表ひよう現げんというか芸げい術じゆつ的方向性せいというかリビドーというか、ともかくそうしたもののあらわれ方が問題であった。全ぜん裸らなのにハイソックスだけ履はいていたり、のけぞっているのに眼鏡めがねだけはずれていなかったり、身につけているものがランドセルだけだったり……とまあイロイロなのである。どうやら、魔族たちが魔王様にリラックスしていただくため、勝手にそういう内ない容ようにしてしまったらしい。いやま、魔族にも一生知らないでいたほうが健全であったロクでもないものに染そまってしまった連中は数多いから、そういう気き遣づかいをしてくれても不思議ではない。ちなみに部屋の旧きゆう称しようは魔王陛へい下か専せん用ようひみつ部屋である。あくまでも“〝ひみつ”〟であって“〝秘ひ密みつ”〟でないのは心に生なま暖あたたかい闇やみを抱いだいている人であれば説明の必要もないはずだ。もちろん、そうでない人にはどれだけ話しても理り解かいできないので、やっぱり説明しない。言葉というものが、ときにあまりにも無力であることの証しよう明めいである。

　ただし、このろくでもない内装は未完成だった。嬉しいことは嬉しいが完成までにかなり予算が必要なことがわかり、いくらなんでもそりゃマズい、と田中さんが改装を中止させたのだ（もちろんできあがったぶんは廃はい棄きなどはさせなかったが）。

　いま、この旧魔王陛下専用ひみつ部屋には大きな楕だ円えん形テーブルや精せい霊れい化か情じよう報ほう通信端たん末まつが置かれ、四面の壁すべてに大型精霊式ＧＴＳが備そなえられていた。おかげで奇き怪かいな絵は取り払はらわれたものの、あちこちに残ったままの１／１で18禁きんな等身大フィギュアがより目立つ結果になっている。

　右側の精霊式ＧＴＳに映されているワルキュラ防ぼう衛えい戦の戦せん況きようをちらりと見た剛士はいった。

「ジョスはうまくやってくれてるね」

　みなを見回した。傍かたわらに控ひかえているスフィアは当然として、アーシュラ、フィラ、セシエ、玉藻、とそのまあ、魔ま王おう領一いつ般ぱんの観かん測そくによるところの総帥閣かつ下かハーレム要員候こう補ほ揃そろい踏ぶみといったところである。事実上の最高戦争指導会議でもあった。

「すくなくとも〈ヤヌス〉作戦第一段だん階かいでの予想の範はん囲い内です。逆ぎやく襲しゆうそのものは70パーセントの成功というところでしょう」アーシュラはこたえた。「ランバルト軍に予測されたようです。突破させた部隊を壊かい乱らんさせましたが、後方の部隊は無理でした。損そん害がいは──外周防御線の一部が占せん領りようされましたが、〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵へい団だんの戦力損そん耗もうは５パーセント未満です。閣下の方ほう針しんに変へん更こうがないのであれば総軍直ちよつ轄かつ予よ備びの義ぎ勇ゆう部隊で補ほ充じゆうします」

「ああ、うん、いいけど。どんな部隊？」

「警けい察さつ義勇大隊〈ハリィ・キャラハン〉です。ワルキュラ警察の、元軍人や戦意の高い者たちを集めた部隊です。指揮官のポタァ警部はまだ少年ですが、ワルキュラ警察でも一、二を争う問題児といわれた者で、かなりの戦せん闘とう力を期待できます──ですが、閣下」

「うん」

「あなたのような立場にある方が、こういう細かいことを気にされるのは愚ぐの骨こつ頂ちようです」

　剛士は怒おこらなかった。それどころか、お母さんに怒られた子こ供どものように小さくなった。アーシュラのいうとおりだからだ。そういうことを気にせず戦争そのものを考え、決定するためにこの部屋にいるのだ。

　彼女が損害を具体的な数字（戦死何人、負ふ傷しよう何人というやつだ）ではなく、パーセンテージで伝えた理由も実はおなじだった。国家の指し導どう者が人数という妙にイメージしやすい形で情報を伝えられ、落ちこまれでもしては困こまるのである。おファンタジアな世界では王様に本当のことを伝えない家臣は悪い奴やつだと相場が決まっているが、戦争というリアルでハードな事象の前では必ずしもそうではなくなる。王様だって人間だということを忘わすれてはいけないのだ。ある意味、そういうときにも落ちこませないために、普ふ段だんから下々の気持ちなんぞあまり気にしすぎないように育てられるのである。国家の運うん営えい、ましてや戦争に人情（怒ったり悲しんだり）だの観念（正義とか善ぜん悪あくとか許すとか許さないとか）だのを持ちこまれてはたまらないからだ。戦争のハードさとバカバカしさはそんなものでどうにかなるものではないのである。

　で、われらが剛士君はといえば、これ以上ないってほどの人間らしさが泥どろ沼ぬまである。おまけに気分はどこかの部分で輝かがやける日本国の中流家庭たる小野寺家の素す直なおな長男で高校生のまんま。だもんだから、アーシュラちゃんをはじめとする全員が気を使わねばならないのも当然なのだ。

「細かいことは軍に任まかせておけばいいのよ、閣下」グリコのポッキーに大変良く似にたお菓か子しをぽりぽりとやっていたセシエ・ハイムが甘あまい発音でいった。「それに、運がいいのよ、すっごく！　アレよアレ、命令をだしたら全ぜん滅めつするまでそれに忠ちゆう実じつだなんて軍隊、めったにないんだしさ！　閣下の故こ郷きようでいえばイギリス陸軍か日本帝てい国こく陸軍か陸上自衛隊かイスラエル陸軍ぐらい。楽ができるボクってしあわせ、ぐらいにおもってないとダメよ」

「たしかにわが君は運がいいな！」フィラが後をうけた。「魔王軍ほど苦しいときに信じられる軍隊はブラントラントにないぞ。コレバーンなど、ひどいものだったからな」

　剛士は並ならんで座すわったふたりに小さく微笑ほほえみ、左側の精霊式ＧＴＳを見た。こちらは魔王領りよう全ぜん域いきの戦況が表ひよう示じされている。

　いまとなっては、頭よりも胃いが痛いたかった。領民疎そ開かい作戦〈エクソダス〉と同時に発動していた〈ヤヌス〉作戦。その実じつ際さいはすでに剛士の手を離はなれているからだ。

　ツマランといえばそれまでだが、作戦が動きはじめてしまえば、総司令官の仕事はぱっとしないものになってしまう。現げん状じようはキィを押おしてプログラムを走らせてしまったようなものなのだから、これは、避さけがたい。あとは、声を振ふり絞しぼって指揮するというより、管理者としてバランスをとることに全知全ぜん能のうを傾かたむけることになるのである。

　なんというかその、１００万人の大軍団の先頭をきって剣けんを振るいながら突とつ撃げきしてしまうヒロイックな展てん開かいとは正反対だが、そうでなければ組そ織しきと計画は動かないのだから諦あきらめるしかない。その点についてなんか中ちゆう途と半はん端ぱにリアルで助かった、と御ご本ほん人にんが密ひそかにほっとしていることは国家機き密みつである。

　ともかく、〈ヤヌス〉は実働していた。あとは、よほどの場合をのぞき、全体的な状じよう況きようをつかむこと、そして緊きん急きゆう事じ態たいに備そなえることが剛士の仕事である。つまり、おファンタジアのみならず異い世せ界かいでどうのこうのするお話の世界において素人しろうと目にはもっとも盛もりあがらない役回りを与あたえられた悲ひ劇げき的な主人公なのであった。世間一般のイメージとは異ことなり、トップの仕事というのは地道で、あまり報むくわれなくて、そのワリには影えい響きよう力と責せき任にんはとてつもなく大きいものなのだ。だからこそアメリカの企き業ぎようなどは最高経営責任者ＣＥＯに莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを払はらうわけである。そうでもしないと面めん倒どうが多いばかりであまり楽しくないのだ。いやま、力を振るう楽しさ、というのはあるが、それで他の面倒の埋め合わせがつくワケではない。それに、いまの剛士の立場は収しゆう益えきがかなり悪化してしまった大だい企き業ぎようのＣＥＯみたいなものである。いくら権けん力りよくに酔よいしれても、“〝経けい営えい”〟が健全になってくれないことにはどうにもならない。剛士本人は権力を握にぎる立場であることに楽しさよりも恥はずかしさをおぼえるタチなのだからなおさら損で地味である。

　というわけで、胃が痛かった。

　高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろはもちろん唸うなりをあげているが、一度部下に任せたからには、さまざまな情じよう報ほうを見ておもいつくことの１パーセントも口にはできない。我が慢まんに我慢を重ね、戦いの推すい移いを見守るしかないのだった。発する命令は絶ぜつ対たいに必要だと確かく信しんできるもの、それも全体の──戦せん略りやく的な意味を持つものだけに限かぎられる。総そう帥すいが兵へい団だん長や連隊長の立場でものを考えてはならないからだ。ピッチャーやアタッカーのプレイがまずいからといって自分でグラウンドやフィールドに立つ監かん督とくがいては困るのとおなじである。

　計画の変更も簡かん単たんに手はつけられない。先を見通せない状況でどれだけ事細かに計画を立案しても、夏休みの計画表以下の効こう果かしかなく、おまけに大たい抵ていの場合は事態をさらに悪化させるだけに終わるからだ。

「辛つらかろうな」この場で上に立つ者の苦しさをもっとも深く理解しているフィラがまたいった。「しかし、耐たえねばならないよ。理由はどうあれ、ひとたび総帥としてすべてにしろしめす身となったからには、耐えつづけねばならない」

「覚かく悟ごはしたつもりだけどさ」剛士はこたえた。それだけでは足りない気がしておもいついたこと、ときたま考えずにはいられない事実を付け足した。「……それに、前線で戦ってるみんなと比くらべたらずっと楽だとおもうけども」

　にこやかで、どこかふざけているようだったフィラ・マレルが豹ひよう変へんしたのはその直後だった。

「そうやって自分がいいひとだとでも主しゆ張ちようするつもりか」

「え、いや違ちがうけど」剛士は青ざめた。フィラの声と瞳ひとみはどこまでも冷たかった。混こん乱らんしていた。どうして突然怒おこりはじめたのか理由がわからない。

「違わない」フィラは吐はき捨すてるようにいった。怒いかりのあまり、目め尻じりのあたりが青ざめていた。「おまえはいつもそうやって逃にげる。逃げて逃げて、どうにもならなくなったとき、ようやく力を振り絞る。そうではないか」

　室内にいた者たちは一様に顔色を変えた。が、フィラを制せいする声はない。彼女の剣けん幕まくはそれほどのものだったし、積極的に認みとめはしないものの、その言葉が真実を衝ついているとわかったからだった。

「いままでは──チキュウとかいう場所にいたあいだはそれでも良かったのだろうさ。おまえはただの学生で、未来に対するなんの見けん識しきもなく、ただクラゲのようにふわふわしていただけなのだ。決めねばならないときは黙だまりこみ、戦わねばならないときは身をすくめ、なにかまずいことがあるときは親に甘あまえていた。そうだろう？　おまえが力を振り絞るのは、親ですらあてにならないときだけなのだ」フィラはたたみかけた。「それがどれほど幸せなことかわかっているのか？　いや、返事は知れている。なにかそれなりに理由をつけてしまうのだ。それまでまったく考えたことがなくとも、口にしているうちに生まれる前から信じていたような気分になって語り続ける。おまえにはそういうところがある」

「それは……」剛士はぶすりといった。さすがに腹はらが立っていた。もちろん、彼女のいうとおりであるからだった。

「なんだ、怒ったか？　今日はずいぶん早いな？　しかし否ひ定ていできまい？　どうだ？」

「──そりゃ、そういうところはあるとおもうけど、どうにもならないし」

「だからイカンのだ、おまえは！」フィラはテーブルを叩たたいた。「どうにもならないというところまでわかっているなら、なぜ見方をかえないのだ？」

「だから……」

「黙れ！」フィラは怒ど鳴なりつけた。「わたしはおまえに、自分の能力を把は握あくしろといっているのだ」

「能力って」

「おまえは国や軍隊について考えるとき、造ぞう作さもなくその勘かん所どころを抑おさえる。つまり、そういう能力を──数あま多たの王者たちが望んでやまず、またどれほど努力しても得ることのできない力を持っているのだ！　ならばなぜ、それを自分自身に向けないのだ？　自分の欠点を暴あばきたてるだけではなく、自分の能力についてなぜおなじように考えない？　それこそが戦いの惨さん禍かを最さい低てい限げんにとどめることにつながるというのに？　なのにおまえは……兵どもの労苦などを口にして、いっぱしに苦しんでいるつもりでいる。痴しれ言だ！　なにをどうしようとかれらは苦しむのだ──むろん、国民も。まだわからんか？　わからんのであれば教えてやる！　いいか、王者たるの責せき務むとは、労苦と悲ひ劇げきをこの世から消し去ることなどではない！」

　あらためて剛士をにらみつけたフィラは女でも寵ちよう姫きでもない態たい度どで、すなわち真の王族とはなにかを知り尽つくしたコレバーン王家の姫ひめ君ぎみとして後を続けた。

「この魔ま王おう領りようがどれほど楽園じみた国であっても……いや、楽園じみた国であるからこそ悲劇は消え去ることはないのだ！　戦争は常つねにおこりうる。犯はん罪ざいは絶対に消しよう滅めつしない。天変地ち異いにいたってはいうまでもない！　ならば、王者の務めはただひとつだ。全知全能を傾けて悲劇の総そう量りようを抑よく制せいし、同時にそれがすべての民たみに等しく配分されるようコントロールすること、それだけなのだ！」

　剛士はテーブルの下で拳こぶしを握にぎりしめていた。

　腹が立った。ムカついた。イヤな汗あせがにじみ、心しん臓ぞうがどくどくといっている。脳のうが身体からだから浮うきあがったような気分だ。

　が、剛士のおつむで渦うずを巻まく怨おん念ねんや後こう悔かいや引け目や怠なまけ癖ぐせ……よくもまあこれだけ揃そろえたなとあきれるほかない後ろ向きなエレメントの養よう殖しよく池に潜ひそんでいたなにか別のもの、人間ならばだれでも具そなえているが、その力を発はつ揮きさせるのは簡かん単たんではないものが行動を開始し、高速怨念増ぞう殖しよく炉ろのコントロール・センターへテロリストのように乗りこんでそこをあっというまに制せい圧あつした。

　剛士は理り解かいした。

　フィラ・マレルが口にしているのは諦あきらめや絶ぜつ望ぼうのように見えて、実際はその正反対にあるものだ。

　最悪の事態はおこりうる。回かい避ひは常に可か能のうなわけではない。ならば……それをあらかじめ覚かく悟ごしておくこと、必要な準じゆん備びを怠おこたらないこと、そしてその悲劇の結果生じる損害を何らかのかたちで魔王領全体に分散させることで、領民たちが祖そ国こくと指し導どう者しやへの信しん頼らいを失うほどうちひしがれないようにすべきだ、そういっている。すなわちクライシス・マネジメント、危き機き管理の概がい念ねんである。



    

  
    
      　いかにもな名前だけれど、難むずかしく考えすぎる必要はない。受験を経けい験けんした人ならばだれでも自然に理解し、実じつ現げんしうることだ。自分は英語の成せい績せきが悪い。これはどうにもならない。ならば──他の得意科目で挽ばん回かいし、合ごう格かくラインを目指す、というのとおなじである（ま、足切りという問題もありますが）。

　いまさらなぜ、剛士はおもった。そんなことはわかっている。いや、わかっているつもりだ。どうして……。

　フィラの締しめくくりの言葉がかれの疑ぎ問もんの解答となった。

「それを可能にする得え難がたい力を持っていながら、そこらの女子こ供どものように感かん情じようになど逃にげおって……恥はじを知れ恥を！　わたしは、お、おまえならばこそすべてをゆだねるに足るおとこだと……」

　フィラは口ごもった。唇くちびるが震ふるえていた。剛士をなによりも驚おどろかせたのは、彼女の目に涙なみだが浮かんでいたことだった。

　自分でも意外だったのだろう、フィラは払はらいのけるように髪かみを梳すいた。下唇は白くなるほどに噛かんだままである。怒いかりのままに席を立たないのは、彼女が子供のころから地位と責せき任にんについて叩きこまれているからに違ちがいなかった。あるいは、魔王領総そう帥すいにたいして暴ぼう言げんを吐はいた責任をとるという態たい度どのあらわれかもしれない。ともかく、自分もまた感情に滾たぎりながらも、わずかなりとも理り性せいを保たもとうと懸けん命めいに努力している──それは、剛士にもわかった。

　そして、彼女が本当はなにをいいたかったのかも。

「ぼくの、えーと、コスト・エフェクティヴネスが低すぎるってこと？」剛士はなにかの本で目にした言葉でいった。要するに毎まい晩ばん四時間勉強してるワリにテストの点があがらない、ということである。

「知らない言葉だが」微かすかに肩かたを震わせつつも毅き然ぜんとした態度でフィラはこたえた。「コレバーンでは別のいいかたをする」

「──どんな？」

「男を見せろ」

　なにも、いえなくなった。

　男女同どう権けんだのなんだのといいながら、イザというとき、たいていの女の人が鍋なべで煮に詰つめたような漢おとこ汁じる（なんかヒワイだな）の効こう能のうに重きを置くことはかなり本当だ。ま、ワタシはそうじゃないという方もいらっしゃるはずだけれど、実はそのように考えること自体が古典的な男らしさ／女らしさを基き軸じくにおいた発想を裏うら返がえしたものなので、漢エキス（ますますヒワイだ）を重じゆう視ししていることには全然かわりがない。ある意味で、本当の男女同権とは大違いの発想である。

　でまあ、そういう場合、自分にあんまり自信のない、汁やエキスが不足気味の男はものすごく困こまる。場合によっては泣く。自分はケンカで食いちぎられた猫ねこの尻尾しつぽほども男らしくないってことがよくわかっているからである。

　なんでかといえば、ほとんどの場合、男らしさというのは能力ではなく姿し勢せい──精せい神しん的なスタイルであるからだ。頼たのもしかったり、爽さわやかだったり、勇いさましかったり……なんだか並ならべているうちにだんだん腹はらが立ってくるような人間としてのプラス要よう素そというものは『そういうものだから』と信じたり、『そうあるべきだから』と決めたうえではじめて示しめせるものなのである。むろん年ねん齢れいや生物学的漢汁──テストステロンの影えい響きようは否ひ定ていできないし、勇気や冒ぼう険けん心しんにつながる遺い伝でん子しが存そん在ざいする可能性もあるらしいけれど、やはりほとんどの者にとっては、後天的な『演えん技ぎ』の一種であるはずだ。

　というわけで剛士君、やりこめられた形になってしまったのも無理はない。率そつ直ちよくにもうしあげて、たった17歳さいかそこらでなにかひとつのことを信じこんだり決めつけたりするほど教きよう条じよう主しゆ義ぎ的でも権けん威い主義的でもないし、演技力にもあんまし自信がないからである。別のいいかたをするとただ情なさけないだけだったりするのだが、情けなさや惨みじめさを知らずに漢ぶるのはタダの下等生命体だから、恥はずかしくはあっても悪いことではない。

　とはいえ、これはあくまでも『個こ人じん』というレベルに限かぎった話だった。

　覚悟を決めた──自分の意い志しで戦争をある方向へ導みちびきつつある『魔ま王おう領りよう総そう帥すい』として振ふる舞まわねばならない剛士君の場合、たとえ腹の内はどうであろうといかにもな態度をとらねばならないのだ。さきほど、フィラを怒おこらせる一言を漏もらしてしまったのは……要するに、この場に顔を揃そろえたメンバーに甘あまえていたということだろう。

　ともかく、フィラはあいかわらず怒っている。立場上、剛士はなんとかしなければならない。

　普ふ段だんならだれかに取りなしを頼たのむところだ。かれにとっては当然である。いまでこそ美女美少女乱みだれ咲ざきのハーレムじみた毎日を過すごしているものの、別に身についているワケではない。ブラントラントに飛ばされてくるまでは、ま、その、フェロモンのこもった華はなやかさとは無む縁えんのウェイ・オブ・ライフを送ってきたのだから当然である。

　だが、いまばかりは……いつもの手は使えない。問題が重すぎた。いまの剛士は領民すべての希望といってよい立場だからである。総帥になったばかりのころとは事情が違う。おなじことはいまこの場にいる全員にもいえた。

　たとえばアーシュラちゃんはいまや魔王軍のみならずブラントラント共和条約機き構こう軍すべてに睨にらみをきかせる立場であり、あいかわらずのふわふわぽんであるものの、セシエ・ハイムはブラントラント最強の情じよう報ほう機関の長おさとしてえげつない秘密作戦コバート・アクシヨンを展てん開かいする立場である。玉ちゃんは本人の希望もあって無位無官だけれど、その外交能のう力りよくと政せい治じへの深い理り解かいから、事実上の総帥最高政治顧こ問もん、すなわち宰さい相しようみたいなもの、とみなされている。そしてスフィアは──やはり何の権けん限げんもないが、このなかで剛士ともっとも私的なつながりのある立場である。やはり軽々しくは扱あつかえない。そう、政治的な立場があるのは剛士だけではないのだ。

　だから、だれかに頼むのはマズかった。

　だれかに頼んでフィラを抑おさえさせる、ということは──剛士の腹ふく心しんとしての序じよ列れつを決定づけることになるからだ。つまり、頼んだ相手が自動的にフィラよりも政治的な上位に立つのである。それを秘ひ密みつにしておくことは不ふ可か能のう。普段の態たい度どから周囲が勝手に推おし量はかり、扱いを変えてしまうからである。それは、まずかった。大変にまずかった。イロイロな意味でまずかった。

　たとえばここでアーシュラちゃんにとりなしを頼んだとする。で、彼女がフィラを抑えた場合、アーシュラ──いや、ドラクール参さん謀ぼう総そう長ちようが序列の第一位かもしれない、と周囲が勝手に受け取ることになる。となれば彼女の下にいる参謀たちはそのように振る舞うから、自動的に軍部の発言権が増ぞう大だいしてしまう。戦争中で、タダでさえ軍部の発言権が大きくなっている昨今、それはあまりよろしくないのだ。軍部の意見が通りすぎるようになると、たとえ国が滅ほろびかけていても絶ぜつ対たいに手て抜ぬきのできない仕事にまで悪あく影えい響きようを与あたえるからである。

　バランスを保たもつためには剛士自身が解決をつけるほかない。それも、可能なかぎりのソフト・ランディングを試みねばならなかった。

　胃いが縮ちぢまり、痛いたみが増ましていた。正直いって、こんなときどうやって解決したらよいのかわからず、途と方ほうにくれている。ひどい話もあったものだけれど、かれにとっては戦争をなんとかするほうがよほど簡かん単たんだった。

　女じよ性せいに対する意い識しきをあのひとは苦手だとか、好きだとか嫌きらいだとかというレベルで抑えておけないというのは、剛士が持っている程てい度どの人生経けい験けんからいうとかなりキツイことである。なんたって17歳といえばリビドー爆ばく発はつ５秒前、女性が異い性せいであるという遺伝学的事実を棚たな上あげにするのはほとんど不可能といっていい。

　しかし、いまはそのように扱わねばならない。たとえフィラの怒いかりに女としてのものがたっぷり含ふくまれていたとしても、なんとかしてバランスをとらねばならなかった。あいかわらず異世界がどうのこうの系けい小説の主人公とはおもえない地味な苦労である。しかし逃にげられない。アーシュラたちはたしかに個人的な、女としての気分で剛士を見てもいるが、同時に、自分の政治的・社会的な立場から魔王領総帥を見てもいるからだ。おファンタジア的にはまことに反社会的なことに、ただ剛士の周囲できゃあきゃあお祭りを繰くり広げるだけの平面的な存そん在ざいではないのである。すなわち、剛士にとって都合のよい女であることを政治的に選択しているのだ。だからこそソフト・ランディングが必要とされている。

　おもいっきりたそがれたくなった。本当ならば絶対に気づきたくなかったことだった。いや、もしかしたら当のアーシュラたちはそう考えていないかもしれないが……。

　どうしたもんかと考えあぐねたあげく、ふと、おもいだした。あの楽しい異世界──ほのかの世界で大人から教えられたことをだ。

（神や悪あく魔まではないってのはこういうことか）

　飲んだくれながら脅おどしつけるような態度で語る編へん集しゆう長ちようの姿すがたをおもいだした。あれは小説の話だったけれど、自分が置かれた立場にも当てはまるような気がした。

　ひらめいた。というか、唐とう突とつにわかった。なんとなく納なつ得とくできた。

　神や悪魔でないのならば、間ま違ちがってもいいのだ。たとえ、どんな場合でも。定期試験や大学受験とおなじだ。満点をとれる天才や秀しゆう才さいではないとわかっているのであれば、あとは自分の能力が許ゆるす限かぎりの手を打つだけだ。ほかに方法などない。

　小野寺剛士は立ち上がり、フィラに向き直った。室内の空気が目に見えて緊きん張ちようした。

　深々と頭をさげ、かれはいった。

「ごめんなさい。勉強になりました」

　フィラはぽかんと口を開けた。いや、だれもがおなじだった。

　だれもの心から鎧よろいがはぎとられた隙すきをつくように剛士は続けた。

「でもさ、みんな大変だとおもってるのだけは本気だから」

「いや……その、なんだ。わかって、わかってもらえたらそれでいいのだ、ああ」フィラはむしろ戸と惑まどっていた。厳きびしさと微笑ほほえみの中間の表ひよう情じようがさざ波のように震ふるえ、目め尻じりへふたたび光るものが浮うかんだ。自分でもそのことに気づいたらしく、さっとふきとる。

　案の定というか当然というか、一番はやく元に戻もどったのは玉藻だった。やりましたね、とでもいいたげな目を向けながらいう。

「辛つらさの質しつが違うのです。それに……戦場の労苦はだれでも耐たえる努力はできますが、閣かつ下かのような御お立場で味わう労苦は、閣下お一人にしか耐えられません。だからこそ、あなただけが総帥たりえるのです」

　さすがに剛士も苦笑いを浮かべた。

「初はつ詣もうでで大だい凶きようひいたみたいだよ、それじゃあ」

「まさにそうですわ」玉藻は楽しげに笑った。その昔から皇こう帝ていだのなんだのを傍かたわらで見ていただけあって、このあたりの意見は残ざん酷こくさを感じるほどにストレートだ。しかしいまは、そのストレートさが有り難がたかった。理由はいうまでもない。いま、この状じよう況きようで、自分の力だけで悪いところを直している余よ裕ゆうなどないからだ。



　そういった具合であるから、会議ののち、スフィアが持ちだした話はタイミングとしては最悪だったかもしれない。すくなくとも剛士はそう考えた。そのときは彼女の真意になど気づけなかった。気づけるはずがない。抱かかえこんでいたものが大きすぎた。

「よろしかったのですか、あのような済すませかたで」会議を終え、総帥戦せん略りやく指し導どう室しつのすぐそばに設もうけられた新たな私室（以前は物置に使われていた八畳じよう間ま）へ戻った剛士へスフィアがたずねた。表情は厳きびしい。

「わからない」剛士は正直だった。「ともかく、ほかになにもおもいつかなかった」

　彼女の淹いれてくれたマネフ茶をずるずるとすする。

「ですが」スフィアはなおもいった。「剛士様をああも軽々しく扱あつかうなど」

「向こうには向こうの立場があるから」湯飲みを置いた剛士はいった。「ま、別に全然腹はらが立たなかったわけじゃないけどさ」

　スフィアは黙だまりこみ、剛士に視線を据すえた。むろんかれはすぐに耐えられなくなった。

「なに？」

「なぜそこまで、我が慢まんされる必要があるのです？」

　このときばかりは即そく座ざに言葉がでた。

「そうする必要があるから」

　スフィアは目を丸くした。こともあろうに、剛士の口からこれほど乾かわいた言葉が口にされるとはおもいもしなかった、そう驚おどろいているようだった──そして、剛士自身もおなじだった。自分がだれあろうスフィアにはねつけるような言葉をかえしてしまったことに、驚きを超こえたものを感じていた。

　他ほかの場合なら──なにかでひどく興こう奮ふんしているときならば、それほど驚きはしなかっただろう。これまでも、周囲にきつい言葉を投げつけたことはある。しかしいまは違った。フィラの言葉がもたらしたさざ波が残ってはいたものの、とりあえずは気楽なつもりでいたからだ。いうなれば二人は同時に気づいたわけである。小野寺剛士というふにゃふにゃした人間の内部に、本人もこれまで存そん在ざいを知らなかった怨おん念ねんや憎ぞう悪おとはまた違う、ハードなものが存在することに。そしてそれは鎧ではなかった。核かくと呼よぶべきものだった。だから驚いていた。

　鎧ならば脱ぬぎ捨すてることができるが、核は決して変化しないからだ。



　　　　９



　ヴェ・ヌルナの街は荒あらっぽい場所の少なくない南方都市国家群ぐんのなかで独どく特とくの地位を得ている。

　経けい済ざい的に豊ゆたかだとか、軍事力が大きいわけではない。それどころか、ヴェ・ヌルナがそうした意味で栄えたことは一度もなかった。

　しかし８００年ほどの歴史を持つそこそこに古い街である。治安はよく、たたずまいは落ち着いていた。最近の攻こう城じよう戦せん術じゆつや兵器には対たい抗こうできそうもない薄うすく背せの高い市し壁へき（城壁）の内側には落ち着いた石いし造づくりの街まち並なみがひろがっている。壁かべのすぐ内側は工芸品の工場を主とした手工業地区で、その内側が一いつ般ぱん市民の住じゆう宅たく、さらに内側に商業地区、中央が公園と官かん庁ちようになっている。市壁の外側は畑や果か樹じゆ園えんがひろがっている。

　ヴェ・ヌルナの街がブラントラントにあまねく知られているのは、中央のサンドバー記念公園へよりそうように建てられた建物のおかげだ。

　建物の名はヴェ・ヌルナ市立迎げい賓ひん館という。石造りの構かまえこそ立りつ派ぱだが、内ない装そうはかなり古びている。実じつ際さい、その点について誉ほめた者はいない。

　しかしその市立迎賓館こそがヴェ・ヌルナに特別な地位を与あたえているのだった。ずいぶんと昔から、そこで周辺都市国家間で生じた利害対立の調整がはかられてきたからである。ヴェ・ヌルナが間を取り持つわけではない。ただ場所と、双そう方ほうの代表団だんの安全を保ほ証しようするだけだ。すなわちヴェ・ヌルナは安全な国際会議場をすべての勢せい力りよくに提てい供きようすることで街の安全を確かく保ほしてきたのだった。おかげでこの街の内部は大小各国の大使館だらけで、大使館を置く土地を確保するために必要となった市民の移い住じゆう費用と新市街の建けん設せつ資し金きんを各国が提供したほどである。

　ヴェ・ヌルナの重要性せいはゴルソン大陸の二大勢力としてランバルトと魔ま王おう領りようが浮ふ上じようしたのちもかわらない。この二国がゴルソン──というよりブラントラント全土の諸しよ国こくを巻まきこんで史上初の巨きよ大だいな国家連合を次々と成立させたいまは、その立場をさらに強めたといえる。二大勢力は戦争が激げき烈れつさを増ますに従したがい、なにかの場合に使える確実な外交チャンネルを確保したいと願ったからである。



　ランバルトと魔王領の大使が市立迎賓館での定期的な交こう渉しよう開かい催さいを申しこんできたことは秘ひ密みつでもなんでもなかった。ヴェ・ヌルナ市し政せい庁ちようはその種の秘密がどのみち守れないだろうことを経けい験けんから理り解かいしていたから、市内でおこなわれる国際的な会議や交渉についてはその予定をすべて公開することにしていた。最終的にはそのほうがヴェ・ヌルナの交渉地としての信しん頼らい性を維い持じできると踏ふんで、だった。ただし、迎賓館内外は政庁警けい護ご隊によって厳げん重じゆうな警けい備びが敷しかれている。総員で２００名ほどに過すぎないとはいえ、南方都市国家群の各地から豊ほう富ふな実戦経験を持つ剣けん士しや魔導士を集めた部隊だけあり、その警備能力は第一級と目されていた。

　ワルキュラ東部戦線で両軍の激げき突とつがはじまった日の午後、ランバルトと魔王領の代表者は初めての会合を持った。迎賓館の周囲は各国の報ほう道どう機関が取り囲み、目的はわからないものの、潜せん入にゆうを試みた工作チーム数すう個こが警護隊によって排はい除じよされていた。

　必要とあらば５００人ほども収しゆう容ようできそうな豪ごう華かな内装の会議室は鎧よろい戸どをおろされたうえ、厚あついカーテンまで閉しめられていた。空調は魔導処しよ理りされたものである。室内照明も強力だが柔やわらかで暖あたたかな光を放つ精せい霊れい光だった。すなわちこの部屋にはよほど精霊さんに好かれている者がいることを意味する。部屋の中央には長さ15メートルほどにも達する巨大なハルマ樫かしのテーブルが置かれ、中央には交差した小さな両国の国旗がディスプレイされている。水差しやコップをはじめとする準じゆん備びも万ばん端たんだった。

　テーブルには片かた側がわごとに20個近い椅い子すが並ならべられている。が、用いられているのは双方ともに中央の数個だけである。それが、この交渉の特とく異いさを教えているともいえた。

「わたくしはヴェ・ヌルナ市長アバイン・ナルケッタであります」肥ひ満まん気味の身体に儀ぎ典てん用の華はなやかな飾帯をつけた老人がいった。「ランバルト王国、魔王領両国の交渉が当市でもたれる栄えい誉よを全市の代表として喜ぶと同時に、交渉にあたられる方々がその間、ご自身の名誉をもってヴェ・ヌルナの平和と公平を尊そん重ちようされるよう、あかしを示しめされることを求めます」

　テーブルの左右中央に座すわった両国の代表団長がともにたちあがり、腰こしにつけていた剣を外し、テーブルにおいた。

　市長は深くうなずいた。

「しかとうけたまわりました。それでは……いずれも御高名な両国交渉代表団長閣かつ下かにはかえって失礼にあたることを承しよう知ちで、通つう常じようの手順を遵じゆん守しゆいたします。侍じ従じゆうに信しん任にん状じようをおわたしください」

　侍従が受け取ってきた信任状を開いた市長は、それぞれを不思議な抑よく揚ようをつけた声で大きく読み上げた。

「ランバルト王国摂せつ政しようの宮みやシレイラは今次交渉において本状に記き載さいのある者に交渉において必要充じゆう分ぶんなる権けん能のうを委い任にんするものとする。署しよ名めい。副署として人ひと質じちになっているタナカ魔王陛へい下かの署名があります」

「魔王領総そう帥すいオノデラゴウシはこの書類に名前を書いた人にすべての交渉をお任まかせします。署名。副署として人質になっているフェラール三世陛へい下かの署名があります」

　二枚まいの信任状を重ね置いたナルケッタは左右へ視し線せんを巡めぐらせたのち、信任状と剣を押おしいただいた。

「それでは御両所、交渉の実り多きことを心よりお祈いのりいたします」

　ヴェ・ヌルナの者たちが退たい出しゆつし、部屋全体にあらたな防ぼう御ぎよ魔法がかけられるのを待つあいだ、双そう方ほうの代表団だん長ちようはそれぞれ自分の懐ふところをごそごそとやった。ランバルトの代表団長がとりだしたのは使いこまれた黒泡石のパイプ、魔王領の代表団長がくわえたのは煙けむりも味も香かおりも上じよう質しつの葉は巻まきそのものだが害は一いつ切さいないという魔ま導どうシガーだった。

「まだそれをお使いですか、閣下」パイプから煙をふきあげたランバルト代表団長に魔王領代表団長がいった。

「このような席ともなると手放せませんでな……陛下」ランバルト代表団長がこたえた。

「わたしはもう魔王ではありません。どうか、斉さい藤とうと」魔王領代表団長、斉藤平へい吉きちもと魔王は応おうじた。

「わたくしも宰さい相しようの席を退ひいております。ただ、サンバーノとおよびください」ランバルト代表団長、ラウル・サンバーノは応じた。

　一いつ瞬しゆんの間が生じた。お互たがいに相手の様子をさりげなく観察したのだった。サンバーノはかつて何度か交渉や会議の席上、天抜で新聞販はん売ばい店のオヤジをしていた斉藤魔王に会ったことがある。そのときの印象とくらべていた。一方の斉藤さんもサンバーノのことはよく覚えていた。そしてこの席につく以前に、ＣＭＡがよこした分ぶ厚あついサンバーノのファイルに目を通し、情じよう報ほうを補おぎなっている。



    

  
    
      　先手は、生々しいポリティカル・ゲームのなかでより長く過すごしてきたサンバーノがとった。

「……ワルキュラの戦いがはじまったようですな」

「まだ報告は受けておりませんが、いずれそうなりましょう」斉藤さんは切り返した。むろん知らないはずなどないのだが、あえてそう応じている。情報をどれだけ早く掴つかめるか、その能力を探さぐられたとわかっていたからだ。斉藤さんはサンバーノが今日はまだ外部から使者が訪おとずれていないという報告を大使館のＣＭＡ支し局きよく長ちようから受けていた。要するに、お互たがいに腹を探り合ったのだ。

「平和は遥はるかに遠い」サンバーノは呟つぶやいた。

「おそろしいことです」斉藤さんもうなずいた。

「しかしわれわれがこの席でなんらかの妥だ協きようをとりつけることができたなら、すべては変化する」サンバーノはゆっくりと煙を吐はいた。

「お互いに受け入れられる妥協ですね、もちろん」斉藤さんもシガーを吹ふかす。

（始まったわ）

　斉藤さんの隣となりにいた冷たいほどに整った面おも立だちのなかに溜ため息いきをもらしたくなるほどの女らしさをたたえたハイエルフ──斉藤・アリュナ・マカダム・京子は自分が目で見、耳で聴きいているものが見え、聞こえるとおりでは決してないことを先せん刻こく承しよう知ちだった。最近は斉藤さんのできた奥おくさんで、あっちゃんの優やさしくて厳きびしいお母さんで、ワルキュラ大学のちょっとマニアックな講こう義ぎ内ない容ようの非ひ常じよう勤きん講こう師しという毎日だったが、斉藤さんの現げん役えき魔王時代は、どんなときでも冷静さを失わないことからアイス・ハート・アリュナと恐おそれられていた筆頭の魔王腹ふく心しんだったのだ。

　この交こう渉しように参加しているのは魔王領りよう、ランバルトとともに三人ずつだ。この種の席としては異い例れいの少なさだが、双方ともその点に文もん句くはつけなかった。

（その程てい度どのものということか、あるいは……）

　アリュナは表情を変えぬままにおもいをもてあそんだ。

　彼女のおもうとおり、可か能のう性せいはいくつかある。ひとつは、この期ごにおよんで交渉になんの意味がある、と双方の指導者──つまり剛士君とシレイラちゃんが考えている可能性。ならばなぜその交渉をおこなうかといえば、不ふ測そくの事じ態たいに備そなえ、外交チャンネルを維い持じしておく必要があるからだ。

　もうひとつは（およそありそうもないが）、剛士君・シレイラちゃん双方が、この戦争の落としどころを探っている可能性。ワルキュラの攻こう略りやく・防ぼう衛えい、どちらにどう転ぶにしろ、損そん害がいが大きすぎてはこの戦争から儲もうけをだせなくなる。だから、お互いにどこか我が慢まんできる部分で矛ほこをおさめる機会を探っているのかもしれない。

　ほかにも……というかまずこれだけは絶ぜつ対たいに確かく実じつなのは、情報の収しゆう集しゆう。この種の交渉はどんな諜ちよう報ほう活動よりもはっきりと敵てき国こくの腹はらの内をあきらかにできるからだ。

　最後のポイントについてアリュナは考えをめぐらせた。

　魔王領側の出席者は斉藤さん、彼女、そして軍から人族のガスガー・ラバドック少しよう将しよう。かれのことは斉藤さんもアリュナもよく知っている。もう１５０歳さいになるはずだがかれを慕したう魔族の元部下がおおいため30代にしかみえない歴戦の武ぶ人じんで、大使館付武ぶ官かんに任にんじられたこともあるし、軍事交渉団だんへ参加した経けい験けんも豊ほう富ふだ。40年ほど前に引いん退たいしていたが、戦争の激げき化かをみていてもたってもいられずに志し願がんしたところ剛士に歓かん迎げいされ、この任にん務むにつけられた。

　ランバルト側の出席者は、サンバーノ、あとの二人は王宮事務局長のリトラ・キャレンタム男だん爵しやく、一いち応おう軍部の代表ということになるらしいノラス・ドルフィ将軍。サンバーノ以外はそれほど名高い人物というわけではなかった。ただし、ＣＭＡのファイルではキャレンタム男爵を政せい治じ的な寝ね業わざ師し、ドルフィ将軍をランバルト軍部のネゴシエイターとして高く評ひよう価かしていた。

（どう考えたものかしら）アリュナはおもった。

　正直いって迷まようところだ。政治的な影えい響きよう力は限かぎられるとはいえ、魔族嫌ぎらいである南方教会の高こう僧そうや軍部強きよう硬こう派はが参加していればランバルトの意志は明確である。すべての機会をとらえて魔ま王おう領を脅おどしつける──そして、ワルキュラを攻せめられて気の弱った剛士から譲じよう歩ほをとりつけることになる。ここでも言葉によるワルキュラ攻略がおこなわれるわけだ。

　また、どうもこの戦争、被ひ害がいのほうが大きすぎると考える穏おん健けん派が参加していればそれはそれではっきりする。本当に落としどころを探さがしていることになるからだ。

　しかしキャレンタムとドルフィも政治的にどうの、というより仕事そのものに打ちこむ男であるらしい。となると、陣じん容ようからは相手の意図が読めない。

　なによりすべてをわからなくしているのは代表のサンバーノ伯はく爵しやくだった。ランバルトの元宰さい相しようとしてブラントラントに知らぬ者のないほどの人物だが、一いつ般ぱんに穏健な政治姿し勢せいをとる人物であるというのに、対魔王領戦争については主戦派だった。だというのに、シレイラちゃんからはここ一番、という時期になって宰相を降おろされている。そのかわりにかれの孫まごが彼女の軍師に任じられているが──このあたりのごちゃごちゃをどうやって解かい釈しやくしたものかよくわからない。いざというときのために、政治力の大きなサンバーノを無む傷きずでおいておこう、という判はん断だんかともおもえるが、アリュナにそれを確信できるほどの情じよう報ほうはない。

（まあ、こちらもそうおもわれているだろうけれど）

　アリュナはおもわず苦く笑しようを浮うかべそうになった。彼女の夫である斉藤さんはもと魔王であるから、交渉にのぞむ政治的な『格かく』は充じゆう分ぶん以上だ。が……そもそも現げん実じつ政治の場にもと魔王が顔をだすこと自体が初めてである。果たしてどれほどの権けん限げんを剛士君から与あたえられているのか、また斉藤さんが認にん識しきしている交渉の役やく割わりが剛士君のグランド・ストラテジーのなかでどこにはまるピースなのか、サンバーノは迷っているに違ちがいなかった。

　彼女が考えているあいだも言葉の戦いは続いていた。初日としては意外なことに、具体的な問題が持ちだされはじめている。

「摂せつ政しようの宮みや殿でん下かより魔王領総そう帥すい閣かつ下かに手て渡わたすよう、命じられたものがあります」サンバーノは温顔を保たもちつついった。

「奇き遇ぐうですね。わたしも総帥閣下からシレイラ王女にお渡しせよと預あずかったものがあります」

　二人はそれぞれテーブルに置いてあった書類を示しめし、相手のほうへとすべらせた。どちらもすぐに動かない。即そく座ざに手をのばすという行こう為いに意味を見いだされることを恐おそれているからだ。

（久ひさしぶりに目にすると、なんとも面めん倒どうなこと）

　アリュナは心のなかだけで息をついた。

　ここまでの展てん開かいを見るだけでわかるとおり、外交交こう渉しようとは素人しろうとが簡かん単たんに手をだせない専せん門もん化された面がある。それは、通つう常じようの意味での『議ぎ論ろん』とはまったく違っているのだ。

　議論にはなにか必ず目的がある。よく『議論のための議論』というものが無意味さの代表のようにいわれるが、それにしたところで自分が他者よりも優ゆう位いにあることを示したいという無意識下の願望を満たすためにおこなわれているのだ（サルのマウンティングのほうがよほど知的な行為だ、というのはともかくとして）。両親にひとことツッこんでみたい15歳、クラスに一人はいそうな妙みような問題を持ちだすやつ、会社の会議でもたまにいる、自分とは異ことなる意見すべてを自分に対する攻こう撃げきだと受け取る管理職しよく、そして世界中のインターネット掲けい示じ板ばんで日夜飽あきることなく繰くり返されている不毛な情報（決して知ち性せいのあらわれではない）と言葉の羅ら列れつ。それらはすべて同どう質しつである。

　んが、『交渉』となるとすべては別物になる。外交交渉となるとさらに別次元まで吹ふっ飛ぶ。そのあたりの技ぎ法ほうのひとつはチキュウのフランスでルイ14世に仕えて活かつ躍やくした外交交渉家、フランシス・ド・カリエールの著ちよ書しよに目を通せばだれにでも概がい略りやくはつかめる。要約してしまえば、目的を見失うな、注意深くあれ、洞どう察さつ力を養え、柔じゆう軟なんさを失うな、いつも冷静でいろ、自じ制せい心は大事だよ、秘ひ密みつは絶対に守らなければならないが、すぐにバレるようなウソだけはつくな、あ、それから、相手に好意をもたれると得だから、礼れい儀ぎ正しくにこやかでいようね、ということである（純じゆん粋すいに技ぎ術じゆつ的な面で警けい察さつの犯はん人にん説得術によく似にているから、その種のテクニックを書いた本を読んでもいいだろう）。

　なお、外交にはもうひとつの技術もある。

　かつてのソビエト連れん邦ぽうやナチス・ドイツ（アンド北きた朝ちよう鮮せん）、現げん在ざいのアメリカ、中国なんかの外交がそのいい例だ。

　とりあえずガンガンと要求を叩たたきつけて相手を圧あつ倒とうし、口からでまかせも並ならべたて（←アメリカはさすがにこれだけはやらないけど）、いうこときいてくれないとミサイル撃うっちゃうよ、ぼくは、とカマす。恫どう喝かつ外交というやつだ。ちなみに、よく日本が外交下手だと喜んで書いている人がいるけれど、その原げん因いんは民族の性格だのなんだのではなく、ひどくくだらないところにある。日本の外交術は古典的なヨーロッパ風外交の影えい響きようが強い（なにしろその昔、カリエールの本は日本外交官の必読書にあげられていたほどだ）。なのにほとんどの国は高い知性と深い教養と高こう潔けつな人間性とぞっとするほどの腹はら黒ぐろさを同時に要求するカリエール風の外交なんぞ採さい用ようしていないのだ。そしてもうひとつ──いや最大の問題は、日本が外交の『選せん択たく肢し』として戦争を選べないことである。てめぇいつまでもスカしたことヌかしてやがるとぶっ殺すぞ、というのは、お巡まわりさんやアメリカ合がつ衆しゆう国こくを相手にしているのでないかぎり、いつでも効こう果か的なのだ（いやま、その昔、大日本帝てい国こくという国がアメリカ相手にそれをやって国中焼け野原になり、日本国と名前を変えましたが）。

　いまアリュナが目にしている現実の交渉は、その両者をブレンドしたものだといえるだろう。サンバーノと斉藤さんの腹の読みあいはあの世のカリエールさんがにこにこしてしまうぐらいのものであり、同時に戦争というリアルから離はなれることがない。必要とあらばサンバーノは魔ま王おう領りようを焼き払はらい、魔族を皆みな殺ごろしにするという『選択肢』を口にできるし、斉藤さんは斉藤さんでいざとなれば魔族すべてに１０００年の昔に帰れ、と命ずることもできると明言できるのだ。そして、お互たがいに相手がそうできることを知っている。だから決して口にはせず、腹を読みあう。

　ようやくでお互いの持ちだした書類の交こう換かんが終わった。そして──今日の交渉も終わった。双そう方ほうとも気づいていたからである。これこそは相手が礼儀正しく持ちだしてきた最初の攻撃であるということに。



「なるほどね。考えたもんですな」

　魔王領大使館の奥おくに作られた魔法防ぼう御ぎよの施ほどこされた会議室でサンバーノから手渡された書類に目を通したサタニアンのイグス・ホラレウスは苦笑いを浮うかべた。ＣＭＡのヴェ・ヌルナ支し局きよく長だ。表向きは文化広こう報ほう官ということになっている。ヴェ・ヌルナは魔族差別の薄うすい土地だが、いらない刺し激げきをして面めん倒どうなことになったら大変、という方ほう針しんから、派は遣けんされているのは人族か人族に似た魔族だけだ。

「このすべてを受け入れた場合は休戦交渉の開かい催さいに同意する。なんともあいまいだこと」

　アリュナが天をあおいだ。

　書類にはさまざまな要求が記されている。主なものをあげると、

　一、セントール全ぜん域いきのランバルト領としての確かく定てい。

　一、トロル道の自由通行権けんとその警けい備びに必要とされる兵力の魔王領内駐ちゆう留りゆう。

　一、大魔海沿えん岸がん都市の一部の永えい久きゆう租そ借しやくと警備部隊の駐留。

　一、魔王領軍備の削さく減げん（総数一万名以下）。

　一、賠ばい償しようの一いつ環かんとしての各種魔ま導どう技術の無償供きよう与よ。

　一、ワルキュラ東方隣りん接せつ地域にランバルト軍の駐留、城じよう塞さいの建けん設せつを認みとめること。

　一、大魔城はランバルト軍駐留地として明け渡すこと。

　一、軍事・外交に関してはすべてランバルトより派遣される総そう督とくの許きよ可かを得ること。

　──という感じである。いうまでもなくムチャクチャであった。

「なめられたものですね、あなた」アリュナは傍かたわらの斉藤さんをみた。「受け入れなければ完全占せん領りようする、という言葉の裏うら返がえしとはいえ……」

「むろん、すべての条じよう件けんが絶ぜつ対たいというわけではないだろう」斉藤さんはこたえた。「本当に通したいのはセントール確かく保ほ、トロル道の確保と大魔海沿岸都市の租借だろうね」

「むろん防ぼう衛えい上、受け入れられることではありませんよ、陛へい下か」かつて斉藤さんの下で参さん謀ぼうをつとめていたこともあるラバドック少しよう将しようは気楽な調子でいった。とはいえ表ひよう情じようは苦々しい。

「だろうねぇ」斉藤さんも苦笑いを浮かべた。「となると問題は……」

「本気で持ちだしているかどうか、ですな」ホラレウスがいった。

「もちろん本気であるはずがない」アリュナが断だん定ていした。「ワルキュラが戦場と化すなかで、総帥閣下以下、皆の気が弱ったときに意見を分ぶん裂れつさせるための材料にすぎないわ。そうだとわかっていても、ついつい考えてしまうという、効きき目のゆっくりした毒薬のようなもの」

「ワルキュラには？」斉藤さんはたずねた。

「すでにＳ級の魔導暗号を用いて送りました」ホラレウスが応おうじた。「極高帯域精せい霊れい波は方式ですから、こちらからつけた覚書の解かい読どくは不ふ可か能のうです」

　恥はずかしがりやの精霊さんがつくりだす極高帯域精霊波には面おも白しろい特とく性せいがある。精霊さん自体のノリといってもいいのだが、だれかに“〝見られて”〟いることがわかったとたんに恥ずかしくなって波長を変化させてしまい、通信として意味をなさなくなるのだ（ただし、慣なれた相手──本来の受信者に対しては普ふ段だんどおりの態たい度どをとるので、受信の段階では元に戻もどってしまう）。

「向こうの暗号は解読できないの？」アリュナがたずねる。

「解読はできます……ですが、長文の場合、連中は伝書使クーリエを使いますからね。サンバーノ伯はく爵しやくの覚書だけでも魔導通信で送ってくれたらいいんですが……なにぶん、難むずかしい相手ですので。工作員を使ってコピーさせる手配はしましたが……本当のことを送るかどうかもわかりませんし」

「戦争もやりにくくなったものね」

「ますますやりにくくなるよ、ママ」斉藤さんは普段どおりの呼よび方でアリュナにいった。「小野寺君はあらゆる休戦の条件を探さぐって欲ほしい、そういってくれた。その点は完全なフリーハンドだと。だが、かれ自身が休戦についてどれほどの価か値ちを見いだしているかについては一言もいわなかった」

「そうでなければあんなものをランバルトに見せるはずがないものね、パパ」アリュナもうなずいた。「サンバーノ伯の顔、見物だとおもうわ。おもいついたのは小野寺さんかしら？　だとしたら……怖こわいわね、男の子は」

「まあいい。それが小野寺君の大戦せん略りやくの一部なんだから。もと魔王全員は決議している。なにがあろうとかれに従したがう、と」斉藤さんはぬるくなったマネフ茶の湯飲みを掴つかんで一息にのみほしたあと、押おしだすようにいった。「小野寺君に負けてもらっては困こまる。魔ま王おう領りようにも勝ってもらわねば困る。この程てい度どの戦争で負けてもらっては、困る」



　おなじころ、市内のランバルト大使館の会議室ではサンバーノ伯爵が受け取った書類に目をとおしながら低い笑いを漏もらしていた。

「よくもまあここまで！　見事なものだとはおもわんか、うん？」

「笑うところかどうかは迷まよいますが」キャレンタム男爵が貴き族ぞくというよりは掃そう除じのおじさんのように見える顔を小さな手でしごきながらいった。「ちょっとした衝しよう撃げきであるのは事実ですな」

「だれだかしらんが、伝書使こそは哀あわれだな」ドルフィ将軍は育ちのよさそうなふっくらした顔に皮肉の色を浮かべてつぶやいた。「しかし疑ぎ問もんはある。われわれを怒おこらせてどんな得があるというのだろう？」

　自分で理由を口にしなかったのはドルフィに想そう像ぞう力が不足しているからではない。事実ドルフィのそういった能力はランバルト要人のなかでも指折りだった。交こう渉しようは大いに創そう意い工く夫ふうを必要とするのだ。

　あえて口にしなかったのは、かれがネゴシエイターとしてプロであるからだった。本当のタフ・ネゴシエイターは自分の仕事をわきまえている。決定をくだすのは自分ではなく、決定権けんを持った者の領分にも口をはさまない。かれがふるうことを許ゆるされているのはあくまでも交渉における技ぎ術じゆつだけなのだ。

「しかし、いつからこんなものを作っていたんでしょう」キャレンタムが分ぶ厚あつい書類の山を示しめしながらいった。魔王領側から席上で手て渡わたされたのは目録に過すぎず、あとになって届とどけられたのだ。「これだけの量となると、いそいででっちあげたともおもえないし」

「本気で検けん討とうしていたに決まっている」サンバーノがいった。さきほどまでとは異ことなり、呻うめくような声になっている。

「オノデラゴウシが出しゆつ現げんしてからですか？」

「それは内ない容ようを詳くわしく調べてみないとわからん。タナカ、あるいはサイトウの代……いや、それ以前からかもしれん」

　サンバーノは立ちあがった。シレイラちゃんからこの仕事を任まかされたことは嬉うれしかった。

「爺じい、いざというときのためにアンタは無む傷きずにしておきたいの。で、いまんところは外交という戦場でこっそり戦ってもらって、あの魔物どもと顔をつないでおいてもらいたいわけ」

　宰さい相しようを“〝病気休養”〟のため降おりるよう命じるにあたって、彼女はそういった。

（まさに、王器よ）

　とおもわざるをえない。完全な勝ち戦いくさといってよいこの戦争でさえ、最悪の可か能のう性せいを予よ測そくし、その対たい抗こう策さくを講こうじておくことをおそれないというのは、並なみの人間にできることではない。

（ことに、魔王領がこれほどまでに我わが国のことを調べ上げていたとなっては……）

　偉い大だいな王女のことをかれはおもった。同時にその王女を補ほ佐さしているはずの孫まごのことも。むろん、その名をつぶやくほどラウル・サンバーノは甘あまい男ではない。

　ドルフィの声がきこえた。

「ランバルト降伏後の旧ランバルト領占領統治基本計画、か！　くそっ、魔族とはいったいなにを考えているのだ！」
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　夜が訪おとずれていた。



「あやかしい戦になっちゅう」ランプの光に照らしだされた大テント内に据すえられた戦せん況きよう図ずを睨にらみながらリュクスが呟つぶやいた。場所はトトレ・ラムヶ原はベインの丘、その東側の麓ふもとに張はられたウランコール衝しよう撃げき軍本ほん営えいである。かれの手には今日の戦果と損そん害がいを大おお雑ざつ把ぱに集計した紙束が握にぎられている。

「とりあえずは勝利を得て、敵の逆ぎやく襲しゆうによる損害も最さい低てい限げんに抑おさえましたが」疲ひ労ろうの色が濃こい面おも長ながの若わかい兵へい団だん長ちようが背せもたれつきの床しよう几ぎに身を預あずけながらこたえた。ガスロー槍そう術じゆつ栄光団の兵団長、王国騎き士しイムル・ロンデボークである。

　リュクスは振ふり向いてかれを見た。自分の武ぶ功こうを誇ほこっているわけでないことはすぐにわかった。

「ウランコール閣下に」上官の名を口にするときだけ心持ち背せ筋すじをのばしたリュクスはいった。「この場は、好きなように話していいという許きよ可かを貰もらっていますから、どうぞ──もちろん、ほかのみなさんも」

　くぐもった声が周囲から響ひびいた。いま、この場に衝撃軍の兵団長たちが一堂に会していた。むろんウランコールも上かみ座ざに腰こしをおろしているが、瞑めい目もくしたまますべてをリュクスに任せていた。

「敵てき陣じんへの攻こう撃げきでガスロー槍術栄光団は一いち割わりが戦死し、その倍の負ふ傷しよう者しやをだしました。弓兵や魔ま導どう士したちにはなるべく損害がでないように気を配ったつもりでしたが、そちらも──決して無傷だったわけではありません」

「いや、ロンデボーク殿どのの槍兵どもはよくやってくださった」謹きん厳げん実直を人間の形にしたような顔つきの隊長が口を挟はさんだ。シュトス弩ど兵へい隊を率ひきいるゲミリオ・シュトス男だん爵しやくである。「今日生せい還かんできたわが兵どもは、あなたたちの戦いぶりを決して忘わすれることはないだろう」

　イムルは丁てい重ちように会え釈しやくし、話を続けた。

「損害そのものは──まだ、いいのです。重傷者の半数は治ち癒ゆ魔法で数日中に戦せん闘とうへ復ふつ帰きできるでしょうから、部隊の戦闘力は維い持じできます。しかし、無む視ししえない問題があります」

「陣地はそれほどでもなかったぞ」精せい気きにあふれた面立ちを持つ兵団長がいった。ロバス・マルコフ。再さい編へん成せいされたチェドラル農兵団を率いている。今日、いちばんの激げき戦せんを経けい験けんしたといっていい立場である。

「確たしかに魔物どものカタパルトは始末におえないが、防ぼう御ぎよ魔法のカバーを慎しん重ちようにひろげながら進めば致ち命めい的な要よう素そではない」

　今日の戦闘を経験した者たちから同意の呻うめきが漏もれた。魔王軍が投入してきた新兵器は少なからぬ損害とショックをランバルト軍に与あたえたが、戦いそのものを左右するところまではいかなかった。事実、衝撃軍が攻せめ寄よせた主攻正面の陣地線はほぼ10キロの幅はばでかれらの手に落ちている。ある意味でワルキュラの入り口をこじあけたといってもいいのだ。ただし、戦果拡かく張ちように騎兵や騎士団を投入しなかったことについての文もん句くはでない。リュクスの予想通り、魔王軍はしっかりと逆襲をしかけてきたからだ。仮かりに騎兵を投入していたら……殲せん滅めつされていただろう。騎兵にしろ騎士団にしろ敵に攻撃を仕し掛かけることはできても、準じゆん備びを整えた敵の攻撃を防ふせぐことはできない。仮にできたとしても、大損害を被こうむってしまう。

「それはおっしゃるとおりです」イムルはうなずいた。「しかし──ひとつ、異い常じような事じ態たいが生じています。すでにみなさんもお気づきかとおもいますが……両りよう翼よくの敵はまったく後こう退たいしておりません。陣地を守り続けています。騎兵の投入を控ひかえた理由のひとつはそれです」

「戦術的な柔じゆう軟なん性せいを失っているってことじゃないかしら」フェイ・マラックスが眼鏡めがねを拭ふきながらいった。「敵はでっちあげられたばかりの部隊も多いことだし、定点防御以外、できないんじゃないの？」

「その可能性はたしかにあります」年下のフェイにイムルは丁てい寧ねいな口をきいた。「しかし、突とつ破ぱしたわれわれに逆襲をしかけてきた部隊は……かなりのものでした。見事な伏ふく撃げきでわれわれを壊かい乱らんさせると、さっとひきあげてしまった。そして、支し援えん部隊に生じた損害のほとんどはそのときに受けたものです。つまり、最初からそれを狙ねらっていたとしかおもえません。ああ、これは専せん門もんの方のご意見をうかがいたいところですが」

　リュクスはうなずき、フレディア・メルクリウスをうながした。

「白魔法の欠点が術力の急速な消しよう耗もうにあることはみなさん御ご存ぞん知じのとおりです」メルクリウスはこたえた。「たしかに、今日の魔物どもの戦いぶりは──わたしたちを消耗させる意図がはっきりとみてとれました。今日のような調子で攻撃をかけ続けた場合、数日以内に魔力を失う部隊がでてくるでしょう」

「それは最初から予想されていたことではないか！」マルコフが噛かみつくようにいった。「その危き険けんをあえて看かん過かし、摂せつ政しようの宮みや様の本軍が到とう着ちやくするまで敵てき防ぼう衛えい体たい制せいに可か能のうな限かぎりの圧あつ迫ぱくを加えるのがわれわれの任にん務むのはずだ」

「いや、問題はまさにそこなのです」イムルはいった。「われわれの任務は敵のワルキュラ防衛部隊を可能なかぎり引き寄せ、その予備戦力を消耗させることです。そうしておけば本軍の攻こう勢せいに対たい処しよすべき余よ裕ゆうを敵から奪うばうことになります」

「なにが問題なの？　いまはそのとおりになってるし」フェイが眉まゆをよせた。

「現げん状じようをどうとるかによります」イムルは戦せん況きよう図ずを見つめた。「敵軍が陣じん地ち線を部分的に突破されたにもかかわらず、どっしりと腰こしを据すえていること──これを、麻ま痺ひしていると受け取るのか、なんらかの意図に基もとづいたものと推すい測そくすべきか。考えてもみてください。このワルキュラ攻こう略りやくにあたって、これまでわれわれが経験した戦いで最も近いものは攻こう城じよう戦です。そして、攻城戦では一いつ郭かくを突つき崩くずして城内に突入することで戦いに決着がつきます。城兵は戦意を失い、逃にげまどう、それが普ふ通つうでした。たとえ部隊としての練度が低くても、その場に腰を据えていた敵てきは存そん在ざいしません」

　同意の唸うなりがわきおこった。たしかにそのとおりなのだ。攻城戦でも陣じん地ち戦でもおなじだが、一点が突き崩された場合に生じる混こん乱らんはまさにカタストロフそのものになる。城しろは城じよう壁へきの守りが連続していること、陣地はやはりお互たがいに連れん携けいしあえることが絶ぜつ対たい的な要よう件けんであり、どこかに穴あながあけば、堤てい防ぼうが決けつ壊かいするようにすべてが崩れさってしまう──いや、実じつ際さいはいろいろと手の打ちようはあるのだが、心理的なショックが大きすぎ、パニックの連れん鎖さ反はん応のうが生じてしまうのだ。

　むろんリュクスもそのことに気づいていた。ある意味でイムルよりも深く、だ。

　これまでウチらはどんな戦も戦列を基本に置いてきた。だから、部分の崩ほう壊かいが即そく座ざに全体へと波は及きゆうした。ロンデボークのいうとおり、攻城戦はまさにそうだし、野戦も実はおなじだ。一隊の崩壊が全軍の潰かい走そうにつながった例はあまりにも多い。

（なのに、敵は下がらん）

　背せ筋すじに微かすかな震ふるえがはしった。間ま違ちがいないとおもった。

「ウチらが直面しちゅうのはさらな戦いくさやき」リュクスはいった。

「……それ、何語？」フェイがつぶやいた。笑いがひろがった。顔を紅あかくしたリュクスはいいなおした。

「われわれが直面しているのは新しい型の戦いです。魔ま王おう軍はもともと戦列をさほど重視していませんでしたが──ここにきて、完全にあらたな戦せん術じゆつへ切り換かえたとみていいでしょう。密みつ集しゆうし、戦列を組んだ兵による戦いとは逆の、そう、散兵戦術とでも呼よぶべきものに」

「有ゆう効こうなのかどうか、わからないな」ハルラン槍そう兵へい団だんを率ひきいる王国騎き士しゴスホープ・ハルランがいった。まだ30前の若わかさで父から槍兵団を引き継ついだ理知的な風ふう貌ぼうの男である。ただし、15歳さいから従じゆう軍ぐんしているので、実戦経けい験けんと指し揮き能力に問題はない。

「ちょっとしたきっかけで烏う合ごうの衆しゆうにかわりかねない。野外の会戦では、戦列に押し切られてしまうよ」

　リュクスはまことにごもっとも、といいたげにうなずいた。

　ランバルト軍内部にも密集戦列一辺倒とうの戦術を改かい善ぜんすべきだという根強い意見がある。しかし偉い大だいなるシレイラちゃんがどれほど手配りをしてもこればかりは無理だった。指揮官の独どく断だんを危険なほどに認みとめなければならなかったし、なにより、指揮能力が低すぎた。はっきりいってしまえばランバルト軍には──というより人族大だい同どう盟めい軍には『将しよう軍ぐん』や『騎士』は無数にいても、専門的な教育を受け、様々な経験を積んだ『将校』が不足していたのだ。それに、散兵戦術をおこなうには戦意にあふれ、自分で物事を判はん断だんできる力をもった兵を大量に必要とする。一いつ般ぱんのランバルト兵は戦意に不足こそないものの、自主的な判断力には大いにクエスチョン・マークがつく。判断力の支ささえとなる一般的な教養が足りない……とまあこれらは軍事だけに限らない問題だった。そのほかにも、戦術の変へん換かんへ踏ふみ切らせずにいた大きな原げん因いんがある。『実じつ績せき』だ。

　リュクスはいった。

「これまじゃー──ああ、これまではそれで良かったんです。防ぼう御ぎよ魔法を施ほどこした密集横隊のつくりあげる戦列は、広々とした場所でこそ最大の力を発揮しますからね。しかし……」

　かれはイーゼルにかけられたワルキュラとその周辺の地図を示しめした。

「このさき、われわれはワルキュラに乗りこむわけですけど、なんというかその、あの街はウルリスをうわまわる大都市です。主な街路はかなり広くとられてますが、戦列で進めるほどの広さはありません。でまあ、これまでの戦であれば、市内に軍勢が乗りこんだ時点で終わりだったわけですが。そしてもちろん、われわれに戦術を変へん更こうしている余裕はありません」

　再ふたたび呻うめきが連れん鎖さした。魔王軍が市街地で本気になって防戦を展てん開かいしたらどうなるか……想そう像ぞうもつかなかった。ともかく、膨ぼう大だいな損そん害がいを被こうむることだけは間違いがない。

「焼くしか、ありませんな」イムルがぽつりといった。「焼いて開けた場所をつくりだすしかない。魔法、バリスタ、空中騎兵──すべてを用いて、わが軍の主しゆ進しん撃げき路をつくりだしてしまうしか」

　リュクスはちんまりした手を打ち合わせた。

「まさに。それ以外に手はありません。というわけで軍ぐん師しとしての案はこうなります。明日、占せん領りようした陣じん地ちから再さい開かいされる攻撃の前に、主にバリスタと空中騎兵を用いて前面の森、林、人家を焼き払はらいます。敵が散兵を伏ふせておける隠かくれ家を奪うばうわけです。火がおさまるまで前進するのは危き険けんですので進撃そのものは遅おくれることになりますが、最終的には、こちらのほうが魔王城じようへ早く到とう達たつできるはずです。あ、むろん魔ま導どう士し隊には可か能のうな限かぎり休んでいただきます」

　一同をみまわした。だれもがすこしばかりほっとしているように見えた。慣なれた方法で戦い続けるだけでいい、というのはなにより心強いことなのだ。そしてもちろん、損害が軽けい減げんされるだろうことも。

　反対はないとみてとったリュクスはウランコールに向き直った。

「閣かつ下か、こういうところでいかがでしょう」

　瞼まぶたをあけたウランコールはちらっと微び笑しようを浮うかべ、深くうなずいた。

「軍師殿どのの案どおりでよろしい。準じゆん備びその他についてはすべて任まかせる」

　兵団長たちが部隊に戻もどっていったあとの天てん幕まくには、ウランコールとフェイ、それにリュクスだけが残った。二人の関係を知っているリュクスはさりげなく自分も外そうとした。が、ウランコールに呼び止められる。

「本当のところはどうおもっているのだ」

　リュクスはためらわなかった。若いというだけでなく、性せい格かくだ。また、軍師というのは面おも白しろくないことを口にしてナンボだ、ともおもっている。

「正直、どうなるものやら見当もつきませんね。空中騎兵が抱かかえている焼しよう夷い弾だんはすべて焦しよう土ど化に使うとしても──まだ足りません。木もく造ぞう家屋は火矢でもいいでしょうが、ワルキュラは石いし造づくりの建物も多いでしょうから……バリスタをどんどん前進させて、ひとつひとつつぶしていくしかありません」

「ちょっと慎しん重ちようすぎない？」背はい後ごからウランコールの首に腕うでをまわしたフェイがたずねた。

「それぐらいでいい、とおもいます」床しよう几ぎに腰こしをおろしたリュクスはこたえた。「今日はおもいっきり治ち癒ゆ魔法を使えましたからまだしも、なんですが──わが軍の損害は攻こう撃げきに投入した部隊の三割わりを超こえています。治癒魔法のおかげでその七割近くは数日で部隊に復ふつ帰きしますが、もしこのさき、今日と同じような無理押おしを続けると、あっというまにボロボロです」

「治癒魔法を使う魔導士も疲つかれてくるから……」

「ええ。たぶん、数日で軍の攻撃力は失われます」

「予想が甘あまかったということだな」ウランコールがいった。

「そういっても間ま違ちがいじゃありません。こっちは決めつけていたんです、魔族はいままでどおりの方法で──われわれと大差ない戦術を用いると。しかし奴やつらはがらりと戦争のやりかたを変えてきた。これもあのオノデラゴウシの企たくらみなんですかね？」リュクスは髪かみをかきむしった。「ああくそっ、なにをどうしたって戦争なんてロクなもんじゃない」

　フェイが目を丸くし、ウランコールが声をあげて笑った。

「そんなにおかしなこと、いいましたか」さすがにちょっとムッとした様子でリュクスはたずねた。

「真実を口にされると笑うしかないものだよ、軍師殿」ウランコールはこたえた。表ひよう情じようを引き締しめる。

「ところで、空中騎き兵へいについては詳くわしく触ふれなかったようだが」

　リュクスはちらっとフェイを見た。

「彼女ならばかまわない」ウランコールはこたえた。

「正直いってエライことになってます。戦意を落としたくなかったんで、ごまかしたんです」リュクスはいった。上着のポケットをさぐり、折り畳たたんだ紙を引っ張ぱりだす。そこに記されていた数字を確たしかめ、つづけた。

「ウチの支し援えんをしてくれるタバール空中騎兵連隊のほうは50騎ばかりの損害で、まあ良かったね、というところです。しかしマンデース空中騎兵集しゆう団だんのほうは」

「本軍が知らせてきたのか？」

「いいえ、本軍にいる友達にこっそり調べさせました」リュクスはあっさりといった。「で、その──」

「密ひそかに調べたことを責せめるつもりはないよ、軍師殿」

「ああ、はい。その……未帰還騎が７００騎を超えたそうです」

「な、ななひゃく。たった、たった一日の、いいえ、半日にも満たない戦せん闘とうだったのよ？」フェイが青ざめた。

「ドラゴンは一匹ぴきもあらわれなかったのだろう？」さすがに表情を硬かたくしたウランコールがたずねた。

「対空カタパルトだけで生じた損そん害がいです。で、まだあります。帰還はしたものの、傷きずを癒いやさねば出撃できないものが３００騎を超えているそうです。摂せつ政しようの宮みや殿でん下かは本国から治癒魔法を使える魔ま導どう士しをかき集めるように命じられた、ということですが」

「たった一度の戦いで１０００騎が、一いつ個こ連隊がやられたというのか」ウランコールはうめいた。

「爆ばく撃げきに投入された部隊の半分が落とされるか、傷ついたことになります。シレイラ殿下は空中騎兵集団の投入について方ほう針しんを変へん更こうされるつもりのようで、ま、当然ですが。ワルキュラにもそれなり以上の損害を与あたえたはずですが、ここまで空の守りが固いとは予想外です」

「あ、そうか」フェイがリュクスに初めて好意的な視し線せんを向けた。「そうなんだ。だから、空中騎兵がいなければできない焼き討うちをするってことね？　軍の正面で、ってのがポイントなんだ」

「さすがです。バレバレでしたね」リュクスはにやりとした。「普ふ通つうの使い方をしていると、たぶん、半分は空中騎兵集団の補ほ充じゆうに引き抜ぬかれることになります。それではわが軍の損害が増ふえるだけです。で、タバール連隊の損害をみればわかるように、敵てきの戦場での防ぼう空くう能のう力りよくはそれほどのものではありません。当面は手近な場所でだけ使って……まずワルキュラのカタパルト群ぐんをバリスタか攻撃魔法の射しや程てい内にいれることです。地上からの攻撃で潰つぶして穴あなをあけてしまえば、ペガサスがもぐりこめる穴も生じます」

「よくやってくれた」ウランコールはうなずいた。「さすがに、そこまでは読めなかった。しかし……君の本ほん営えいでの評ひよう判ばんが悪くなるな」

「別にいいですよ、そんなの」リュクスはだらしなく座すわり直した。「別に軍で出世したいワケじゃないですし。軍ぐん師しを拝はい命めいしたのだって、まあその、故こ郷きようでイロイロとあって」

　フェイが意地悪く茶ちや化かした。

「聞いてるわよ。一度に何人もの女の子に手をだしたら、そりゃ大変よね」

「勘かん弁べんしてください。刺さされかけたんですよ」リュクスは立ちあがった。「ともかく、陸でも空でも大事に兵を使っていこうとおもいます。もちろん、決めどころでは荒あらっぽいことになりますけど」

「さきほどいったはずだ」ウランコールは満足げだった。「詳しよう細さいは軍師殿どのにすべて任まかせる──むろん、責せき任にんと決けつ断だんだけはわたしのものだがね」

　リュクスは丁てい寧ねいに一礼した。たとえ戦いがどれほど厳きびしかろうと、この将しよう軍ぐんの下でならば勝ち目を見いだせる、と確かく信しんしていた。
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「反対はしません、充じゆう分ぶんお覚かく悟ごがあってのことでしょうから」剛士から話をもちかけられたアーシュラは眉まゆすら動かさずにそう応おうじた。

　見て回りたい、というのだ。市内や、防ぼう衛えい線のあちこちを。昼間、フィラにやりこめられたにもかかわらず、やはり自分の目で見ておかないと気が済すまないらしい。

　アーシュラが賛さん成せいした理由はいくつかある。まず、すでに夜になっており、ランバルト軍の攻こう撃げきはまず考えられない。そして、剛士の性せい格かくからして、たしかに一度自分であれこれと目にしていなければおそらく延えん々えんと悩なやみ続けるだろうこと。死と、破は壊かいと、無数の悲ひ劇げきを目まの当たりにすることの悪あく影えい響きようについてはなんとかなるだろうとおもった。なにしろかれは自分で敵兵の命を奪うばったこともあるし、ウルリスにも直ちよく接せつ乗りこんでいる。むしろ目にしたものから受けたショックで精せい神しん的に追い詰つめられたほうがいいかもしれない。小野寺剛士という少年が全力を振ふり絞しぼるのはまさにそういうときだからだ。

「ほかの者には話しましたか」アーシュラはたずねた。実のところ、彼女にとってこの点がもっとも重要だった。

「いや、まずアーシュラに相談してから、とおもって」

「わかりました」ヴァンピレラ・ビューティはうなずいた。「……まいりましょう」

「え？」

「わたしと閣かつ下かだけで向かうのです」紅くれないの瞳ひとみでかれを見つめながら彼女はいった。「お忘わすれですか？　わたしはヴァンピレラで、いまは夜です」



　10分後、剛士はなんだかムチャクチャに幸せな気分で空を飛んでいた。もちろん、突とつ然ぜん魔力に目覚めたとか自分でバタバタやっているとかいうわけではない。飛んでいるのは翼つばさを伸のばしたアーシュラだ。高度は１００メートルほどである。

　眼がん下かのワルキュラは漆しつ黒こくの絨じゆう毯たんをおもわせた。敵の夜や襲しゆうはまず気にしなくていいので、灯火管かん制せい──夜は灯あかりが漏もれないようにしろ、という命令をだしているわけではない。市民の大半が疎そ開かいしてしまったので、灯りをともす者がいないし、開いている店もほとんどないのだ。

　にもかかわらず恐きよう怖ふ感はなかった。なにしろ背せ中なかがあたたかくて気持ちいい。ほとんどアーシュラのお腹なかとひっついているし、その、大きくて形がよくて張りがあるのに柔やわらかいという不思議な物体にも濃厚に接触している。んでもって剛士の胸むねと腹にはほっそりした彼女の腕うでがまわされていた。おまけに……。

　耳元を柔やわらかな息がくすぐった。

「爆ばく撃げきで生じた延えん焼しようの総そう面積は市街のほぼ一割わりです」剛士の耳へ唇くちびるを寄よせながらアーシュラはいった。

「ひゃっ、んっ、ひ、ひどいね」

「爆撃の規き模ぼにくらべるなら、最さい小しよう限げんです。消防隊が活かつ躍やくしました」

「ほ、誉ほめてあげないと」

「準じゆん備びさせます。寒くはありませんね？　肌はだには熱を持たせているつもりですが」

「は、はい、大だい丈じよう夫ぶっす」

　正直いってまいっていた。今夜のアーシュラはいつもと違ちがった。夜だからタダでさえ魅み力りよくを増ましているのに加え、なんつーかその、おもいっきり積極的なのだった。

　どうしたものかとおもっている。ぶっちゃけた話、その気になったヴァンピレラの魅力に抵てい抗こうするのはまず不ふ可か能のうだからだ。いまだって、シビアな用事ででかけてきたというのに（おまけに夜空を飛んでいるというのに）、なんかもうイロイロなものがうずくわ盛もりあがるわで大変なのである。

　なんだか妙みようなことになりかけていた剛士を救ったのはほかならぬアーシュラ自身だった。

「見えました。降おります」

「あ、うん」

　アーシュラが降り立ったのは小学校の校庭である。ワルキュラ市立ウィヒト第一小学校──魔都防衛兵団〈東の鉄てつ壁ぺき〉の兵団本部だった。

　事前に連れん絡らくはしてあったので、校庭には厳げん重じゆうな警けい戒かい体制が敷しかれていた。剛士とアーシュラはより抜きの屈くつ強きような兵士たちに守られながら本部の置かれた地下倉庫にはいった。

「気をつけぇ」

　剛士とアーシュラの姿すがたが見えたとたん、兵団最さい先せん任にん曹そう長ちようらしいタフな顔つきのハイエルフ（って、なんか矛む盾じゆんしてるような気がしないでもないが）が号令をかける。剛士はさっと手をあげ、

「邪じや魔ましてごめん。仕事にもどって」

　とこたえた。

「さすがに慣れてきましたね、ぼっちゃ……じゃなくて閣下」野戦服をカジュアルウェアのように着こなしたジョス・グレナムが剛士を迎むかえた。といっても、踵かかとはきっちりあわせ、背せ筋すじもぴしりと伸ばしている。

「それぐらいはさ」剛士はこたえた。人間的な面では兄あに貴き分のジョスに会えて気楽になっている。

「一いち応おう、準備はしてあります」ジョスはいった。「戦せん況きよう説明に10分。部隊の視し察さつに50分。そんなところでどうです？　視察のほうは俺おれもでる予定でしたので、ご一いつ緒しよします」

「あ、うん。迷めい惑わくじゃない？」

「そりゃ迷惑ですけどね」にこりとしてジョスは認みとめた。「閣下がちょいと顔を見せるだけで兵隊は喜びますから、プラスのほうが大きいです。それにしても……」

　ジョスは剛士の背はい後ごに控ひかえたアーシュラをまじまじと見つめ、賛さん嘆たんそのものの声でいった。

「いやはやアーシュラたん、今夜はまた一段だんと──いてぇっ」

　ジョスは悲鳴をあげた。左足を女のブーツで踏ふみにじられていた。

「あ、メイムさん、こんばんは」剛士はちょっとコワイ笑えみを浮うかべているダークエルフ美女に挨あい拶さつした。

「いい夜ですわね、閣下──参さん謀ぼう総そう長ちよう閣下も（←ここちょっと発音キツイ）。戦況説明はわたくしがいたします。別室へどうぞ」



　説明といってもすべての情じよう報ほうは大だい魔ま城じように送られている。なので、実じつ際さいに敵てきと向かい合っているかれらが抱いだいた懸け念ねんを伝えられた、というのが本当のところだった。

「陣じん地ちを部分的に奪うばわれてもすべての部隊を後こう退たいさせなかったのは」精せい霊れい式しきＧＴＳに表ひよう示じされた戦況を示しめしながらジョスがいった。「陣地、ていうか、抵てい抗こう線をどう捉とらえるかという問題です。部隊がのろのろとしか動けない場合、それは堤てい防ぼうのようなものとして考えたほうがよくなります。穴あながあいて、塞ふさぎ損そこねたら終わりです。全軍を撤てつ退たいさせるほかありません」

　かれは表示をランバルト軍に占せん領りようされた陣地付近に切り換かえた。魔王軍はその数キロ後方にあらたな抵抗線を構こう築ちくしている。陣地自体はあらかじめ予備陣地としてつくられていたものだ。

「しかしウチの部隊は足が早いです。長ちよう距きよ離りならフライング・カーペット、近距離なら魔族の体力に頼たよることが可能になります。ですから、抵抗線をトランクスやブリーフのゴムと考えることができるんです。この点は、全員に徹底してあります」

　引っ張ぱられるとびよーん、と伸のびるが、放はなすとぱちん、と元に戻もどる。部隊がそうした行動ができる、と期待していいのだ。

「まあそんな感じですんで、パニックの徴ちよう候こうはまったくありません。とはいえ戦争には相手がいますから」

　ジョスはメイムにうなずいた。

「ランバルト軍はわれわれがそうあって欲ほしいと願っているほど形式主しゆ義ぎの虜とりこになっていません」精霊式ＧＴＳに示された防ぼう衛えい戦せんの現げん況きようを示しながらメイムはいった。「われわれが現げん在ざいとっている方ほう針しんは陣地固守と運動戦をくみあわせた戦術的機動戦とでも呼よぶべきもので、ことに森や丘や小川といったものがある場所では大きな戦果をあげています。しかしこれも満足のいくレベルではありません。将しよう兵へいはむろん力を振ふり絞しぼっていますが……」

「訓練が足りないの、やっぱり」剛士はたずねた。

「認めざるをえません。戦意はむしろ高すぎるほどなのですが、詰つめの部分に甘あまさがでます。敵を叩たたききれません。Ｃ２Ｗの改かい革かくがなければ、かなりの混こん乱らんをきたしていたところです」

　あ。主人公がぽかんとしている。当たり前である。なんというか、ミリタリーなことに関してセンスはあっても教養はないのだ。たしかに剛士のおもいつきが原げん因いんとなってはじまった軍事的な改革はイロイロとあるのだが、そのあとで好きな連中がこねあげてしまった具体的なシステムについては素人しろうとそのものなのだった。一方、ここに顔を揃そろえているメンバーは、遊び人のジョスでさえ大魔ま導どう士し兼けん軍事のプロなのである。

　いまの場合、Ｃ２Ｗという言葉がまったくわからなかった。

「おい、メイム」剛士の表情に気づいたジョスがあわてていった。

「え？　あ、すいません──Command & Control Warfare、指し揮き統とう制せい戦、略りやくしてＣ２Ｗです」

　ますます泥どろ沼ぬまにハマってきた感じだが、まあそういうことである。

　指揮というのは『目的を実現するため、リーダーが部下、部隊に対して指示・命令すること』をいう。一方の統制は『部下、部隊がとる行動の一部分についてのみ指揮をする（規き制せいを加える）』である……さらに泥沼な気がするのでもうちょっと書くなら、職しよく場ばからお家に帰って来たお父さんがお母さんへ求める（あ、家庭によっては逆ぎやくかもしれないが）、

『メシ、風ふ呂ろ、寝ねる』

　が、指揮。んで、実は熟じゆく年ねん離り婚こんしてやろうかしらとおもいつつ、子こ供どもが大学卒業するまでは我が慢まんしようとおもっているお母さんがたずねる、

『御ご飯はんとお風呂、どっちを先にします？』

　という言葉に対する、

『風呂（あるいはメシ）』

　という返事が統制にあたる、はずだ。

　となればＣ２Ｗというのはそれをどれだけスムーズにおこなうか、ということになる。メシ風呂寝る、だけでもお母さんが「今日は疲つかれてるのね、お疲れさまでした」とおもってくれるような伝え方をして、んでもって御飯はお風呂のあとなんだから、パックの刺さし身みをお皿に載のせる時間ぐらいはあるわね、という気分にさせてしまうわけだ。

「現げん状じようは戦せん術じゆつジンネットに頼たよりきっていますけど、それだけのことはあります」メイムは説明した。「兵へい団だん本部が発する命令は各旅団に対しての基き本ほん的な方針が主で、詳しよう細さいはすべて委い任にんしています。いまの場合、可か能のうな限かぎり敵てきに損そん害がいを強しいること、ただし、わが方の損害がそれを上回る可能性せいがある場合は、行動について特定の命令を受けている場合をのぞき、もっとも損害を低下させる行動をとれ、です」

「ヤバそうだったら逃にげていい、ってことですよ」ジョスが一言でいった。

「敵が強いから、頭と背せ骨ぼねはしっかりさせる、ってこと？」剛士はたずねた。

「それ、教範マニユアルにつかいましょう」ジョスは手を叩いた。「でまあ、ウチの兵団は敵と殴なぐりあう仕事を受け持つ旅団本部が三個こありますが、いま敵と向き合っているのは第２旅団と第３旅団、第１旅団は予よ備びとして抑おさえてあります」

　さきほどから『描びよう写しや』ではなく『説明』ばかりだが、ま、長いか短いかは気の持ちよう。人生のあいだにはそういうこともある。心をひろくもって諦あきらめていただき、もうちょっと続けよう。

「部隊の三分の一が予備として待機しているってこと？」剛士はたずねた。

「あー、ちょっと、つーか全然違ちがいます。でもこのネタは基本から話さないとわかりにくいんで……」ジョスは困こまったような顔を浮うかべたあと、紙とペンを手にした。

「部隊ってのは予算措そ置ちとか法的な規き制せいとかによって『編へん制せい』されます。ま、これは大だい丈じよう夫ぶですよね？　いいすか、下の字に注目してください。制度の『制』です」ちょっと以上疑うたがわしげにジョスはたずねた。

「えー、ああ、うん」剛士の声は頼たよりなげだった。

「で……まあ、戦争だの災さい害がいだのが起きたとき、その騒さわぎの程てい度どに応おうじて『編制』された部隊を集めて問題に対たい処しよできる大きな部隊を組そ織しきします。これが『編成』です。いいすか、今度は『成』です。間違えないようにヘンナリと覚えてたらいいです」

「うん」なんかぼくって漫まん才ざいコンビの目立たないほうみたいだな、とおもいつつ剛士はうなずいた。

「ほかにも……色々な部隊を集めて『編制』で定められていない部隊をつくる『編合』、必要性に応じて『編制』部隊を目的にあわせた形で編合する──組み合わせる『編組』ってのがあります」

　なんとか理り解かいしようと言葉をぐるぐると頭の中で回転させた。自分が一番慣なれている組織はなんだろうとおもい、学校に決まってるじゃないかとおもった。

　学校にあてはめるなら、『編制』はクラス決めのことになるだろう。成せい績せきや、就しゆう職しよく・進学という進路にあわせてつくられるクラス。

　だとすると『編成』はなににあたるのだろう。本日は全校清せい掃そうです、一組と二組はグラウンドの草むしり、三組と四組は敷しき地ち南側のドブさらいをしてください……というところだろうか。

　んじゃあ『編合』は？　各クラスから選ばれた委員を集めてナントカ委員会をつくり、学校全体のある分野を任まかせるようなものかもしれない。

　では最後の『編組』は──学校によってはおこなわれることのある、選せん択たくした授じゆ業ぎようによる教室の変へん更こうがそれにあたりそうだ。二年四組のうち、物理を選択した奴やつは物理教室で他のクラスの選択者と一いつ緒しよに授業を受けること、化学を選んだ奴はまた別の教室で……ま、そんなところだろう。

「わかりましたか」ジョスがたずねてきた。心配そうだ。

「たぶん」剛士は学校を例にあげたこんな感じでいいの、というところを口にした。

「それで充じゆう分ぶんです」ジョスはほっとしたように笑った。「ま、いまのところそうしてある、というだけのことですから。閣かつ下かの御お立場であれば、なんとなくわかっているだけで充分です」

　いい加か減げんな気もするが、防ぼう衛えい大学校や自衛隊の幹かん部ぶ学校で講こう義ぎを持つわけじゃないのだから、たしかにそれでいいのである。



　剛士のチキュウにしたところで、時代と国が違えばここまであげた言葉の意味がコロコロと変わってきたのだ。同じ国の軍事組織である陸上自衛隊と日本帝てい国こく陸軍でさえ違っているぐらいだ。編成うんぬんに限らず、軍事的な事こと柄がらにかかわる専せん門もん用語──軍事用語は経けい験けん論ろんの集合体であり、これでキマリ、などというものではない。予想される未来の戦争や政せい治じ的現実にあわせて変わってしまうものなのだ。なにしろ軍事用語という言葉すら太平洋戦争に日本が負けたあとででっちあげられたといっていい。それまでは兵語という言葉が用いられたのである（言葉だからといってバカにしてはいけない。陸上自衛隊のドクトリンでは18世紀の戦争のように『戦せん略りやく』と『戦術』がダイレクトにつながっているために、外国の軍隊で重じゆう視しされる『戦略』→『作戦』→『戦術』という軍隊の行動を明めい確かくにするために必要な基本概がい念ねんがなんのことやらわかりにくくなってしまい、そのおかげで以前の巻で触ふれた『指し揮き手順』や軍隊の本来的な任にん務むについての認にん識しきがはっきりとした規き則そくではなく『思想』じみたものと化しているという、旧きゆう帝国陸軍以来ただされていない欠けつ陥かんが存そん在ざいする。ちなみにこのことを一般の自衛官にたずねてもあまりわかってくれないかもしれない。かれらの大部分は『教育』を受けているだけであり、『研究』している人はごく少数だからだ）。



　なお、ここでジョスが教え、剛士が自分の知識にあてはめた解かい釈しやくにしたところで、魔ま王おう軍にとって都合のよいものでしかない。違うことが書かれている本があっても、どちらかが間違っているということにはならないのだ。自分たちにとって楽であり、またその結果としてなにかのプラスが見こめるならば、使いやすいように解釈しなおしてかまわないし、また、そうすべきなのである。

　その意味で魔王軍はおファンタジアな存在であることの有利さを徹てつ底てい的に活用していた。オレらってやっぱ戦争うまくないし、という認識がすべての前ぜん提ていにあるので、教範マニユアルが間違っている可か能のう性せいを平気で認みとめられるのである。

　魔王軍の教範──軍隊用の教科書には、巻頭に三つの但ただし書きが必ず記されている。『ここに記されていることは真理ではない』と、『もっといいおもいつきがあれば恐おそれることなく意見を提てい出しゆつすること』、そして『新たなアイデアをだしたからといって苛いじめられることはない。なお、採さい用ようされた場合は絶ぜつ対たいにご褒ほう美びがある』の三つである。そしてそれはタダのスローガンではない。時代おくれになること、誤あやまっている可能性があることが前提となっており、常つねに新しいアイデアを求めているのは本当なのだ。

　ちなみに、変化しうる、あるいは過あやまちをふくみうる教範を絶対視してしまいがちな人がいるのは、本人の能力が限かぎられ、性せい格かくに余よ裕ゆうがないことだけが理由ではない。教範の書かれかたにも影えい響きようされている。

　たとえば剛士君の故こ郷きようである日本の場合「あるべき理想の状じよう態たい」を書いてしまうことがあまりにも多い。だからこそ素人しろうとにはわかりにくいし、教範の内ない容ようを絶対視する人々が少なからず生じ、現げん実じつの行動で問題がおこるのだ。アメリカの場合は「こういうときはこうしなさい」という実用的な書きかたがなされるので、素人にもわかりやすい。ただし、実用的な書きかたがなされるぶん想そう像ぞう力にマイナスの影響を及およぼすから、満点でないのはおなじである（まあ、想像力の足りない人たちのために作られるのが教範だ、ということなのだが）。

　このあたりの穴あなを埋うめるものは、実戦によってえられる辛つらい経験や、その経験から一いつ般ぱん論を導みちびきだそうとする知的な努力によるしかない。実はその知的な努力の果実が教範のはずなのだけれど……つまりはどんな果実も時が経たてば腐くさるのである。

「すなわち部隊とは基き本ほん的に『編へん制せい』されるわけです」メイムがいった。「わが〈東の鉄てつ壁ぺき〉兵へい団だんは急場でつくられた部隊ですが、閣下の御ご裁さい可かが得られていますので、やはり『編制』されたことになります。ここで、さきほど閣下が触れられた問題、第１旅団を兵団予よ備びとした場合、どれほどの兵力が後方に拘こう置ちされるのか、ということになりますが……事実上、これだけ、と定まってはいないのです。各旅団には兵団に配はい属ぞくされたいくつもの種族混こん成せい大隊や支し援えん部隊が戦せん況きように応おうじて与あたえられ、必要がなくなれば引き抜ぬかれます──『編成』されたものだからです。事実、敵てきともっとも激はげしく戦った第２旅団は日にち没ぼつまで兵団全力の四割わりを掌しよう握あくしていましたが、現在は再さい編へん成せいと休養の必要がある大隊を引き抜きましたので、二割程てい度どになっています」

　それまで黙だまっていたアーシュラが部屋の隅すみに置かれていた算数の授じゆ業ぎよう用の粘ねん着ちやく式しきマーカーを黒板に貼はり付けはじめた。まず黒のマーカーを頂ちよう点てんに置き、その下に緑のマーカーを三個こ離はなして並ならべる。チョークで黒のマーカーから線をひくと、緑のマーカーのそれぞれに１、２、３と数字をふった。今度は一〇個の赤のマーカーを手にとり、うち四個を２とふった緑のマーカーの下に並べる。残り六個は三個ずつ１と３にふりわけた。剛士をちらりとみて２の緑マーカーの下にある赤マーカーのうち二個を１の緑マーカーの下へずらした。

　さすがにここまでされるとわかる。剛士はにこりとしてうなずいた。一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえみを浮うかべたアーシュラは赤のマーカーすべてをずらしてひとまとめにするとその周囲をチョークでかこい、黒のマーカーへ線を引っ張ぱった。

「アーシュラちゃんに仕事をとられちまったな、メイム」ジョスがにやにやしながらいった。

「大隊は旅団に所しよ属ぞくしているわけじゃないのか」剛士はつぶやいた。「必要に応じて兵団本部から旅団に貸かしあたえられる……そういうことだよね」

「基本的には、すべての部隊がそうです」メイムがよくできました、とでもいいたげにこたえた。「昔ながらの意味で“〝戦う”〟ための部隊は大隊が最大の規き模ぼですね。兵団は持もち株かぶ会社のような資し産さん管理組そ織しき、旅団はそのグループ企き業ぎようの投資顧こ問もん会社のようなもので、これまた一種の管理組織となっています。通信連れん絡らくその他、面めん倒どうになることも多いのですが、戦せん術じゆつジンネットをはじめとするあらたに導どう入にゆうされたシステムのおかげでその点はなんとかなりますから。なお、旅団隷れい下かとなった部隊は旅団長の判はん断だんで他の大隊や支援部隊などとチームを組み、戦闘群コンバツト・グループを編成し、戦せん闘とうに投入されます。コンバット・グループの陣じん容ようもむろん必要に応じて変化します。大隊レベル以下でも同じような処しよ置ちが各級指し揮き官の権けん限げんの範はん囲い内でおこなわれるのです」

「つまるところ、柔じゆう軟なん性せいです」アーシュラがはじめていった。「敵が攻こう撃げきしてきそうもないのに、攻撃されそうな部隊とおなじ戦力を持っているのはムダです。必要とされる場所に、投入可能な兵力を予想される戦闘状じよう況きように最も適てきした編成で投入する。それだけのことなのです」

「でも、その“〝それだけ”〟を実現するのが大変だったけど」ジョスがいった。「まあ、本人の前でいうのはイヤだけど、閣かつ下かのおかげですね」

「……ぼく、そんなこといったかな？」

「ちょっとしたことなんですよ、はじまりは」ジョスは苦く笑しようを浮うかべた。

　さきほどのマニュアルを例にとって魔王軍に剛士が与えた影響を語るなら、こんな感じになる。

　もともとは人族の手で……ものによっては異い世せ界かいチキュウで発達したものだという認にん識しきが魔ま族ぞく一般にあるためか、魔王軍は自分たちのオリジナリティに必要以上こだわらない。おかげでマニュアル好きでもある。素人の強みは自分が素人だということの意味を（つまり、欠点を）素す直なおに認みとめるところにあるからだ。

　が、ランバルトとの25年に及およぶとぎれとぎれの戦争は魔王領りようの軍事担たん当とう者しやから気分と予算の余よ裕ゆうを奪うばってもいた。

　新しいことをおもいついても、変えてヒドイことになったらコワイ、という考えが先にたったし、変へん更こうに必要となる莫ばく大だいな費用──教範の印いん刷さつ費や紙代だけでなく、それにあわせて教官の再さい訓練や部隊の改編が必要になる──がそれをためらわせていた。

　つきつめてしまえば子こ供どものおもいつきに等しい剛士のアイデアが大きな影響力を発はつ揮きしたのはそのおかげである。

　かれは軍事技ぎ術じゆつに関して自分が素人以前の存そん在ざいであると最初から自覚していた。それでもなおかつなにか考えるのが仕事だともおもった。だから、かつて天あま抜ぬけで自分を囲んでいた適てき度どに便利な環境を実現してはどうかと考えた。すなわち必要なときはすぐにだれかと連絡がとれて、ちょっとお金があれば御飯を食べるのも困こまらなくて、適当に気晴らしができて……ともかく苦労するのはギリギリのときだけ、あとはなるべく楽をするという発想である。なんだかヘンな表現だが、キツイとき徹底的に楽をするため、その前段階ではどんな苦労も受け入れるということであった。剛士にとってはきわめて当たり前の考え方だった。学校でいじめにあったときにとった対たい処しよ法とおなじだからだ。

　多年におよぶ戦争で一種の煮に詰つまりに陥おちいっていた魔王軍にとって、剛士の素人考えは劇げき薬やくのような効こう果かをもたらした。なにしろリーダーみずからがこのままではイカン、といいだしたのだ。これまで色々な連中が頭のなかや仲間うちでもてあそんでいるだけだったさまざまなアイデアが奔ほん流りゆうのようにふきだすことになった。

　かくして戦場での劣れつ勢せいをよそに、魔王軍は戦術ジンネットだのＪＯＰＥＳだのというシステム改革に突っ走った。魔王領のなかですら、戦争してる最中にいくらなんでもやり過ぎじゃないか、という感想を抱いだく者たちがいたほどである。

　しかし、剛士に率ひきいられる魔王領・魔王軍首しゆ脳のう部ぶの意見は割れていない。まともに勝ったことなど一度もない戦争を長々と戦い続けてきただけあって、根っこの部分では呆あきれるほど現実的かつ実用主義的プラグマテイツクになっていたからだ。

「閣下が兵士にはなるべく楽をさせてやりたい、と口にされる。それだけで充じゆう分ぶんなんです。どうしてだかわかりますか？」ジョスがいった。

　さすがにあっさりしすぎていてわからない。

「もうちょっとアレな感じで表現すると、こうなります」苦笑いを浮かべたジョスはあらためて教えてくれた。

「ある人間が戦争を理り解かいしているかどうかを見分ける簡かん単たんな方法があるんですよ」かれはいった。

「そいつが戦せん略りやくについて語りたがった場合、間ま違ちがいなくなにもわかっちゃいません。わかっている奴やつは──兵へい站たんを語ります。あ、兵站と補ほ給きゆうがイコールだとおもってる輩やからがよくいますけど、そういうことじゃありませんよ。なんていうかな、前線以外の場所すべてでおこなわれる、戦争をスムーズに進めるための作業すべてのことです。補給ってのはそのごく一部に過すぎません」

「ぼく、そんな難むずかしいこといった？」

「剣けんを振ふるい、矢を放つ兵隊たちに可か能のうな限かぎり楽させようとするでしょう？　つまり、それが兵站なんです」ジョスは豪ごう快かいにまとめてしまった。大おお雑ざつ把ぱどころか超ちよう光速で突つき抜ぬけたような表現だが、だからこそ間違ってはいなかった。

「細かいことは専門家が夜も寝ずに楽する方法を考えます。どんなことでも単たん独どくではなりたたないのは自然界も軍隊もおなじですから、閣下のちょっとした一言があるだけで、あとは勝手にできあがっていきます──どうです、ちょっとコワくなったでしょう？」

　剛士は素直にうなずいた。

　自分自身が独どく裁さい者しやの一種であることはむろんわかっていた。いい迷めい惑わくだ、ともおもっている。ヒトラーやムソリーニやスターリンや毛沢東や金親子の同類だなんて、考えるだけでぞっとした。

　だから……おなじ独裁でも、個人の願望ではなく緊きん急きゆう避ひ難なんシステムの一種であるもの、すなわち古代ローマの独裁官デイクタトールのような、任にん期きの限られた、あとあとのことを考えると身内にはそうムチャクチャなことができない独裁者であろうとしている。ヘンな表現だけれど、小野寺剛士は、すべてのバランスへ配はい慮りよするために権けん力りよくを用いる独裁者たらんとしているのだ。

　戦争は、いつもはなんとかなっているバランスをぶち壊こわす。そして最後には国をひっくり返してしまう。氷山（別に魚ぎよ雷らいや機雷でもいいけど）が横よこ腹ばらにぶちあたった船のようなものだ。転てん覆ぷくしないためには海水をポンプでくみだすだけでなく、反対側の船倉にわざと海水をいれて傾かたむきを消す必要がある。その結果として船の浮ふ力りよくは失われていくが……穴あなをふさぐことができれば、排はい水すいし、浮力を取り戻せる。すくなくともそうできる可か能のう性せいだけは失われない。

　可能性。負けない可能性。勝利の可能性。この戦争を終わらせる可能性。魔ま王おう領りよう総そう帥すいの役目は、それが失われないようにすること……魔王領にとって。魔王領の魔族と人族にとって。そしていまや、ブラントラント共和条じよう約やく機き構こうに参加したすべてのものたちにとって。

　ジョスはにんまりした。

「そいつを忘わすれないでいてください。お願いします。閣下が忘れずにいてくれる限り、俺おれたちは──小野寺剛士様のことが大好きです」



「明日の昼までには、この丘に生はえている木は一本残らず吹き飛ばされるか焼けるかしているでしょう」丘の上に掘られた塹ざん壕ごうのなかを進みながらジョスはいった。剛士を手て招まねきして掩体壕のなかにはいる。だれがあらわれたかに気づいて飛びあがった当直の中ちゆう尉いが号令をかけようとしたのをさりげない身振りで抑おさえ、たずねた。

「どんな具合だ、ん？」

「どたばたやっておるようです」ヴェアウルフの中尉はこたえた。「気を抜いたフリをして篝かがり火びなど焚たいておりますが、こちらに向いている側だけで、その向こうはのぞかせようとしません──おそらく、バリスタなどを運びこんでいるのだとおもわれます。敵てきに占領された陣じん地ちの幅はばからして、１００基きかそこらは並ならべられるはずであります。掩体の強化はすでに命じてあります」

「ブライトボールはあげているか？」

「魔法を用いている様子はまったくないのであります。気になって中隊の魔導士に調べさせましたが、精せい霊れい波はのそれらしい乱みだれはないと」

「魔導士を休ませているのかな。今日、予定していたより魔法を使いまくってしまったのかも」剛士がつぶやくようにいった。

　目に見えて緊張した中尉は自分よりふたまわりほども小さな魔王領総帥へ一礼し、いった。

「自分もそう判はん断だんいたしました、閣下」

「うん」おもわずにこりとしてしまう。「現場にいるひともそう考えているなら、たしかだ」

「はっ、閣下」そうこたえた中尉の身体からだは三倍にも伸のびたように見えた。

　にこりとした剛士だったが、ふたたび陣地や明日の戦場をみまわしはじめる。中尉が魔導双そう眼がん鏡きようを貸してくれたのではっきりと見えるようになった。

「なにか気になることでも、閣かつ下か」ジョスがたずねた。

「こういうものなんだとおもって」

　とぼけた、しかしふざけているのでは決してない声を耳にした中尉をはじめとする陣地の兵たちがふきだした。ストレスが溜たまっていたところなので、あっというまに陣地すべてへひろがっていく。

（そんなに笑わなくてもいいじゃないか）

　とスネたくなったものの、やがて自分も笑っていることに剛士は気づいた。

　掩体壕をでたあとでジョスが小さな声でいった。

「ああいうこと、わざといってるんですか？」

　剛士はきょとんとした。

「ああいうことって？」

　ジョスは複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべ、それから小さく笑い、剛士の背せ中なかへ守るように腕うでをのばし、待たせているフライング・カーペットへエスコートした。

　といってもなかなかスムーズには歩けない。一発の魔ま導どう弾だんや攻こう撃げき魔法でやられないように、陣地の塹壕はクネクネと折れ線を描えがいて掘られているからだ。それに、総帥が来ているという噂うわさを聞きつけた兵士たちがその姿すがたを一目見ようと次々に顔をだす。恥はずかしかったが、せめて会え釈しやくだとか手をあげるとかしてやらなければ悪い気がして、剛士はその一人一人に応おうじる。好きでも得意でもないが、それもまた総帥の仕事だとおもった。

　ようやく後方にでた時は予定時間をだいぶすぎていた。ほかにも予定のあるジョスが急ぎましょうと急せかす。

　が、剛士は立ちどまり、ふたたび陣地を見た。あちこちから顔をだしていた兵たちが歓かん声せいをあげる。

　魔族は夜目が利きくことを知っている剛士もさっと手をあげた。

「閣下、お気持ちはありがたいのですが……」ジョスが焦じれた声でいった。陣地はすでにかなりの騒さわぎになっており、敵に剛士の来訪を気づかれていないかどうか心配で仕方なかった。

「忘れてた」剛士はつぶやくように告げた。「全然気づかなかった。ああもう、戦争映画、もっとみておけばよかった」

「なにがです？」ジョスは眉まゆをあげた。

「いや、あのね……」

　剛士の言葉を耳にしたジョスは眉を寄よせ、しばらくして、己おのれを罵ののしる呻うめきを漏もらした。

「たしかに、たしかにおっしゃる通りです、くそっ。急がせます」



「ジョス・グレナムがあの陣地を選んだのは偶ぐう然ぜんではありません」またもや実に幸せな状じよう態たいで空にあがってからしばらくして、アーシュラが囁ささやいた。「しっかりと、選んでいます」

「どういう規き準じゆんで？」剛士はたずねた。とはいえ、なんとなく予想がついていた。

「閣下もおわかりなのでしょう？」アーシュラはぴしりといった。

「明日、一番の激げき戦せんになりそうな場所だから」剛士はこたえた。かれにしては珍めずらしいほど発音がはっきりしていた。腹はらの中ではもっとキツイ言葉を弄もてあそんでいる。ジョスは、ぼくに明日死ぬかもしれない連中の生せい前ぜん葬そうに出席させたんだ。そうに決まっている。なぜかって？　明日、かれらが死ぬまで故郷のために戦い続けてくれるように。総帥が自分たちをただの消しよう耗もう品ひんとはみていないのだ、とかれらへ信じさせるために。以前、暇ひまつぶしで読んだ本に書いてあった。リーダーシップにはさまざまな表しかたがある。アグレッシブであるという演えん技ぎ、人間味にあふれているという演技、人々を圧あつ倒とうするような重々しさを見せつける演技、部下を底抜けに信じているという演技、部下の気分を盛もりあげるための演技、そして、部下と自分のあいだにおなじ仲間なのだという連帯感をつくりあげる演技。とても自分にはできないとおもった。

　だが、今夜のぼくはそうした。明日は死んでしまうかもしれない兵士たちと話をした。ぼくも、かれらとおなじなのだといわんばかりの態度で。くそっ。ひどい。ひどい話だ。そして、なにもかもが正しい。かれらが死ぬまで戦い続けてくれなければ、魔王領が困るからだ。ああもう、アーシュラの胸はこんなに柔らかいというのに。

「ご明察です」アーシュラはさらにしっかりと腕をまわしてきた。

　煮に詰つまったからだろう、ついつい言葉がでた。

「今日はさ、なんか、違うよね」

「……そうかもしれません」

「ぼくを励はげましてくれるために？」

　息を呑のむ気配があり、腕へさらに力がこもった。やがて、声がきこえた。

「ヴァンピレラにも、心はありますよ」

　はっとした。また失敗したことがわかった。

　たしかにそうだった。

　剛士がとんでもないストレスを抱かかえこんでいる。そして周囲がそのことを案じ、なんやかやと気を使ってくれる、それは、事実だ。

　だが、同時にかれら自身もストレスを抱えているのだ。事実上、ブラントラント共和条じよう約やく機き構こう軍すべてを率ひきいているアーシュラもその点はおなじである。それどころか、剛士よりもさらに大きなストレスかもしれない。いまのところ、戦争に勝っているとはいえないからだ。そして、その彼女の辛つらさが本当に理り解かいできるのは──戦争ではなく、国家と歴史、ある意味でひとつの世界を背負わされてしまった剛士以外にはいない。彼女はありえないほど完かん璧ぺきな女であり、独どく立りつした存そん在ざいだ。だが、決して完全ではない。

　そうなのだ。アーシュラこそが救いを求めていたのだ。

　過あやまちには気づいた。だが、どうしてよいものやらわからなかった。結局、自分の手をアーシュラの手に重ね、後頭部を少しだけ胸に押しつけた。控ひかえめなものである。情なさけない。だが、小野寺剛士という少年の規準でいえば校こう舎しやの屋上から大好きだ、と叫さけぶよりも恥ずかしかった。

　アーシュラの身体からだがかすかに震ふるえ、言葉をふくまない吐と息いきが耳をくすぐった。鼓こ膜まくに続いて、脳のうまでが痺しびれていくのがわかり、なにもかもどうでもよくなりかけた。

　剛士はあわてていった。

「いま、ハマるのはまずいよ」

「いつでもマズそうですが」

「そうだけどさ。逃にげになる。もしそうなったら、ぼくは一日中アーシュラのことばかり考えている。それじゃ……いまはやっぱマズいよ」

　落らく胆たんの吐息が耳をくすぐり、後を追うように微かすかな笑いを感じた。

「ふられたわけですね、わたしは」

「違う」剛士は首を左右に振った。「違う違う違う、絶対に違う」

「では、証しよう明めいしてください」

　世界が回転した。アーシュラが剛士を腕の中でひっくり返したのだ。

　目の前に、どれほど見つめても見み飽あきることのない美び貌ぼうがあった。いつものようなクールさは少しだけ薄うすれている。紅あかく輝かがやいている瞳めに見つめられたとたん、意い識しきがさらにもやもやとしはじめた。

　アーシュラは妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「剛士様のほうからなにかをしてくださらないと、ヴァンピレラの力の虜とりこになりますよ。いまは夜です。わたくしも、我が慢まんしようとはおもいません」

　迷まよってはいられなかった。剛士は自分から彼女の頭を引き寄せ、そのまま唇くちびるをあわせた。もぐりこませた舌したが一いつ瞬しゆんだけ牙きばに引っかかったが、気にもならない。

　触ふれ合っていたのは短い時間だったが、それで、充じゆう分ぶんだった。刹せつ那なのあいだ、二人はこの世界で背せ負おっているすべてを忘わすれられたからである。それで、良かった。たしかにかれらは忘ぼう却きやくの一瞬を必要としていた。
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　翌よく朝ちよう。進撃路確かく保ほのために正面を焦しよう土ど化かするというリュクスの計画はウランコール衝しよう撃げき軍ぐんに可能なすべての手しゆ段だんで実行に移うつされた。



　テアン・クロサクは西でくりひろげられている破は壊かいに圧倒されていた。かれ自身はまずまず安全だ。クロサクが一槍そう兵へいとして所しよ属ぞくしているチェドラル農兵団の主力は昨日占領した敵てき陣じんにこもっている。

　正面一キロほどの位置にある丘は昨日まで、いや、つい今朝まで、樹じゆ木もくに覆おおわれていた。それがいまは……皮を剥むかれたように赤茶けた地じ肌はだをむきだしている。

　黒こく煙えんがあちこちから噴ふん火か口こうのようにたちのぼっていた。丘の左右にある林は全体が燃もえ盛さかっている。

「中隊そのまま聞け」中隊長のウォルバンが馬のように長い顔にかすかな落らく胆たんの色を浮かべながらいった。

「われわれの攻撃開始は一時間遅ち延えんすることになった。それまで、装そう具ぐを点てん検けんし、よく休んでおくように」

「どういうことなんだ」テアンの隣で燃えあがるすべてを見物していたアデノ・グラトーンが不満げにうめいた。「あんまりのんびりしてるとすぐ夜になっちまうぞ」

「あれじゃ、進めないよ」テアンは丘を指さした。「すくなくとも、両りよう脇わきの林が燃もえ尽つきたあとじゃないと、だめだ。こっちが燃えちまう」

　そのとおりだった。かれらの後方から飛来したペガサス空中騎き兵へいの群むれはどこかに狙ねらいをつけるというより進撃路とその周辺を埋うめつくすように焼しよう夷い弾だんを投下し、炎ほのおの海をつくりだした。あいかわらず敵ドラゴンの迎げい撃げきはなく、対空カタパルトもごくおざなりにしか使用されなかった（すくなくともテアンにはそう見えた）。

「全部燃えたんじゃないのか」

　もっとも激しい攻撃を受けたように見える正面の丘を指さしながらアデノがいった。声に願うような調子がふくまれている。

　テアンも同感だった。丘への攻撃はかれらパイク兵が不得手とするところだ。昔は不可能とさえいえたそうだが、ランバルト軍の厳きびしい軍規と戦いになれた指し揮き官かんたち、そしてテアンのように人族の大たい義ぎに疑ぎ念ねんを持たない兵たちがその限げん界かいを打ち破やぶった。といっても、平地で戦うようなわけにはいかない。どうしても隊列は乱みだれるから、敵てきにつけこまれやすくなる。

　どうかそんなことになりませんように、テアンは祈いのった。昨日の攻撃で倒たおれた戦友たちを目にしていたかれは、どこまでも真しん剣けんだった。



「目標地ち域いきはすべて炎ほのおと黒こく煙えんに包まれました」焦こげた臭においを装具にしみつかせた年配のペガサス・ライダーが本営を訪おとずれ、報ほう告こくした。オソニオ・タバール男だん爵しやく。名前からもわかるようにタバール空中騎兵連隊を率いる連隊長だ。かれの連隊はもともとマリウクスに駐留していたため、ウランコールと気心が知れている。報告は信しん頼らいしてよかった。

「対空カタパルトはどうでした」地図をにらんでいたリュクスがたずねた。

「昨日と大差はありません。特に増ぞう強きようしたということはなかったようですな」タバールはこたえた。「損そん害がいは28騎。むろん、無む視ししてよい数ではありませんが、侵しん入にゆうする方位と高度を工く夫ふうした効こう果かがあったものとおもいます」

「お見事です」リュクスはうなずいた。

「ご苦労さま。再出撃の要よう請せいがあるまで休ませなさい」ウランコールは命じた。

「はっ。念のため一個中隊は緊きん急きゆう待たい機きさせております。では」

　テントをでたウランコールは西方からたちのぼる黒煙を望遠鏡でたしかめた。

「最善の策さくではないな」かれはいった。「ほかに急場で間に合うものがないから、そうした。そういうことだな？」

「ええ」リュクスはあっさりと認みとめた。「ムダが多すぎます。効果のほどもはっきりしません。なにしろ相手は魔族です──でも、進まなければなりません」

「そうだ」ウランコールはうなずいた。「たとえどれほど損害がでようと。ワルキュラを落とせばこの戦争は終わり、魔王領も消え去る」

「そうなりますね」リュクスはこたえた。「そうなるはずです」



　命令がくだされ、チェドラル農兵団は占領した陣地から姿すがたをあらわした。たちまちのうちに三つの縦じゆう隊たいをつくりあげる。お互たがいにいくらか距きよ離りをとっているのは、攻撃魔法の一撃で大損害を被こうむらないためである。

「丘の麓ふもとまではこのまま前進し、そこで隊列を組み直す」ウォルバンの命令が聞こえた。「敵が魔法を使用するまでこちらも魔法掩えん護ごはない。注意するように」

　なにを注意しろっていうんだ、テアンは罵ののしりたくなった。マスル神にでも祈ればいいってのか──だが、かれは両腕でパイクをしっかりと掴つかみ、敵陣に厳しい視線を向けてもいた。文もん句くは山のようにあっても、戦う気き概がいがなくなってしまったわけではない。魔族は悪だった。はるかな昔、人族を襲おそっては無数の悲ひ劇げきをつくりだしていたから悪だった。魔族は悪だった。テアンを一人のパイク兵として戦場に立たせているから悪だった。たとえかれが正当な契けい約やくのうえで農兵団に入隊したのであっても、悪であることに違ちがいはなかった。魔族は悪だった。仲のよい戦友を何人も殺しているから悪だった。

　悪は滅ほろぼされねばならなかった。

　角笛が響ひびきわたり、ドラムが一定のリズムで打たれはじめた。中央縦隊の後方に位置した兵団長ロバス・マルコフが掲かかげた手を振り降ろす。命令がテアンの鼓こ膜まくを打った。

「農兵団、前へ！」

　重々しい第一歩が踏ふみだされ、パイクの林が前進を開始した。その両りよう翼よくには弩いしゆみ隊たいが進み、後方には長弓隊と魔導士隊、バリスタ隊が続く。同じ情景がチェドラル農兵団の左右でもくりひろげられている。かれらの後方では約１万名の予備隊が待機していた。突破が成功した時点で投入され、ワルキュラへ１メートルでも近づくのが任にん務むだ。もちろん、そちらにも支し援えんはたっぷりと与あたえられ、損害を局限することになっている。

　パイクの石いし突づきが地面を叩たたく音、胸きよう甲こうがベルトとこすれあう音、ブーツが地面を踏みしめる音が無数に響き、不気味な不協和音となってテアンの神しん経けいをいたぶった。しかしかれの内部で恐きよう怖ふに侵おかされた部分はほんのわずかだ。たしかに神しん経けいは昂たかぶり、瞳どう孔こうは収しゆう縮しゆくし、心しん臓ぞうは痛いたいほどに鼓動を打っている。が、歩みを止めようとはおもわない。進む。進み続ける。そして、悪を倒す。

「おい、張り切りすぎるなよ」隣を進んでいるアデノが突とつ然ぜんいった。

「なにがだよ」テアンは驚おどろいた。

「悪を倒すのは賛成だが、簡かん単たんに死なれちゃつまらないぜ」

　笑い声が起こった。テアンは真っ赤になった。いつのまにかおもいを口にだしていたらしかった。



    

  
    
      　ウォルバンの怒ど声せいが響いた。無む駄だ口ぐちを叩くな。かれは喜んでその命令に従したがった。



　いまだ薄うすく黒煙に包まれている丘の麓にたどりついても、魔王軍に動きは見えなかった。隊列が横隊に組み直される。各横隊はあらかじめ定められていた方向から斜しや面めんをゆっくりと登りはじめた。丘に生えていた樹木や草はすべて灰はいになるか、消し炭になって不気味に斜面から顔をだしているだけだった。

　重いパイクを前方に突きだしながら斜面をのぼる。肺はいが汚よごれた空気に悲鳴をあげ、全身に汗あせがふきだす。視界はあまりよくない。はっきりいって、敵がどうなっているのかさっぱりわからない。そこは焼き尽つくされ、なにひとつとして生き残っていないようにしかおもえなかった。

　１００メートル、２００メートル……テアンたちは焼けた斜面へブーツを深くめりこませながら登りつづけた。

　奇き妙みようなものが見えた。背の低い──それこそ腿もものあたりまでしかない杭くいが一定の間かん隔かくで地面に打ちこまれていた。そのあいだは、なにか細い糸のようなものが螺ら旋せんをなしている。

　理り解かいできないものを目にしたテアンの心にはじめて動どう揺ようが生じた。あれは、なんだ？　魔物ども、いったいなにをしかけてきやがったんだ？



　その朝、小野寺剛士はすっかり寝ね坊ぼうした。スフィアにちょっとだけ文もん句くをいうと、

「参さん謀ぼう総そう長ちようが起こしてくださるものとばかりおもっていました」

　と、つん、とした態たい度どでいわれ、そのまま布団ふとんに戻もどりたくなった。それでも朝食の用意は調ととのえてくれたが、味み噌そ汁しるは出だ汁しが薄かったし、目玉焼きは黄身がつぶれてあちこちが焦げていたし、御飯は水気が多すぎてお粥かゆのような歯ごたえだった。腹はらは減へっていたのに半分以上残してしまったのは卓袱ちやぶ台の向こうから突つき刺ささるスフィアの冷たい視し線せんに耐えられなかったからだ。正直いって腹も立った。どうにか我が慢まんできたのは、そんなスフィアの様子になんとはなしの安心感を覚えていたからである。すべては変化している。剛士もまた変化している。だが、スフィアだけはスフィアのままでありつづけようとしている。自分が以前ならばおもいもしなかったもの、『評ひよう価か』を彼女へくだしていることの意味を、剛士自身もよくわかってはいなかった。

　おかげでしばらくすると腹が鳴って困こまった。情なさけない音が総そう帥すい戦略指し導どう室しつに響ひびきわたる。

「なんだ、寝坊したうえに朝食抜きか」ヴェ・ヌルナからの報ほう告こくに目をとおしていたフィラが目を丸くした。

「スフィアはどうしたのです」アーシュラが険けわしい声でいった。

　スフィアはこの場にいない。ここは国事にかかわる場所だからだ。剛士とスフィアの関係は個こ人じん的なものだから、いない方が当然である。

　が、いままではほとんどの場合、彼女がいた。二人の関係はそういうものだった。なにもかもはっきりしているようで、ひどくあいまいなところがある。

（すっかり難しくなっちゃったな）

　剛士はおもったものの、いや、他の仕事をしてもらってるんだとかばった。だれもがウソだと気づいたようだがなにもいわなかった。

　フィラがおずおずといったのはそのときである。

「あのな、我わが君。その、そんなに腹を減へらしているのなら、これでごまかせないか」小振りなバスケットを足元からとりあげた彼女は剛士に手て渡わたした。中には大きなサンドイッチと水すい筒とうが入っていた。

「なに、小腹が空すいたときにでもつまもうとおもってな」

　あ、やられた、セシエが悔くやしそうに指を鳴らした。

　さすがにウソだと剛士にもわかった。フィラなりに、昨日の詫わびをいれているつもりなのだ。



    

  
    
      「ああ、うん、ありがとう」

　芸のないセリフを口にしつつ剛士はサンドイッチを手にした。水筒の中身は濃こくて甘あまいミルクティーだった。

「閣下……あのようなことをどうやっておもいつかれたのです？」サンドイッチにかぶりついている剛士にアーシュラがたずねた。

　なにをいわれたかわかった。昨夜、ジョスに案内された陣地で口にしたことだ。

「間に合ったの？」剛士はたずねた。

「必要な場所では」アーシュラはこたえ、ちらっと睨にらむように見つめてから再ふたたびいった。「さ、教えてください」

「いや、テレビでちょっとだけ見た戦争映画でそうなってたから」剛士はこたえた。「歴史の教科書に載のってた戦争の写真にもそういうのあったし。だから、役に立つとおもって。ていうかさ」剛士は分ぶ厚あついロースト・ビーフを挟はさんだサンドイッチを貪むさぼり、ミルクティーでのみこんだあと、たずねた。

「魔王領でも牛とか飼かってるのに、どうしてだれもおもいつかなかったの？」

「牛となんの関係があるのです？」

「もともとは牧場から牛が逃にげだすのを防ふせぐためにつくられたらしいから」雑学本で得た知ち識しきを剛士は口にした。

　アーシュラはさすがにあっとしたようだった。「われわれは……精せい霊れいさんに頼たのみますので。人族の国は……」

「さほど詳くわしいわけではないが、たいがいは柵さくですませるな」剛士がサンドイッチを食べる様子をほぼお母さん状態で見つめていたフィラがあわてて教えた。

「役に……立つとおもうんだけど」剛士は不安そうにアーシュラを見た。

「役に立ちます」かれが唇くちびるの端はしにつけているマヨネーズをぬぐってやりたい衝しよう動どうを押おさえこみながらアーシュラは断だん言げんした。ランバルト軍の戦せん術じゆつを熟じゆく知ちしている彼女は、それが、どんな効こう果かを発はつ揮きするか予想がついている。だからこそ剛士に詳しい話はしないでおこうと決めていた。



　不思議な、柵ともいえないようなものの手前30メートルあたりでついに魔王軍が防ぼう御ぎよ射しや撃げきを──テアンが浴びたくないと願っていたものを──開始した。

　バリスタから放たれた魔ま導どう弾だんが次々と飛来し、精霊爆ばく発はつを起こす。即そく座ざに防御魔法が唱えられ、無効化した。すると魔王軍は即座に防御魔法の中和に全力を集中する。空中で無数の精霊光が明めい滅めつし、開けられた穴あなから飛びこんだ魔導弾が数十名の兵を吹ふき飛ばす。

　この世のだれも身代わりになりたいとは願わない、屈くつ強きようで、戦意にあふれ、魔族打倒の念に燃もえた兵たちはただひたすらに突とつ然ぜん誕たん生じようした地じ獄ごくを進みつづけた。魔王軍は攻撃魔法にくわえアーバレストや連発ボウガンの射撃まで開始し、斜面を進むチェドラル農兵団を圧あつ倒とうしようとする。

　しかしテアンたちは進み続けた。あらたな防御魔法が矢弾を逸そらせ、あるいは勢いきおいを鈍にぶらせてくれている。攻撃魔法の半数以上は防御魔法で無効化されていた。ならばこれまでの戦いと同じだ。白兵戦に持ちこめば集団の力で魔物どもを蹴け散ちらせる。

　横隊はついにあの不思議な杭くいのラインに達した。そして、進めなくなった。

　そこにあったのは鉄杭の間に渦うず巻まくようにわたされた針はり金がねだった。針金には一定の間かん隔かくであわててとりつけられたらしいトゲが設もうけられている。

　無理に乗り越こえようとした最前列がパンツをトゲに裂さかれ、ブーツの底を貫つらぬかれて足あし裏うらに傷きずを負った。悲鳴や絶ぜつ叫きようとともに前進が止まる。しかし、最前列の状じよう況きようを知らない後列はそのまま進み、敵陣まであと20メートルというラインで危き険けんなすし詰めの状態をつくりあげてしまう。

「なんなんだよこいつは！」倒れた戦友の血ち飛沫しぶきを浴びたアデノがわめいた。「どうしたら、どうしたらいいんだよ！」

「わかんないよ」テアンも叫さけび返す。「おい、押すな、押すなったら！」

　防御魔法で敵の攻撃をある程てい度どはおさえこめる──その意味は、前進を続け、ランバルト軍の得意とする白兵戦に持ちこめる点にある。だからこそすべての損害に意味がある。だが、進めないのでは損害が続出するだけ、ただ敵の的になるだけだ。たちまち動どう揺ようがひろがり、農兵団は浮うき足あし立だちはじめた。とはいえテアンもアデノも恥はじはさらさずにすんだ。その前に、魔王軍の矢弾で頭や胸むねを射い抜ぬかれ、焦こげた斜面に倒れ伏ふしていた。



「それを……なんと呼よべばいいのだ？」サンドイッチを食べ終えた剛士にナプキンを手渡しながらフィラはたずねた。

　ミルクティーを名残なごり惜おしげに飲み干ほしながら剛士はこたえた。

「鉄てつ条じよう網もう。日本語ではそういう名前だよ」

　ドアがノックされた。剛士の顔に期待の色が浮かんだ。スフィアがやってきたのかとおもった。

　あらわれたのは隣となりに設けられた通信中ちゆう継けい室しつの当直将しよう校こうだった。重要な会議中にやたらと邪じや魔まをされないため、許きよ可かをだしていないかぎりこちらへ回線をつながないように命じてあるのだ。

　さっと立ちあがったアーシュラが報告を受け、うなずいた。振ふり返った美び貌ぼうには喜びと落らく胆たんの色が半分ずつ浮かんでいた。

「なに？」剛士はたずねた。

「鉄条網。たしかに効果はあったようです。敵横隊の足をとめ、防御射撃を集中することで大戦果をあげました。しかし……」

「遠えん慮りよしないでいって」

「さすがはランバルト軍です。信じがたい命令をだしました──横隊の最前列に鉄条網の上へ倒れるように命じ、後列はその上を踏み越えて前進しています。ジョス・グレナムは致ち命めい的な事態にいたる前に、戦線を再さい構こう築ちくする許可を求めています。この分では一両日中にワルキュラ市街が戦場になります」

　剛士はうなずき、ゆっくりとナプキンを使った。空になったバスケットと水すい筒とうを見つめ、失われゆくすべてにおもいをめぐらせたあと、溜ため息いきをつくような声で告げた。

「〈ヤヌス〉作戦、いよいよ本番ってことだよね？」



    

  
    
      
　あとがき






　なんだかイロイロとあって（いえ、デビル三ざん昧まいだったわけですが）久しぶりになってしまったＡ君８、お届けします。

　魔王領攻こう防ぼう編へんを９巻まで引っ張るかも……と前巻のあとがきで書いたりしたわけですが、おもいっきり甘い考えでした。とうとうついに１章だけで一冊です。でも２８０ページぐらいあります。もちろん３章構成で考えてました。それではおさまらない可能性があったので９巻などと書いたのですが、あはは、こりゃ無理です。豪ごう屋やの構想どおりに書くと８巻が７００ページ、９巻も似たような分量を書かないとなりません。というわけで魔王領決戦はもう少しかかります。ちなみに７巻刊行済みの時点でＡ君があと一、二冊で終わるとか、いまの展開が終盤の盛り上げだとかいう意味のことを刊行物でおもいっきり書いてくださった方がいらっしゃるようですが豪屋もよく知らないこの話のクライマックスや残りの分量をどうして御ご存ぞん知じなのでしょう。きっと時間移動能力を持った超能力者なのだとおもいます。魔王領攻防編が終盤でないことは７巻の時点でさえ読めばだれの目にも明らかなはずですので、おそらくわれわれが存在しているのとは異なる時間線にジャンプされたに違いありません。違法時間跳躍でコースを間違えないよう、タイム・パトロールになんとかしていただきたいところです。



　で……今回は戦闘シーンが目立ちやすいとおもいますが、それ自体が眼がん目もくではありません。むろん、魔王軍が投入した新兵器でも、あらたな軍事システムでもないです。ことに兵器にかんしてはむしろそうしたイメージを否定するために登場させています。というわけでやっぱ剛ごう士し君です。主人公なので当然です。

　前巻では高校生としてのメンタリティを維い持じしつつ国家指導者としての覚悟、のようなものを抱いだいた剛士君だったわけですが、前巻あとがきの予告どおり、ますますシャレにならない状じよう況きようにはまりこんでいます。国家指導者という立場が持っている強烈な影響力に気づかされるお話、といっていいかもしれません。お読みになればわかるとおり、いまのところかれはそのことにようやく気づいた、という段階で、国家指導者という立場が持っている本当の意味はまだ知りません（というか、楽しんでいる気配すらあります）。だとするなら……続巻は剛士君がその事実を休む間もなく突きつけられた結果、高校生でありながら国家指導者である自分とどうにらめっこしていくのか、そしてそれが周囲の者たちや戦争にどんな影響を及ぼすのか、という展開になるはずです（予定は未定ですが）。

　という次第で次巻『になうべきもの』（おもいっきり仮題）はますます激げき戦せんになります。刊行の暁あかつきにはどうぞよろしくお願いいたします。



豪屋大介



つけたし

『要よう塞さい学がく園えん』のあとがきでちょろっと宣伝させていただいた某社お仕事は現在進行中です。



    

  
    
      Ａ君くん（17）の戦せん争そう　８

うしなうべきすべて



豪ごう屋や大だい介すけ
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